i ^刊 にあたって 



発刊に あたって 

文語体に よる 『公教会 祈禱 文』 (カトリック 中央 協議会 編. 中央 出 

版 社 発行) は、 日本の カトリック教会 における 全国 共通の 祈禱 書と 

して、 長い間 親しまれ、 愛用され てきた ものです。 しかしながら、 

第二 ヴァ ティ カン 公 会議に よる 典礼 刷新、 日本 社会の 変遷の なかで、 

現代の 教会に は 沿わない 典礼 文 や 儀式 文 もみう けられます。 

このたび 発刊され る祈禱 書に おいて は、 口語体に よる 新しい 祈り 

や 典礼 文 は カトリック 中央 協議会 発行の 『日々 の 祈り』 『ミサの 式 

次第』 『ゆるしの 秘跡』 『ロザリオの 祈り』 『十字架の 道行』 を 使用 

し、 また、 教会の 財産と して 残して おきたい 貴重な 祈りの 数々 を 

『公教会 祈禱 文』 より 抜粋し、 『カトリックの 祈り』 として 生まれ か 



わる ことにな りました。 

発刊に 際しまして、 ご 理解と ご協力いた だきました カトリック 中 

央 協議会に、 心からお 礼 申し上げます。 

. 一 九九 五 年 六月 . 

サン バウ 口 
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(i 
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聖 ヨゼフに 向いて 貞徳を 求む る 祈 ^ 

•is^ に!： する 祈 (文語) § 

しゅご てんし むか いのり 71 
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日本 二十 六聖殉 教 者の 信仰 を 求む る 祈 リ 

聖 フランシスコ • ザ ベリオに ならいて 善徳 を 求む る 祈 m 

お a- な せい せい.；^ もと い. のり 1 

幼き イエ ズス の聖 テレジアの 精神 を 求む る 祈 S 
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ぴ ようしゃ いのり 

病 者の ための 祈 (文語) g 

びょうにん かいふく もと いのり 

病人の 快復 を 求む る 祈 g 

びようち 4 うにん た い とく もと いのり 

^ 屮 忍耐の 徳を 求む る 祈 g 

し のぞ ひとびと いのり 

死に 臨める 人々 のために する 祈 g 

死者の ための.， 祈 (文語) m 

すべての 死者の ための 祈 g 

デ .プ 口 フン ディ ス ^ 

種々 の 祈 (文語) ^ 

むか いのり 

キリストに 向う 祈 ^ 

じゅうじ か じょう むか いのり 

十字架 上の イエ ズスに 向う 祈 ^ 



次 



じ こ ささ いのり 

自己 を献 ぐる 祈 

きょ * つ こ、 つ い のり 

教皇の ためにす る 祈 

司祭の ための 祈 

お めし もと いのり 

御 召 を 求む る 祈 

父母の ためにす る 祈 

子女の ためにす る 祈 

聖家族に 対してお のが 家族の ためにす る 祈 

おさなご ささ いのり 

幼児 を献 ぐる 祈 - 

しんこう いっち もと いのり 

信仰の 一 致 を 求む る 祈 

しゅうかく ねが いのり 

よき 収穫 を 願う 祈 

ひかり しんび けいじ しんぴ 

光の 神秘 (啓示の 神秘) 



296 294 293 292 290 289 287 286 285 284 283 
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入-び 1 5 

曰々 の 祈り 

しゅ いの 

主 O あ 

一 ョ語) 

てん ちち な せい 

天に おられる わたしたちの 父よ、 み 名が 聖 とされ ますよう 

くに き てん おこな ち 

に。 み 国が 来ます ように。 みこ ころが 天に 行われる とおり 地 

おこな 

にも 行われます ように。 

ひ かて きょう あた 

わたしたちの 日 ごとの 糧を 今日 もお 与えく ださい。 わたし 

つ み もと 

たちの 罪 をお ゆるしく ださい。 わたしたち も 人 を ゆるします 



£ の 祈り II 



わたしたち を 誘惑に おちいらせず、 悪から お救いく ださい。 

ァ ー メン。 

一 一 (文語) 

てん ちち ねが な とうと 

天に まします われらの 父よ、 願わくはみ 名の 尊 まれん こと 

くに き むね てん おこな ち 

を。 み 国の 来たらん こと を。 み 旨の 天に 行わる る ごとく 地に 

おこな 

も 行われん こと を。 

にちよう かて こんにち あた ひと 

われらの 日用の 糧を 今日 われらに 与えた まえ。 われらが 人 

つみ こころ 

に ゆるす ごとく われらの 罪 を ゆるした まえ。 われら を 試みに 

引きた まわ ざれ、 われら を 悪より 救いた まえ。 ァ— メン。 



15 H 々の 祈り 



聖母 マリアへの 祈り 

一 (口語) 

恵み あふれる 聖 マリア、 主 は あなたと ともに おられます。 

ゆ えら しゅくふく こ しゅくふく 

主 は あなた を 選び、 祝福し、 あなたの 子 イエス も 祝福され 

ました。 

かみ ははせ い つみぶか 、 い， ま , . 

神の 母聖 マリア、 罪深い わたしたち のために 今 も 死 を 

むか とき いの I 

迎える 時 も 祈って ください。 ァ ー メン。 

二 (文語) 

せいちょうみ み しゅおん み 

めでたし、 聖寵 満ち 満 てる マリア、 主 御身と ともに まし 



お A ス おんな しゅく たいない おん こ 

h ます。 御身 は 女の うちにて 祝せられ、 ご 胎内の 御子 イエス も 

S 祝せられ たもう。 

てんしゅ おん ははせ い つみ ま りし 

栄 天主の 御母聖 マリア、 罪び となる われらの ために、 今 も 臨 

じゅう とき いの 

終の 時 も 祈りた まえ。 ァ— メン。 

えい しょう 

栄 唱 

一 (口語) 

えいこう ちち こ せいれい はじ いま よよ 

栄光 は 父と 子と 聖霊に。 初めの ように 今 もい つも 世々 に。 

ァ— メン。 



一 一 (文語) 

ねが ちち こ せいれい さか はじ 

願わくは、 父と 子と 聖霊と に 栄え あらん こと を。 初めに あ 

いま よ よ 

りし ごとく、 今 もい つも 世々 にいた るまで。 ァ— メン。 

し と しん じょう 

使徒信条 

てん ち そ、 i うし ゆ ぜんのう ちち かみ しん 

天地の 創造主、 全能の 父で ある 神 を 信じます。 

ちち ご しゅ しん 

父の ひとり 子、 わたしたちの 主 イエス . キリスト を 信じ ま 

^ す。 主 は 聖霊に よって やどり、 おとめ マリアから 生まれ、 ポ 

£ ン ティ ォ. ピラトの もとで 苦しみ を 受け、 十字架に つけられ 

し ほうむ よみ くだ みっかめ ししゃ ふっかつ 

n て 死に、 葬られ、 陰府に 下り、 三日 目に 死者のう ちから 復活 



二 ケア • コ ンスタ ン チノ 



てん のぼ ぜんのう ちち かみ みぎ ざ つ せいしゃ 

^ し、 天に 昇って、 全能の 父で ある 神の 右の 座に 着き、 生者と 

* 死者 を 裁く ために 来られます。 

'M せいれい しん せい ふ へん きょうかい せい と まじ つみ 

聖霊 を 信じ、 聖 なる 普遍の 教会、 聖徒の 交わり、 罪の ゆる 

し、 からだの 復活、 永遠の いのち を 信じます。 ァ— メン。 

二 ケア . コン スタン チノ— プル 信条 

しん ゆいいつ かみ ぜんのう ちち てん ち み 

わたし は 信じます。 唯 一 の 神、 全能の 父、 天と地、 見える 

もの、 見えない もの、 すべての ものの 造り 主 を。 

わたし は 信じます。 唯一 の 主 イエス. キリスト を。 主 は 神の ひと 

ご さき だ ちち う かみ かみ ひかり ひかり 

り 子、 すべ てに 先立 つ て 父より 生まれ、 神よりの 神、 光よりの 光、 




かみ かみ つく う ちち いった， レ 

まことの 神よりの まことの 神、 造られる ことなく 生まれ、 父と 一 体。 

すべ て は 主によ つ て 造られました。 主 は、 わたしたち 人類の ため、 

わたしたちの 救いの ために 天から くだり、 聖霊に よって、 おとめ マ 

リアより からだ を 受け、 人と なられました。 ポンティ ォ. ピラトの 

じゅ、 つじ か くる 、つ ほ、 つむ 

もとで、 わたしたち のために 十字架に つけられ、 苦しみ を 受け、 葬 

せいしょ みっかめ ふっかつ てん のぼ ちち みぎ ざ 

られ、 聖書に あると おり 三日 目に 復活し、 天に 昇り、 父の 右の 座に 

つ しゅ iil いしゃ ししゃ さば えいこ、 つ 

着いて おられます。 主 は、 生者と 死者 を 裁く ために 栄光のう ちに 

再び 来られます。 その 国 は 終わる ことがありません。 

わたし は 信じます。 主で あり、 いのちの 与え主で ある 聖霊 

せいれい ちち - J で ちち こ れいはい えい 

を。 聖霊 は、 父と 子から 出て、 父と 子と ともに 礼拝され、 栄 

光 を 受け、 また 預言者 をと おして 語られました。 わたし は、 



洗礼式の 俗 仰 M,f 20 



^ L ふへん しと てき ゆいいつ きょうかい しん つ, * 

聖 なる、 普遍の、 使徒 的、 唯一 の 教会 を 信じます。 罪の ゆる 

し を もたらす 唯一 の 洗礼 を 認め、 死者の 復活と 来世の いのち 

ま のぞ 

を 待ち望みます。 ァ ー メン。 

せんれいしき しんこう せんげん 

洗礼式の 信仰 宣言 

てん ち そうぞうしゅ ぜんのう ちち かみ しん 

天地の 創造主、 全能の 父で ある 神 を 信じます。 

ちち ご う くる う 

父の ひとり 子、 おとめ マリアから 生まれ、 苦しみ を 受けて 

ほうむ し しゃ ふっかつ ちち みぎ しゅ 

葬られ、 死者のう ちから 復活して、 父の 右に おられる 主 イエ 

しん 

ス • キリスト を 信じます。 

せいれい しん せい ふ へん きょうかい せい と まじ つみ 

聖霊 を 信じ、 聖 なる 普遍の 教会、 聖徒の 交わり、 罪の ゆ 



るし、 からだの 復活、 永遠の いのち を 信じます „ 



く あらた いの 

悔い改めの 祈り 

かみ つみお か あく おこな そむ 

神よ、 わたし は 罪 を 犯し、 悪 を 行い、 あなたに 背きました。 

おし こ すく めぐ っ^ 

御子 イエス • キリストの 救いの 恵みに よって、 わたしの 罪 を 

と さ あら きょ すく よろこ あた 

取り去り、 洗い清めて ください。 救いの 喜び を 与え、 あなた 

おく よろこ つか こころ ささ 

のい ぶき を 送って、 喜び 仕える 心 を 支えて ください。 わたし 

みち あゆ 

^ は あなたの 道 を 歩みます。 

び 
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力み ねが いの 

神の ゆるし を 願う 祈り 

ふか ちち おん ご あた 

いつくしみ 深い 父よ、 あなた は、 御 ひとり 子 をお 与えに な 

る ほど わたしたち を 愛し、 その 受難と 死と 復活に よって、 あ 

なた のい のちに あずかる ことができる ようにして ください ま 

じ ぶんち ゆうしん い あ，； そむ 

した しかし、 わたし は 自分 中心に 生きて あなたの 愛に 背 

きょうだい たい つみ おか *J い 1 い 

き あなたと 兄弟に 対して 罪 を 犯しました。 どうか 聖霊 を 

ゆた そそ つみ かいしん めぐ あ.： 

豊かに 注いで わたしの 罪 を ゆるし、 回心の 恵み をお 与えく だ 

したが い もの しんあい 

さい これから は キリストに 従って 生きる 者と なり、 真の 愛 

じっせん 

を 実践す る ことができます ように。 ァ— メン。 



23 闩々 の 祈り 



神 を 信じる 人の 祈り 

すく みなもと かみ えいえん しん り 

救いの 源で ある 神よ、 わたし は、 永遠の 真理で ある あなた 

しゅ きょうかい とお おし 

が、 主 キリスト とその 教 会 を 通して 教えて くださる こと を 

すべ て 信じます。 

かみ き ぼう ひと いの 

神に 希望 をお く 人の 祈り 

恵みの 源で ある 神よ、 わたし は、 あなたが イエス • キリス 

卜の 救いの み わざに よって、 約束のと おり 永遠の いのちと 必 

よう たす あた こころ き ばう 

要な 助け をお 与えに なること を 心から 希望し ます。 



神 を 愛する 人の 祈り お告げの 祈り 24 



かみ あい ひと いの 

神 を 愛する 人の 祈り 

■ 

まレ みなもと かみ こころつ ちからつ 

愛の 源で ある 神よ、 わたし は、 心 を 尽くし、 力 を 尽くして、 

唯一 の 神で ある あなた を 愛します。 また、 あなたへの 愛に よ 

つ て 隣人 を 自分の ように 愛します。 

つ いの 

お： tl 口 t の^り * 朝-昼- 夕に 唱える。 

主の み使いの お告げ を 受けて、 

マリア は 聖霊に よ つ て 神の 御子 を やどされた。 
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〔聖母 マリアへの 

, し 

恵み あふれる 聖 マリア、 主 は あなたと ともに おられます。 主 

えら しゅくふく こ しゅくふく 

は あなた を 選び、 祝福し、 あなたの 子 イエス も 祝福され まし 

た。 

かみ ははせ い つみぶか いま し むか 

神の 母聖 マリア、 罪深い わたしたち のために、 今 も、 死を迎 

とき い の 

える 時 も 祈って ください。 ァ ー メン。 

わたし は 主の はしため、 

おことば どおりになります ように。 

〔聖母 マリアへの 祈り〕 
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みことば は 人となり、 

わたしたち のうちに 住まわれた。 

〔聖母 マリアへの 祈り〕 

力み ははせ V 1 つ 

神の 母聖 マリア、 わたしたち のために 祈って ください。 

やくそく 

キリストの 約束に かなう ものと なります ように。 

Q ^ん ^5 つかつ おん こ ひと 

祈願 神よ、 み使いの お告げに よって、 御子が 人と なられ 

^ > じゅなん じゅうじ か とお 

たこと を 知った わたしたちが、 キリストの 受難と 十字架 を 通 

ふっかつ えいこう たつ 6 ぐ そで 

し て 復活 の 栄光に 達する ことができ るよう、 恵み を 注 いでく 

ださい。 

わたしたちの 主 イエス. キリスト によって。 ァ ー メン。 



27 日々 の 祈り 



.5 'み ± はせい よろこ T- 

神の 母聖 マリア、 お喜びく ださい。 アレル ャ 

あなたに やどられた 方 は。 アレル ャ。 

おことば どおりに 復活され ました。 アレル ャ。 

わたしたちの ためにお 祈りく ださい。 アレル ャ。 

3 y よろこ 

聖 マリア、 お喜びく ださい。 アレル ャ。 

主 はまこと に 復活され ました。 アレル ャ。 

き 願 神よ、 あなた は 御子 キリストの 復活に よって、 世界 

フ 、 、J ははせ い 

に 喜び をお 与えに なりました。 キリストの 母、 聖 マリアに な 

えいえん よろこ え ， 

ら い、 わたしたち も 永遠の いのちの 喜び を 得る こと 力て きま 
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すよう に。 

しゅ 

わたしたちの 主 イエス. キリスト によって。 ァ— メン。 

しょく ぜん い の 

食 is の ザり * 食事 を 「i、 昼食、 夕食、 おやつ」 と 言い換える ことができる。 

^ ゝ かんしゃ しょくじ 

父よ あなたの いつくしみに 感謝して この 食事 をいた だき 

ます。 ここに 用意され たもの を 祝福し、 わたしたちの， おろと 

からだ ささ かて 

体 を 支える 糧 としてく ださい。 

わたしたちの 主 イエス. キリスト によって。 ァ— メン。 



29 日々 の 祈り 



しょく ご いの 

食後の 祈り 

ちち かんしゃ しょくじ お 

父よ、 感謝のう ちに この 食事 を 終わります。 あなたの いつ 

わす ひと しあわ いの 

くしみ を 忘れず、 すべての 人の 幸せ を 祈りながら。 

わたしたちの 主 イエス. キリスト によって。 ァ— メン。 

はじ いの 

おめの ザり * 集い は 「仕事」 など 適当な ことばに 言い換える ことができる。 

つく おさ かみ ふか て 

すべて を 造り、 治められる 神よ、 いつくしみ 深いみ 手の な 

はじ つど しゅくふく むね おこな 

かで 始める この 集い を 祝福し、 み 旨 を 行う ことができ るよ 

ち え ゆう き さず みちび 

う、 わたしたちに 知恵と 勇気 を 授け、 導いて ください。 
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わたしたちの 主 イエス. キリスト によって。 ァ— メン。 

^ いの 

終わりの 祈り 

ft み 1 も， V かみ かんしゃ さん ぴ つど 3 

恵みの 源で ある 神よ、 感謝と 賛美のう ちに この 集い を 終わ 

は：^ ら みの かみ くに やく だ 

ります わたしたちの 働きの 実りが、 神の 国に 役立つ ものと 

なります ように。 

わたしたちの 主 イエス. キリスト によって。 ァ— メン。 



31 日々 の 祈り 



め ざ とき いの 

目覚めた 時の 祈り 

てん ちち いちにち はじ 

天の 父よ、 一日の 初めに あなた をた たえ、 きょうの すべて 

を ささげます。 あなたの い つくしみ のうちに 生きる ことが で 

きます ように。 ァ ー メン。 

あさ いの 

朝の 祈り 一 

かみ くち ひ^ 

先唱 神よ、 わたしの 口 を 開いて ください。 

さん ぴ 

一 同 わたし は あなたに 賛美 を ささげます。 
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し 、ん 

詩編 6 

神よ、 あわれみと 祝福 を わたしたちに。 

力お ひ 力り 、つ、 え て 

あなたの 顔の 光 を わたしたちの 上に 照らして ください。 

あなたの わざが 世界に 知られ、 

すく く ： " 

救いが すべての 国に 知られる ように。 

諸国の 民 は あなた をた たえ、 

- 、 たみ さん ぴ 

すべての 民 は あなた を 賛美せ よ。 

くに よろこ うた 

すべての 国 は 喜び 歌え。 

たみ ただ しょこく たみみ ちゾ 

あなた は 民 を 正しく さばき、 諸国の 民 を 導かれる。 



33 日々 の 祈 り 



諸国の 民 は あなた をた たえ、 

たみ さん ぴ 

すべての 民 は あなた を 賛美せ よ。 

ち ゆた みの 

地 は 豊かに 実り、 

神 はわた したち を 祝福され た。 

ち は いた かみ うやま 

地の果てに 至る まで、 神 をお それ 敬え。 

神 はわた したち を 祝福され た。 

えいこう ちち こ せいれい 

栄光 は 父と 子と 聖霊に。 

はじ いま よ よ 

初めの ように 今 もい つも 世々 に。 ァ ー メン。 
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かみ 



4 'のことば * 「神の ことば」 は、 その 日の ミサの 福音、 または 次の 中から 一 つ を ぶ。 

しんと て がみ 

ロロ— マの 信徒への 手紙 ^ - 8IW 

たが あい あ J: 

互いに 愛し 合う ことのほか は、 だれに 対しても 借りが あつ 

乙と あい もの りつ？ う まつと 

て S なりません。 人 を 愛する 者 は、 律法 を 全うして いるので 

力ん ぃス ころ ぬす 

す。 「姦淫す るな、 殺すな、 盗むな、 むさぼるな」、 そのほか 

、 ^きて、 りんじん じ ぶん あ 1 

どスな is 力あって も、 「隣人 を 自分の ように 愛しなさい- と 

} V と- ； 1 う , あい りんじん あく おこな 

レぅー B 葉に 要約され ます。 愛 は 隣人に 悪 を 行いません。 ^か 

あい りつば う まつと 

ら、 愛 は 律法 を 全うする ものです。 

_ I - しんとて がみ 

□ n リントの 信徒への 手紙 一 w • 418 

A い にんたいづよ あい なさ ぶか ，ゥ> じ „, ん 

愛 は 忍耐強い。 愛 は 情け深い。 ねたまない。 乾 は 自^せ ず、 



れい し <* じ ぶん り 之 春 もと 

ぶらない。 礼 を 失せず、 自分の 利益 を 求めず、 いらだたず、 

うら いだ ふぎ よろこ しんじつ よろこ しの 

恨み を 抱かない。 不義 を 喜ばず、 真実 を 喜ぶ。 すべて を 忍び、 

しん のぞ た あいけ つ 

すべて を 信じ、 すべて を 望み、 すべてに 耐える。 愛 は 決して 

まろ 

滅びない。 

て がみ 

口 ヨハネの 手紙 一 3 • S — 

い のち す 

イエス は、 わたしたち のために、 命 を 捨てて ください まし 

た。 そのこと によって、 わたしたち は 愛 を 知りました。 だか 

f きょうだい いのちす よ 

| ら、 わたしたち も 兄弟の ために 命 を 捨てる べきです。 世の 

fy とみ も きょうだい ひつよう もの こと か み どうじょう 

^ 富 を 持ちながら、 兄弟が 必要な 物に 事欠く の を 見て 同情し 

もの かみあい もの うち 

^ ない 者が あれば、 どうして 神の愛が そのような 者の 内に とど 
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、 こ こと ば くちさき おこな 

まるでしょう。 子た ちょ、 言葉 や 口先 だけで はなく、 行い を 

もって 誠実に 愛し 合おう。 

とラ しよ-つ 

答 唱 

力み あさ あら、 

先唱 神よ、 朝 ごとに あなたの いつくしみ を 現し、 

い みち しめ 

一同 行くべき 道 を 示して ください。 

： } こころ あお もの うえ 

先唱 、も を こめて あなた を 仰ぐ 者の 上に、 

い みち しめ 

一同 行くべき 道 を 示して ください。 

えいこう ちち こ 4* パれ い 

先唱 栄光 は 父と 子と 聖霊に。 

■ かみ あさ ちら わ 

一同 神よ- 朝 ごとに あなたの いつくしみ を 現し、 

い みち しめ 

行くべき 道 を 示して ください。 



、 

37 日々 の 祈り 



共同 祈願 (例文) 

せん 1 い したが もの 

先唱 洗礼に よって わたしたち は キリストに 従う 者と なり ま 

ちち かみ いち 

した。 キリスト とともに 父で ある 神 をた たえ、 この 一 

にち い の 

日 を ささげて 祈りましょう， 

あたら あさむ か しゅ いの rt-^ 

先唱 新しい 朝 を 迎え、 主 キリスト とともに 祈ります 世界 

ズレ へいわ あた ひと きょうだい い 

に 真の 平和が 与えられ、 すべての 人が 兄弟と して 生 

きる ことができます ように。 

かみ いのきい T- 

一同 神よ、 わたしたちの 祈り を 聞き スれ てくだ さい 

"ち，， -ち し ごと とお さん む 

先唱 きょう 一日の 仕事 を 通して あなた を 賛美す る ことが で 

せいれい みちび， 

きる よう、 聖霊に よって 導いて ください 
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かみ いの き ，》 

一同 神よ、 わたしたちの 祈り を 聞き入れて ください。 

びょうき ひと こんなん * 

先唱 病気の 人、 困難の なかに ある 人 を あなたの 泉み で g め、 

にんたい き ぼう あた 

S 耐と 希望 をお 与えく ださい。 

, . I は、 いのきい 

一同 神よ、 わたしたちの 祈り を 聞き入れて ください。 

二 13 いちにち ひと こころ きず でも ゾ ヒヌヒ 

先唱 きょう 一日、 人の 心 を 傷つけ る ことなく 、出かう 

に 信仰の 喜び を 伝える ことができます ように。 

1 TJ は ， いのきい 

一同 神よ、 わたしたちの 祈り を 聞き入れて ください。 

しゅ いの 

主の祈り 

先唱 主 イエス. キリストが 教えて くださった 主の祈り を嘿 

えましょう。 



39 曰々 の 祈り 



てん ちち な せい 

一 司 天に おられる わたしたちの 父よ、 み 名が 聖 とされます 

くこ き てん おこな 

ように。 み 国が 来ます ように。 みこ ころが 天に 行われ 

ち おこな む 、 

ると おり 地に も 行われます ように。 わたしたちの 日 ご 

かて きょう あた ？ ) わ i*f > >| 

との 糧を今 曰 もお 与えく ださい わたしたちの 罪 をお 

ひと 

ゆるしく ださい。 わたしたち も 人 を ゆるします。 わた 

ゆうわく あく すく ゝ 一 

したち を 誘惑に おちいらせず、 悪から お救いく たさ レ 

むす いの 

結びの 祈り 

ばんぶつ つく ぬし かみ 1^. こな I ヽ 

ipap 万物の 造り 主で ある 神よ、 わたしたちの 行い を 導き 

めぐ いちにち ささ 、 

あなたの 恵みで きょう 一 曰 を 支えて ください。 すべて 

まじ め 

の わざが あなたの うちに 始まり、 あなたに よって 実 を 
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むす 

結びます ように。 わたしたちの：^ イエス. キリスト こ 

よって。 

一同 ァ— メン。 

先唱 全能の 神、 S< ちとお と ！gl がわた したち を 3^ し、 

つ てくだ さいます ように。 

一同 ァ— メン。 

： m の^り 二 

ちち こ せいれ j ： 

父と 子と 聖霊の み 名に よって。 ァ— 乂 ノ。 



41 日々 の 祈り 



かみ れいはい 

神 を 礼拝す る 

さん み いったい かみ いま 

三位一体の 神よ、 今、 わたしたち は、 あなたが ここに おら 

しん れいはい こころ さん び 

れる こと を 信じ、 つつしんで 礼拝し、 心から 賛美いた します- 

感謝 を ささげる 

めぐ あた ぬし かみ あた すく 

恵みの 与え主で ある 神よ、 わたしたちに いのち を 与え、 救 

みち タ まも こころ かんし *■ 

い に 導き、 きょうまで お守りく ださ つたこと を 心から 感謝い 

あい ひと くる 

たします。 あなたの 愛に こたえ、 すべての 人、 とくに 苦しみ 

きょうだい し まい いちにち 

のうちに ある 兄弟 姉妹と ともに、 きょう 一日の すべて をお 

かみ くに かんせい やく だ 

ささげい たします。 この ささげものが 神の 国の 完成に 役立つ 

ものと なります よ > つに。 



4 恵みのう ちに 生きる 

に いつくしみ 深い 神よ、 あなた は、 「がかいに I! しか ハ なさい 一 

おし あゆ みち しめ tv 」 

| と 教え、 歩むべき 道 をお 示しに なりました。 わたした ちがき 

^ いちにち あい i ヂ 7 

よう 一日、 愛の わざに 励み、 すべてに おいてみ を あけと め、 

恵みのう ちに 成長す る ことができ るよう 導び いてく ビさ >。 

かみ あい 

神の愛 を あかしす る 

愛で ある 神よ、 あなた は、 福音 宣き g のために わたしたち 

を 遣わされました。 わたしたちが あなたの^ を i げ脉ら せる 

ことができます ように。 とくに、 £ しみのう ちに ある^ こき^ 

た 1> し ま 1> ちか くる つ - 

弟妒妇 として 近つ き、 その 苦しみ を 分かち合う ことによ つ て、 



43 H 々の 祈り 



あ い 

ともに あなたの 愛の あかしと なります ように。 

かみ ほ ご ねが 

神の 保護 を 願う 

み とお かみ であ でき ごと 

すべて を 見通される 神よ、 きょう 出合う 出来事の なかで、 

つか もの ふま あた 

あなたから 遣わされた 者と して ふさわしく 振る舞い、 与えら 

しめい は き けん 

れた 使命 を 果たす ことができ るよう、 あらゆる 危険から わた 

まち 

したち をお 守りく ださい。 

〔主の祈り〕 (S ぺ 1- ジ) 

〔聖母 マリアへの 祈り〕 (ほべ— ジ) 

〔栄 唱〕 (W ぺ— ジ) 
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〔使徒信条〕 (U ぺ ー ジ) 

かみ しん ひと いの 

〔神 を 信じる 人 の 祈り〕 (お ぺ —ジ) 

力み き ぼう ひと .： の 

〔神に 希望 をお く 人の 祈り〕 (^ぺ —ジ) 

、t^ ゆい ひと いの 

〔神 を 愛する 人の 祈り〕 (おべ— ジ) 

むす いの 

結びの 祈り 

^い み 1 もと かみ ここち 

愛の 源て ある 神よ、 わたしたち は あなた を、 レ から I 〔ます。 

いちにち > ^- A 

きょう 一 日、 いのち あふれる あなたの 泉で わたしたち を 潤お し、 

^ - - であ ひとびと しん よろこ わ あ 

新たに してく たさい。 出会う 人々 と 真の 喜び を 分かち合 うこ 

とがで きます ように。 

わたしたちの 主 イエス. キリスト によって。 ァ ー メン。 



祈 

ク 



ぉ腊の 神、 父と 子と 聖霊が わたしたち を 祝福し、 守って 



くださいます ように。 ァ 1- メン 



〇 



先唱 

一 同 

先唱 



ひる いの 

昼の 祈り 



*■ 四旬節に は 「アレル ャ」 を 省く。 



かみ ちから、 * 

神よ、 わたし を 力 づけ、 



たす 



急いで 助けに 来て ください 

えいこう ちち こ せいれい 

栄光 は 父と 子と 聖霊に。 

i じ いま よよ / ' ^ 

初めの ように 今 もい つも 世々 に。 ァ ー メン アレル ャ 



5 

4 
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詩編 W 

かみ おし かんぜん たましい い かえ 

神の 教え は 完全で、 魂 を 生き返らせ、 

力 こころ ち え 

その さとし は 変わらず、 心に 知恵 を もたらす。 

^ さ だ ただ こころ よろこ 

神の 定め は 正しく、 心の 喜びで あり、 

むね きょ め ひら 

そのみ 旨 は 清く、 目 を 開く。 

^ I 、 ただ よよ およ 

神の ことば は 正しく、 世々 に 及び、 

その さばき は 真実、 すべて 正しい。 

ん ほうせき 

金よりも、 どんな 宝石よりも すばらしく、 

^し、 、： ォ. あま 

蜜よりも はちの 巣の したたりよりも 甘い。 

かみ パ ) 

神よ、 あなたの しもべ はこれ に 教えられ、 



47 日々 の 祈り 



まも ひと ゆた めケ う 

それ を 守る 人 は 豊かな 恵み を 受ける， 



ぶん 



だれが 自分の あやまち を 知り 尽くす ことができよう 

かくつ み j よ 、 > o 

隠れた 罪から わたし を 清めて くた さレ 

たか ものし はい ヽ 

高ぶる 者に 支配され る ことのな いように 

まも 

あなたの しもべ を 守って ください。 

わたしが 汚れる ことなく、 

おお さ 

大きな とが を 避ける ことができる ように 



かみ ちから 、 ぬ，^、 

神よ、 わたしの 力、 わたしの あがない 主、 

おも よろこ 

わたしの ことばと 思いが あなたの 喜びと なる ように 



昼の 祈り 48 



栄光 は 父と 子と 聖霊に。 

はじ いま よよ 

初めの ように 今 もい つも 世々 に。 ァ— メン。 

神の ことば 

て がみ 

ロヨ ハネの 手紙 一 4 . ^1^ 

、 力み こ おおやけ い あらわ ひと 

ィ エスが 神の 子で ある こと を 公に 言い表す 人 はだれ でも、 

ひと， うち ひと かみ うち 

神 力 その 人の 内に とどまって くださり、 その 人 も坤の 内に と 

どまり ます。 わたしたち は、 わたしたち に対する 神の愛 を 知 

ゝ ^/ かみ あい あい ひと かみ 

り また 信じて います。 神 は 愛です。 愛に とどまる 人 は、 神 

うち かみ ひと うち 

の 内に とどまり、 神 も その 人の 内に とどまって くださ パ ます。 



49 1 1 々の 沂 り 



か さ だ こころ かた t 

^-昌 申よ、 あなたの 定めに 心 を 傾ける ようにし てく たさ 

め そそ みちび - 一 

一同 むなしい ことに 目 を 注がない ように 導いて くた さレ 



結びの 析り 

たや A 

先唱 敷なる 父よ、 あなた は、 わたしたちが 互いに 協力し、 

維えず 進歩す る こと をお 望みになります。 あなたの 子 

どもと して 生き、 すべての 人に あなたの 愛 を あかしす 

る ことができます ように 

わたしたちの 主 イエス . キリスト によって。 

一 司 ァ ー メン。 



晚のり I り ：,!1 



ゆの.^ り *叫 化 節に は 「アレル ャ」 を 省く。 

力み ちから 

^Er 树ょ、 わたし を 力 づけ、 

いそ たす き 

- h 急いで 助けに 来て ください。 

えいこう ちち こ せい 1 い 

先唱 栄光 は 父と 子と 聖霊に。 

はじ いま よよ 

1m: 初めの ように 今 もい つも 世々 に。 ァ— メン。 ァ レレ ャ。 

し へん 

詩編^ 

^ こころ つ かんしゃ 

神よ わたし は、 七 を 尽くして あなたに 感謝し、 

かみ つか まえ 

神の 使いの 前で あなた をた たえる。 

しんでん む ふ 

あなたの 神殿に 向か つ て ひれ 犬し、 



51 口々 の 祈り 



かんしゃ 

い つくしみ とま ことの ゆえに あなたに 感謝 を ささげる 

あなた は 約束 を 果たして、 

あなたの 名 をす ベ てに まさる ものと された。 

さけ とき 

わたしが 叫び を あげた 時、 

ちから 

あなた はこた え、 力 づけて くださった。 

かみ くにぐに おう き 

神よ、 国々 の 王 は あなたの ことば を 聞き、 

あなた をた たえる。 

よろこ うた 

かれら は あなたの わざ を 喜び 歌う。 

かみ えいこう いだい 

「神の 栄光 は 偉大。」 



晚の 祈り 一 52 



： 力, 《 ひと こころ と 

すべて を 越える 神 は、 へりくだる 人に 心 を 留め、 

た 力 もの ちか 

高ぶる 者に は 近づかれない。 

くる とき 

苦しみの なかに ある 時 も、 

ささ 

あなた はわた しのい のち を 支えられる。 

ちから あらわ てき いか しりぞ 

力 を 現して 敵の 怒り を 退け、 

みぎ て すく 

その 右の 手で わたし を 救われる。 

神 は、 わたしに 約束され たこと を、 

すべ て 成しと げられ る。 

ほ ， えいえん 

神よ あなたの いっくし みは 永遠。 



53 口々 の 祈り 



^られ たす ベての もの を 見捨てないで ください。 

えいこう ちち こ せいれい 

栄光 は 父と 子と 聖霊に。 

+5 いま よよ 0 

初めの ように 今 もい つも 世々 に ァ ー メン 

m のことば * 次の 屮 から. つ を 選ぶ。 

口 ペトロの 手紙 一 1*315 

わたしたちの 主 イエス • キリストの 父で ある 树が、 ほめた 

たえられます ように。 神 は 豊かな 憐れみに より、 わたしたち 

を g たに 生まれさせ、 死者の 中からの イエス. キリストの 復 

1 つ 1 い き ぼう あた 、、 - 

ぜ によって、 生き生きとした 希望 を 与え、 また あなた 力た 

のために 天に 蓄えられ ている、 朽ちず、 汚れず、 しぼまな レ 



晚の祈 り 一 54 



ざいさんう つもの お 

財産 を 受け継ぐ 者と してく ださいました。 あなたが たは、 終 

とき あらわ じゅんび すく う 

わりの 時に 現される ように 準備され ている 救い を 受ける ため 

かみち から しんこう まも 

に、 神の 力に より、 信仰に よって 守られて います。 

て がみ 

ロヨ ハネの 手紙 一 2 . 316 

かみ おきて まも かみ し 

神の 淀 を 守るなら、 それによ つて、 神 を 知っている ことが 

わ かみ し い かみ おきて まも 

分かります。 「神 を 知っている」 と 言いながら、 神の 淀 を 守 

もの いつわ もの ひと うち しん り 

ら ない 者 は、 偽り者で、 その 人の 内に は 真理はありません。 

かみ こと ば まも ひと うち かみ 

しかし、 神の 言葉 を 守るなら、 まことに その 人の 内に は 神の 

あい じ つげん かみ うち 

愛が 実現して います。 これによ つて、 わたしたちが 神の 内に 

わ かみ うち い ひと 

いる ことが 分かります。 神の 内に いつもい ると 言う 人 は、 ィ 



55 曰々 の 祈り 



あゆ みず か あり ン、 * LF / o 

エスが 歩まれた ように 自ら も 歩まな けれ はなり ません 

ロコ リントの 信徒への 手紙 一 1.^1^ 

め おも お 

き たち、 あなたがたが 召された ときの こと を、 思レ起 

こん ヂん てき み ちえ もの、 おお 

こして みなさい。 人間的に 見て 知恵の ある 者が 多 力った わけ 

ではなく、 II 力く の ある 者 や、 家柄の よい 者が 多かった わけ 

でもありません。 ところが、 神 は 知恵 ある 者に 恥 を かかせる 

ため、 世の 無学な 者 を 選び、 力 ある 者に 恥 を かかせる ため、 

I！ の |r かくな 都 を 選ばれました。 また、 神 は 地位の ある 者 を 無 

^が^とす るた め、 きのき に 等しい 者、 身分の 卑しい 者 や 見 

( えり ひとり かみ 

ト テられ ている 者 を 選ばれた のです。 それ は、 だれ 一，^ 神 



晚の 祈り 一 56 



まえ ほこ 

の 前で 誇る ことがない ようにす るた めです。 

と-つ しょ ラ 

答 唱 

先唱 神よ、 あなたの はからい はわた しにと つてい かに" ^7 とい 

ことか。 

し 

一同 そのす ベて を 知る こと はでき ない。 

先唱 神よ、 あなたの はからい はいかに 数多い ことか。 

J し 

一 115： そのす ベて を 知る こと はでき ない。 

えいこう ちち こ せいれい 

先唱 栄光 は 父と 子と 聖霊に。 

一同 神よ、 あなたの はからい はわた しにと つてい かに 尊い 

ことか。 



57 H 々の 祈り 



g よ、 それ はいかに 数多い ことか。 

福音の 歌 

わたし は 神 を あがめ、 

こころ かみ すく よ^こ， ， o 

わたしの 心 は 神の 救いに 喜びお どる 

神 は 卑しい はしため を 顧みられ 

い つ の 代の 人 も わたし を 幸せな 者と 呼 ふ 

おこ によ 

^はわた しに 偉大な わざ を 行われた。 

な とうと 

その 名 は 尊く， 

よ よ かみ うやま ひと うえ 

あわれみ は 代々、 神 をお それ 敬う 人の 上に 



晚の 祈り 一 58 



力み ちから あらわ 

神 は その 力 を 現し、 

思い あがる 者 を 打ち砕き、 

権 力 を ふるう 者 を その 座から おろし、 

見捨てられた 人 を 高められる。 

、つ くるひと み 

^えに 苦しむ 人 はよ いもので 満たされ、 

おごり 暮らす 者 はむな しくな つ て埽 る。 

かみ わす 

神 はい つくしみ を 忘れる ことなく、 

しもべ イスラ ェ ルを 助けられた。 

わたしたちの 祖先、 

ァ ブラ ハムと その子 孫に 約束され たように。 



59 闩 々の 祈り 



え い こう ちち こ せ.：' ホぃ 

栄光 は 父と 子と 聖霊に。 

まじ いま よよ ◦ 

初めの ように 今 もい つも 世々 に。 ァ— メン 

きょうどう き がん 

共同 祈願 (例文) 

ちち 

先唱 父の もとで、 いつも わたしたちの ためにと りなして く 

1 つ こ: ろ あ 

ださる キリストの 祈りに 心 を 合わせて、 わたしたちの 

ねが 、 o 

顕ぃを ささけ ましょう 

^昌 キリストの うちにわた したち を 選ばれた 神よ、 全世界 

Is と レー §ir- -> ク IV 

の 人々 のために ささげる この 夕べ の 祈り を 受け スれて 

ひかり て 

ください。 かげる ことのない キリストの 光に 照らされ 



晚の 祈り 一 60 



ひと みちび 

て， すべての 人が あなたの もとに 導かれます ように。 

かみ いの き _ い 

一 同 神よ わたしたちの 祈り を 聞き入れて くださ い。 

かぞく へいわ あた おや こきょう だい 

先唱 すべての 家族に 平和 をお 与えく ださい。 親子 兄弟が、 

しん あい り かい つよ むす 

真の 愛と 理解に よって、 強く 結ばれます ように。 

力み いのきい 

一同 神よ、 わたしたちの 祈り を 聞き入れて ください。 

な ひとびと ふっかつ よろこ 

先唱 亡くなった 人々 が、 キリストの 復活の 喜びに あずかり、 

えいえん い 

永遠の いのちに 生きる ことができます ように。 

力み いのきい 

一同 神よ、 わたしたちの 祈り を 聞き入れて ください。 

しゅ いの 

主の祈り 

かみ くに ま のぞ しゅ おし い の 

先唱 神の 国 を 待ち望みながら 主が 教えて くださ つ た 祈り を 



61 日々 の 祈り 



あえましょう。 

て U ちち なせい し 一 

一同 天に おられる わたしたちの 父よ、 み 名が 聖 とされます 

くに き ゴ^ こな I 

ように。 み 国が 来ます ように。 みこ ころが 天に 行われ 

ると おり 吔 にも 行われます ように。 わたしたちの 曰 ご 

つ み 

かて きょう あた t 1 三 » ^1 

との 糧を 今日 もお 与えく ださい わたしたちの 罪 をお 

ひと 

ゆるしく ださい。 わたしたち も 人 を ゆるします。 わた 

したち を 誘惑に おちいらせず、 悪から お救いく ださい- 

むす I- . 

結びの 祈り 

しん ものち から 力み 力ぎ - 、メ P 

宄 昌 言 じる 者の 力で ある 神よ、 限りない いつくしみ を も 一 

まも 

て、 きょう も わたしたち をお 守りく ださった こと を感 



晩の 祈り 一 62 



しゃ めぐ ゆい いつ き ぽぅ 

謝いた します。 あなたの 恵み を 唯一 の 希望と する この 

か ぞく ちから つよ 

家族が、 いつも あなたの 力に よって 強められ ますよう 

こ o 

わたしたちの 主 イエス • キリスト によ つ て。 

一 同 ァ ー メン。 

ぜんのう かみち ち こ せいれい し ゆく ふく まも 

先唱 全能の 神、 父と 子と 聖霊が わたしたち を 祝福し、 守 

つ てくだ さ いますよ うに。 



63 日々 の 祈り 



ぱん いの 

晩の 祈り 二 

父と 子と 聖霊の み 名に よって。 ァ— メン。 

かみ れいはい 

神 を 礼拝す る 

いつくしみ 深い 神よ、 永遠の 真理で ある あなた は、 いっく 

ふか かぎ あい かた うちゅう ばんぶつ つく し はい 

しみ 深く、 限りなく 愛すべきお 方、 宇宙 万物 を 造り、 支配 

して おられます C 心からの 信頼と 愛 を もって、 つつしんで 礼 

拝いた します。 



晚の 祈り 二 64 



かんしゃ 

感謝 を ささげる 

めぐ ふか かみ えいえん あい む 

恵み 深い 神よ、 あなた は 永遠より わたしたち を 愛し、 無 か 

つく おん こ とうと ち すく P 、ぴ 力ず か ず 

ら 造り、 御子の 尊い 血 を もって 救い を もたらし、 日々 数々 の 

恵み をお 与えになります。 きょう も 一 曰、 あなたの 恵みに よ 

ぶ 、じ す こころ かんしゃ 

つ て 無事に 過ごす ことができました。 心より 感謝いた します 

聖霊の 照らし を 願う 

えいえん ひかり せいれい こころて 

永遠の 光で ある 聖霊よ、 わたしたちの 心 を 照らし、 あなた 

あい そむ おか つみ き 

の 愛に 背いて きょう 犯した 罪に 気づかせて ください。 すべて 

つみ あく たたか つみ さ めぐ あた 

の 罪が ゆるされ、 これから 悪と 戦い、 罪 を 避ける 恵みが 与え 

られ ますよう に。 



65 日々 の 祈り 



りょうしん きゅうめい せいれい て ねが いちにち はんせい 

〔良心の 糾明〕 (聖霊の 照らし を 願い、 一日 を 反 ft する) 

〔悔い改めの 祈り、 または、 神の ゆるし を 願う 祈り〕 

. (？ T ョ— ジ) 

〔主の祈り〕 (S ぺ— ジ) 

せい ぼ いの 

〔聖母 マリアへの 祈り〕 (ほべ— ジ) 

〔使徒信条〕 (U ぺ ー ジ) 

〔栄 唱〕 (S ぺ ー ジ) 

神の 保護に 身 を ゆだねる 

神よ、 わたしたち は、 いっそう よく あなたに 仕える ことが 

ほごみ やすちから おぎな 

できる よう、 ご 保護に 身 を ゆだねて しばらく 休み、 力 を 補い 



晩の 祈り 二 66 



こんばん ねむ しゅくふく す つ 力 

ます。 どうか 今晩の 眠り を 祝福し、 この 住まいに み使い を 

おく まも しん 

送って わたしたち をお 守りく ださい。 また、 わたしたちの 親 

ぞく おん、 じん ゆうじん まも ほうし い ひとびと はげ やまい とこ 

族、 恩人、 友人 を 守り、 奉仕に 生きる 人々 を 励まし、 病の 床 

ひと くる ひと ちから な ひとびと 

にある 人、 苦しみの うちに ある 人 を 力 づけ、 亡くなった 人々 

お しあわ あた 

に 終わる ことのない 幸せ をお 与えく ださい。 

むす い の 

結びの 祈り 

えいえん ちち かみ くに じつげん ま のぞ 

永遠の 父よ、 神の 国の 実現 を 待ち望む わたしたちに、 あな 

おし まも ちから あた うつ 力 せ 力 t 

たの 教え を 守る 力 をお 与えく ださい。 移り変わる 世界の なか 

こころ しん よろこ もと 

にあって、 わたしたちの 心が、 いつも 真の 喜び を 求めます よ 

う に。 



67 日々 の 祈り 



わたしたちの 主 イエス. キリスト によって。 ァ ー メン ~ 



ぜんのう かみ ちち こ せいれい し W く ふく まも 

全能の 神、 父と 子と 聖霊が わたしたち を 祝福し、 守って 



くださいます ように。 ァ— メ ン- 



ばん い の 

免の 15^ り 三 * おる W の 祈りで ある こと。 「アレル ャ」 は i:w 節に は W く。 

先唱 神よ、 わたし を 力 づけ、 

いそ たす き 

一同 急いで 助けに 来て ください。 

先唱 栄光 は 父と 子と 聖霊に。 

はじ いま よよ 

初めの ように 今 もい つも 世々 に。 ァ— メン。 アレル ャ„ 



晚の 祈り 三 68 



りょうしん きゅうめい しず いちにち はんせい 

〔良心の 糾明〕 (静かに 一日 を 反省す る) 

かいしん いの 

回心の 祈り 

ぜんのう かみ 

先唱 全能の 神と、 

きょうだ いみな こくはく おも 

一同 兄弟の 皆さんに 告白し ます。 わたし は、 思い、 こと 

おこな おこた つみ おか せい 

ば、 行い、 怠りに よって たびたび 罪 を 犯しました。 聖 

f てん し せいじん きょうだい みな 

母 マリア、 すべての 天使と 聖人、 そして 兄弟の 皆 さ 

つみ ふか かみ いの 

ん、 罪深い わたしの ために 神に 祈って ください。 

ぜんのう かみ つみ えいえん 

先唱 全能の 神が わたしたち を あわれみ、 罪 を ゆるし、 永遠 

みちび 

の いのちに 導 い てくだ さいます ように。 

一 同 ァ ー メン。 



69 日々 の 祈り 



詩編 4 

ただ まも 力み 

正し さ を 守 つ てくだ さる 神、 

さけ 

わたしの 叫びに こたえ、 

なや いこ あた 

悩みの なかに も 憩い を 与え、 

こころ と 

わたし を あわれみ、 心に 留めて ください。 

ひと こころ と 

人よ、 いつまで 心 を 閉ざし、 

お み もと 

むなしい こと を 追い、 見せかけ を 求める のか 

かみ えら じ ぶん ノ 

神 はわた し を 選び、 ご 自分の ものと された 

かみ さけ みみ かた も 

神 はわた しの 叫びに 耳 を 傾けて くださる。 
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かみ つみ おか 

神 をお それ、 罪 を 犯すな。 

とこ うえ しず こころ しら 

床の 上で 静かに 心 を 調べよ。 

正しい いけにえ を ささげ、 

神に より 頼め。 

おお ひと たず 

多くの 人 は 尋ねる。 

しめ 

「わたしたち にょい もの を 示す の はだれ か。」 

かみ かお ひかり 

神よ、 あなたの 顔の 光 を、 

わたしたちの 上に 照らして ください。 

こころ あた よろこ 

あなたが わたしの 心 に 与え てくだ さ る 喜び は 
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こ むぎ ゆた みの 

小麦と ぶどうの 豊かな 実りに まさる もの。 

かみ へいわ 

神よ、 わたしの 平和 は あなたの うちに ある。 

とこ こころしず ねむ 

わたし は 床に つき、 心静かに 眠る。 

えいこう ちち こ せいれい 

栄光 は 父と 子と 聖霊に。 

はじ いま よよ 

初めの ように 今 もい つも 世々 に。 ァ ー メン。 

神の ことば 

しんめい き 

口 申命記 6 . 417 

き われ かみ しゅ ゆいいつ しゅ 

聞け、 イスラエルよ。 我らの 神、 主 は 唯一 の 主で ある。 あ 

こころつ たましいつ ちからつ かみ 

なた は 心 を^く し、 魂 を 尽くし、 力 を 尽くして、 あなたの 神 

しゅ あい きょう めい ことば こころ と 

主 を 愛しなさい。 今日 わたしが 命じる これらの 言葉 を 心に 留 
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こ ども く かえ おし いえ すわ みち 

め、 子供た ちに 繰り返し 教え、 家に 座って いると きも 道 を 

ある ね お かた 

歩く とき も、 寝て いると きも 起きて いると きも、 これ を 語り 

さ 

聞かせなさい。 

とう しょ-つ 

答 唱 

ちち 

先唱 父よ、 あなたに ゆだねます。 

ちち 

一 同 父よ、 わたし を ゆだねます。 

先唱 わたし を 救われたい つくしみ 深い 神。 

ちち 

一 同 父よ、 わたし を ゆだねます。 

えいこう ちち こ せいれい 

先唱 栄光 は 父と 子と 聖霊に。 

ちち 

一 同 父よ、 あなたに ゆだねます。 
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ちち 

父よ、 わたし を ゆだねます。 

ふくいん うた 

福音の 歌 

リ とき ねむ とき 

起きて いる 時 も、 眠って いる 時 も、 

，, すく ま 

神よ、 わたし を 救い、 守って ください。 

め ざ 

キリストの うちにい つも 目覚め、 

平& のうちに 憩う ことができる ように 

かみい ま ， 

神よ、 今 こそ あなた はお ことばの とおり 

やす い 

しもべ を 安らか に 行かせて くださる 

わたし はこの 目で あなたの 救い を 見た。 
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ばんみん まえ そな すく 

あなたが 万民の 前に 備えられた 救い、 

し よ こく たみ て ひかり 

諸国の 民 を 照らす 光、 

たみ こうえい 

あなたの 民 イスラエルの 光栄。 

えいこう ちち こ せいれい 

栄光 は 父と 子と 聖霊に。 

はじ いま よよ 

初めの ように 今 もい つも 世々 に。 ァ ー メン。 

むす いの 

結びの 祈り 

おさ かみ おとず あく 

すべて を 治められる 神よ、 わたしたち を 訪れ、 すべての 悪 

を 遠 ざ けて ください。 この 住まいに み 使 い を 送 つて わたした 

まも しゅくふく ゆた あた 

ち を 守り、 祝福 を 豊かに お与えく ださい。 

わたしたちの 主 イエス. キリスト によって。 ァ— メン。 
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よろ b> す す お まつと めぐ ザ- * め, 

この 夜 を 安らかに 過ごし、 終わり を 全うする 忠みを 八ト能 

力み あた ■ コ - / D 

の 神が 与えて くださいます ように ァ— メン 

せいぼ さん か 

聖母 賛歌 

すく ^ レ そだ +* は 

救い主 を 育てた 母、 

ひら てん もん 

開かれた 天の 門、 

ひか かがや うみ ほし 

光り輝く 海の 星、 

倒れる 者に 走り 寄り、 

ちから „ 3 

力 づけて くださる かた 

すべての ものがた たえるな かで、 

つく ぬし う 

造り 主 を 生んだ かた。 
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ガブ リエ ル からことば を 受けた とわのお とめよ、 

つみぶか いの 

罪深い われらの ために 祈りた まえ。 

(または) 

ヂレ こう まま 

元 后、 あわれみの 母、 

よろこ き ぼう 

われらの いのち、 喜び、 希望。 

たび じ さけ こ 

旅路から あなたに 叫ぶ ェ バ の 子、 

なげきながら、 泣きながら も、 

なみだ たに した 

涙の 谷に あなた を 慕う。 

われらの ためにと りなす かた、 

め そそ 

あわれみの 目 を われらに 注ぎ、 



it 
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こうと こ 

尊い あなたの 子 イエス を 

たび じ は しめ 

旅路の 果てに 示して ください。 

めぐ よろこ 

おお、 いつくしみ、 恵み あふれる、 喜びのお とめ マリア 

ふっかつ せつ 

(復活 節) 

てん げんこう よろこ 

天の 元 后、 喜びた まえ。 アレル ャ。 

あなたに やどられた かたは。 アレル ャ。 

おお ふつ.^ つ 

仰せの ように 復活され た。 アレル ャ。 

われらの ために 祈りた まえ。 アレル ャ。 
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とこ とき いの 

床に つく 時の 祈り 

二 ) 

こころ からだ て 

イエス、 マリア、 ヨセフ、 心 も 体 もみ 手に ゆだねます。 

りんじゅう くる とき 

イエス、 マリア、 ヨセフ、 臨終の 苦しみの 時に わたし を 

助けてく ださい。 

えいえん い こ むか めぐ あた 

イエス、 マリア、 ヨセフ、 永遠の 憩い を 迎える 恵み をお 与 

えく ださ い。 

ちち こ せいれい な 

父と 子と 聖霊の み 名に よって。 ァ ー メン。 
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三) 

お とき ねむ とき 

起きて いる 時 も、 眠って いる 時 も、 

かみ すく まも 

神よ、 わたし を 救い、 守って ください。 

め ざ 

キリストの うちにい つも 目覚め、 

平和のう ちに 憩う ことができる ように。 

ちち こ せいれい な 

父と 子と 聖霊の み 名に よって。 ァ— メン。 

(三) 

いま ねむ 

今 わたし は 眠りに つき、 

かみ めざ 

神 はまた 目覚めさせて くださる。 

ちち たましい て 

父よ、 わたしの 魂 をみ 手に ゆだねます。 
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ちち こ せいれい な 

父と 子と 聖霊の み 名に よって。 ァ ー メン 
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しき し だい 

ミサの 式次第 

かい さい 

開 祭 

にゅう さい うた ぎょうれつ 

入 祭の 歌と 行列 

にゅう さい 

入 祭の あいさつ 

ちち こ せいれい な 

司祭 父と 子と 聖霊の み 名に よ つ て。 

会衆 ァ— メン。 

しゅ めぐ かみあい せいれい まじ 

司祭 主 イエス • キリストの 恵み、 神の愛、 聖霊の 交わりが 
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皆さんと ともに。 (または 「主 は 皆さんと ともに」) 

しさい 

会衆 また 司祭と ともに。 

かいしん まね 

回心 へ の 招き 

みな つみ おも かんしゃ さい ぎ いわ まえ 

司祭 皆さん、 わたしたちの 罪 を 思い、 感謝の 祭儀 を 祝う 前 

こころ あらた 

に、 心 を 改めましょう。 

(または) 

みな しんせい まつ いわまえ おか 

司祭 皆さん、 神聖な 祭り を 祝う 前に、 わたしたちの 犯した 

つみ みと 

罪 を 認めましょう。 
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回心の 祈り I 

ぜんのう かみ 

司祭 全能の 神と、 

きょうだい みな こくはく おも 

会衆 兄弟の 皆さんに 告白し ます。 わたし は、 思い、 こと 

おこな おこた つみ おか 

ば、 行い、 怠りに よって、 たびたび 罪 を 犯しました。 

せい、 ま てん し せいじん きょうだい みな 

聖母 マリア、 すべての 天使と 聖人、 そして 兄弟の 皆 

つみ ふか 力み いの 

さん、 罪深い わたしの ために 神に 祈って ください。 

ぜんのう かみ つみ えいえん 

司祭 全能の 神が わたしたち を あわれみ、 罪 を ゆるし、 永遠 

みちび 

の いのちに 導いて くださ いますよ うに。 

会衆 ァ ー メン。 
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かいしん いの 

回心の 祈り 二 

司祭 神よ、 

つみ ふか しめ すく 

会衆 罪深い わたしたち を あわれみ、 いつくしみ を 示し、 救 

あた 

い をお 与えく ださい。 

ぜんのう かみ つみ えいえん 

司祭 全能の 神が わたしたち を あわれみ、 罪 を ゆるし、 永遠 

みちび 

の い のちに 導いて くださいます ように。 

会衆 ァ ー メン。 

かいしん いの 

回心の 祈り 三 

う くだ こころ つか しゅ 

司祭 打ち砕かれた 心 をい やすため に 遣わされた 主よ、 あわ 

れ みたまえ。 
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会衆 主よ、 あわれみ たまえ。 

つみ まね こ ノ 

司祭 罪び と を 招く ために 来られた キリスト あわれみ たま 

え。 

会衆 キリスト、 あわれみ たまえ。 

ちち みぎ ざ 

司祭 父の 右の 座に あって わたしたちの ためにと りなして く 

ださる 主よ、 あわれみ たまえ。 

会衆 主よ、 あわれみ たまえ。 

ぜんのう かみ つみ 、 え^、 乂丄 

司祭 全能の 神が わたしたち を あわれみ、 罪 を ゆるし 永遠 

みちび 

の いのちに 導いて くださいます ように。 
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さん 力 

あわれみの 賛歌 

先唱 主よ、 あわれみ たまえ。 

会衆 主よ、 あわれみ たまえ。 

先唱 キリスト、 あわれみ たまえ。 

会衆 キリスト、 あわれみ たまえ。 

先唱 主よ、 あわれみ たまえ。 

会衆 主よ、 あわれみ たまえ。 

えいこう さんか 

栄光の 賛歌 

てん たか かみ えいこう 

天の いと 高き ところに は 神に 栄光 

ち ぜん い ひと へいわ 

地に は 善意の 人に 平和 あれ。 
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われら 主 を ほめ、 主 をた たえ、 

主 を 拝み、 主 を あがめ、 

しゅ おお えいこう かんしゃ 

主の 大 いなる 栄光の ゆえに 感謝した てまつ る。 

かみ しゅ てん おう ぜんのう ちち かみ 

神なる 主、 天の 王、 全能の 父なる 神よ。 

しゅ おん 、ご 

主なる 御 ひとり 子、 イエス • キリストよ。 

かみ しゅ かみ こひつ、 じ ちち こ 

神なる 主、 神の 小羊、 父の み 子よ。 

よ つみ のぞ しゅ 

世の 罪 を 除きた もう 主よ、 われら を あわれみ たまえ。 

よ つみ のぞ しゅ ねが き い 

世の 罪 を 除きた もう 主よ、 われらの 願い を 聞き入れ たまえ。 

ちち みぎ ざ しゅ 

父の 右に 座した もう 主よ、 われら を あわれみ たまえ。 

主の み聖 なり、 主の み 王な り、 

主の みいと 高し、 イエス • キリストよ。 
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せいれい ちち かみ えいこう 

聖霊と ともに、 父なる 神の 栄光のう ちに。 ァ ー メン。 

しゅうかい き がん 

集会 祈願 

司祭 …… 祈りましょう。 (一同 はしば らく 黙って 祈る) 

せいれい まじ なか よよい し 

聖霊の 交わりの 中で、 あなたと ともに 世々 に 生き、 支 

はい おん こ しゅ 

配して おられる 御子、 わたしたちの 主 イエス. キリス 

ト によ つ て。 

会衆 ァ ー メン。 
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てんれい 

ことばの 典礼 

だい ろ うど く 

第 | 00 * 朗^れ は 朗読 後、 聖書に 一礼す る。 

奉仕者 神に 感謝。 

とうしょうし へん 

答唱 詩編 

第 一 | 朗読 * 巧お は ま： に ： 礼す る。 

奉仕者 神に 感謝。 

アレル ャ唱 または 詠 唱 
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ふくいん まえ 

福音の 前に (司祭 は 黙って 祈る) 

ふく ん すうけい ろうどく 

福音の 崇敬と 朗読 

し ゆ みな 

司祭 主 は 皆さんと ともに。 

し さい 

会衆 また 司祭と ともに。 

司祭 …… による 福音。 

会衆 主に 栄光。 

福音の 終わりに 

さん ぴ 

司祭 キリストに 賛美。 

さん び 

会衆 キリストに 賛美。 
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せっきょう 

0 教 

し と しん じょ-つ 

使 徒 ^一一- S 条 

てん ち そうぞうしゅ ぜんのう ちち かみ しん 

天地の 創造主、 全能の 父で ある 神 を 信じます。 

父の ひとり 子、 わたしたちの 主 イエス . キリスト を 信じ ま 

す。 主 は 聖霊に よって やどり、 おとめ マリアから 生まれ、 ポ 

ン ティ ォ . ピラトの もとで 苦しみ を 受け、 十字架に つけられ 

て 死に、 葬られ、 陰府に 下り、 三日 目に 死者のう ちから 復活 

てん のぼ ぜんのう ちち かみ みぎ ざ つ せいしゃ 

し、 天に 昇って、 全能の 父で ある 神の 右の 座に 着き、 生者と 

し しゃ さば こ 

死者 を 裁く ために 来られます。 

+J いれい しん せい ふ へん きょうかい せい と まじ つみ 

聖霊 を 信じ、 聖 なる 普遍の 教会、 聖徒の 交わり、 罪の ゆる 

し、 からだの 復活、 永遠の いのち を 信じます。 ァ ー メン。 
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二 ケア • コン スタン チノ— プル 信条 

わたし は 信じます。 # 一 の 神、 全能の 父、 天と地、 見える 

もの、 見えない もの、 すべての ものの 造り 主 を。 

わたし は 信じます。 唯一 の 主 イエス. キリスト を。 主 は 神の ひ 

ご さき だ ちち う カス 力み ひ 力り TJ 力り 

とり子、 すべ てに 先立 つ て 父より 生まれ、 神よりの 神、 光よりの 光、 

かみ かみ つく う ちち いつ.^ い 

まことの 神よりの まことの 神、 造られる ことなく 生まれ、 父と 一 体 

しゅ つく しゅ じんるい 

すべ て は 主によ つ て 造られました。 主 は、 わたしたち 人類の ため. 

わたしたちの 救い のために 天から くだり、 聖霊に よ つ て、 おとめ マ 

う ひと 

リアより からだ を 受け、 人と なられました。 ポンティ ォ. ピラトの 

じゅうじ か くる う ほうむ 

もとで、 わたしたち のために 十字架に つけられ、 苦しみ を 受け、 葬 

せ、， しょ みっかめ ふっかつ てん のぼ ちち みぎ ざ 

られ、 聖書に あると おり 三日 目に 復活し、 天に 昇り、 父の 右の 座に 



つ しゅ せいしゃ ししゃ さば えいこ、 つ 

着いて おられます。 主 は、 生者と 死者 を 裁く ために 栄光のう ちに 

再び 来られます。 その 国 は 終わる ことがありません。 

わたし は 信じます。 主で あり、 いのちの 与え主で ある 聖霊 

.ff いれい ちち こ で ちち こ れいはい ぇレ 

を。 聖霊 は、 父と 子から 出て、 父と 子と ともに 礼拝され、 栄 

光 を 受け、 また 預言者 をと おして 語られました。 わたし は 

せ ハ ふへん しと てき ゆいいつ きょうかい しん っス 

聖 なる、 普遍の、 使徒 的、 唯一 の 教会 を 信じます。 罪の ゆる 

し を もたらす 唯一 の 洗礼 を 認め、 死者の 復活と 来世の いのち 

ま のぞ 

^ を 待ち望みます。 ァ— メン。 

次 

び 

チ きょうどう き がん 

t 共同 祈願 

s ^祭 …… 祈りましょう。 



ミ ザの 式次第 94 



しゅ いのきい 

会衆 主よ、 わたしたちの 祈り を 聞き入れて ください。 

かんしゃ てんれい 

感謝の 典礼 

ほうのう うた 

奉納の 歌 

ほうのう ぎょうれつ 

奉納 行列 

そな い の 

パ ンを 供える 祈り 

かみ ばんぶつ つく ぬし そな 

司祭 神よ、 あなた は 万物の 造り 主、 ここに 供える パン は あ 

だいち めぐ ろうどう みの 

なた からいた だいた もの、 大地の 恵み、 労働の 実り、 
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きょ い の 

清めの 祈り 

い の まね 

祈りへの 招き 

み^ ぜんのう かみ ちち う 

司祭 皆さん、 この ささげもの を、 全能の 神で ある 父が 受け 

入れて くださる ように 祈りましょう。 

( 一 同 は 司祭と ともに しばらく 沈黙のう ちに 祈る。 

次の ような 祈り をす る こと もで きる。) 

かみ えいこう さんぴ ぜんきよ うかい じ丄 は、 , 

「神の 栄光と 賛美の ため、 また 全 教会と わたしたち 自身の た 

めに、 司 仏 の 手 を 通して おささげす るいけ にえ をお 受けく だ 

さい。」 
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奉納 析顆 

司祭 わたしたちの 主 イエス • キリスト によって 

会衆 ァ ー メン。 

じょしよ ぅぜ ん く 

叙 唱 前 句 

司祭 主 は 皆さんと ともに。 

しさい 

会衆 また 司祭と ともに。 

こころ かみ あお 

司祭 心 を こめて 神 を 仰ぎ、 

さんび かんしゃ 

会衆 賛美と 感謝 を ささげましょう。 
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叙 唱 (年間 主日 一 ) 

せ い ちち ぜんのう えいえん かみ しゅ 

司祭 聖 なる 父、 全能 永遠の 神、 いつ どこでも 主 イエス. キ 

さん び かんしゃ 

リストに よって 賛美と 感謝 を ささげる こと は、 まこと 

たいせつ つと 

にとうと い 大切な 務め (です)。 

しゅ すぎこし しん ぴ い だい な 

主 • キリスト は 過 越の 神秘に よ つ て 偉大な わざ を 成し 

つみし えいこう 

とげられ、 わたしたち を 罪と 死の くびきから 栄光に お 

召しに なりました。 

えら しゅぞく かみ つか さいし 

わたした ちはい ま、 選ばれた 種族、 神に 仕える 祭司、 

しんせい みんぞく こくみん よ ひかり 

神聖な 民族、 あがなわれた 国民と 呼ばれ、 やみから 光 

う つ ちから せかい つ し 

へ 移して くださった あなたの 力 を 世界に 告げ 知らせ ま 
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力み い こう けんのう うやま てん し 

神の 威光 を あがめ、 権能 を 敬う すべての 天使と ともに、 

え いこう お うた 

わたしたち も あなたの 栄光 を 終わりな く ほめ 歌います。 

かんしゃ さん か 

感謝の 賛歌 

司祭 聖な るかな、 

会衆 聖な るかな、 聖な るかな、 

ばんぐん かみ しゅ しゅ えいこう てんち み 

万軍の 神なる 主。 主の 栄光 は 天地に 満っ。 

てん たか 

天の いと 高き ところに ホザ ンナ。 

しゅ な き もの 

ほむべき かな、 主の 名に よりて 来たる 者。 

てん たか 

天の い とー咼 きと ころに ホザ ンナ。 
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奉献 文 (第三) 

せ い ちち 

司祭 まことに 聖 なる 父よ、 

造られた もの はすべ て、 あなた を ほめたたえ ています 

おん こ しゅ とお 

御子 わたしたちの 主 イエス • キリスト を 通して、 

せいれい ちからづよ はたら 

聖霊の 力強い 働きに より、 

あた 

すべてに いのち を 与え、 とうとい ものにし、 

た ひとびと たみ あつ 

絶えず 人々 を あなたの 民と してお 集めになる からです 

ひ で ところ ひ しず ところ 

日の出る 所から 曰の 沈む 所まで、 

きょ そな 

あなたに 清い ささげものが 供えられる ために。 

そな 

あなたに ささげる こ の 供え もの を、 

聖霊に よ つ てとうと いものに してく ださい。 
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おん こ しゅ 

御子 わたしたちの 主 イエス . キリストの 

おん おん ち 

P- からだと +P: 血になります ように 

主の ことばに 従ってい ま、 

わたしたち はこの 神秘 を 祝います。 

しゅ わた よる 

主 イエス は 渡される 夜、 

パ ンを 取り、 

かんしゃ しゅくふく 

あなたに 感謝 を ささげて 祝福し、 

わ でし ち-こ おお 

割 つ て 弟子に 与えて 仰せに なりました。 

みな と た 

「皆、 これ を 取って 食べなさい。 

わ 、こ 

これ は あなたがた のために 渡される 

わたしの からだ (である)」。 
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しょくじ あ おな さかずき と 

食事の 終わりに 同じように 杯 を 取り、 

かんしゃ しゅくふく 

あなたに 感謝 を ささげて 祝福し、 

で し あた おお 

弟子に 与えて 仰せに なりました。 

「皆、 これ を 受けて 飲みなさい。 

ち さかずき 

これ はわた しの 血の 杯、 

おお ひと なが 

あなたがたと 多くの 人の ために 流されて 

つみ あたら えいえん けいやく ち 

罪の ゆるしと なる 新しい 永遠の 契約の 血 (である)。 

き ねん おこな 

これ を わたしの 記念と して 行いなさい。」 

き ねんしょう 

記念 唱 

司祭 信仰の 神秘。 
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しゅ し おも ふっかつ し ♦ こ 

会衆 主の 死 を 思い、 復活 をた たえよう、 主が 来られる まで。 

司祭 わたした ちはい ま、 

おん ，- 

御子 キリストの 

すく じゅなん ふっかつ しょうてん きねん 

救い を もたらす 受難 • 復活 • 昇天 を 記念し、 

さいりん ま のぞ 

その 再臨 を 待ち望み、 

い のちに 満ちた このとうと いいけ にえ を 

かんしゃ 

感謝して ささげます。 

きょうかい かえり 

あなたの 教 会の ささげもの を 顧み、 

むね みと 

み 旨に かなう まことの いけにえ として 認め、 

受け入れて ください。 
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おん こ おん おん ち 

御子 キリストの 御から だと 御 血に よ つ て 

やしな 

わたしたちが 養われ、 

その 聖霊に 満たされて、 

キリスト のうちに あ つ て 

ひと ひと こころ 

一 つのから だ、 一 つの 心と なります ように。 

聖霊に よ つ てわたし たちが 

えいえん そな 

あなたに ささげられた 永遠の 供え ものと なり、 

えら ひとびと かみ はは 

選ばれた 人々、 神の 母お とめ マリア を はじめ、 

し と じゅんきょうしゃ 

使徒と 殉 教者、 (聖 〇〇〇〇、 その 曰の 聖人、 または 保 

護の 聖人の 名) 

すべての 聖人と ともに 神の 国 を 継ぎ、 
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とつ た/ j 

その 取り次ぎ によ つ て 絶えず 助けられます ように 

つみ 

わたしたちの 罪の ゆるしと なるこの いけにえが、 

ぜん せかい へいわ すく 

全世界の 平和と 救いの ためになります ように。 

ちじょう たび きょうかい 

地上 を 旅する あなたの 教会、 

きょうふ せい 

わたしたちの 教父 〇〇〇〇 世、 

しきょう 

わたしたちの 司教 〇〇〇〇 (姓名)、 

し きょうだん きょうえ きしゃ 

司 教団と すべての 教 役者、 

あなたの 民と なった 

すべての 人の 信仰と 愛 を 強めて ください。 

あ つ 

あなたが ここにお 集めに な つ た 

か ぞく ねが き い 

この 家族の 願い を 聞き入れて ください。 
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ふか ちち 

い つくしみ 深い 父よ、 

あなたの 子が どこに いても、 

すべ て あなたの もとに 呼び寄せて ください 

な きょ うだ い 

亡くなった わたしたちの 兄弟、 

むね したが せいかつ 

また、 み 旨に 従って 生活し、 

よ さ ひと 

いま はこの 世 を 去った すべての 人 を 

あなたの 国に 受け入れて ください。 

わたしたち もい つか その 国で、 

い つまで もと もに あなたの 栄光に あずかり 

よろこ み 

喜びに 満たされます ように。 

しゅ とお 

主 キリスト を 通して、 
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あなた はすべ ての よい もの を 世に お与えに なり ま 



キリスト によ つて キリスト とともに キリスト のうちに、 

せいれい まじ なか ぜんのう かみ ちち 

聖霊の 交わりの 中で、 全能の 神、 父で ある あなたに、 

ほ ま え い こう よよ いた 

すべての 誉れと 栄光 は、 世々 に 至る まで。 



会衆 ァ— メン- 



まじ ぎ 

交わりの 儀 



主の祈り 

し ゆ おし まも したが しゅ いの 

司祭 主の 教え を 守り、 みことば に 従い、 つつしんで 主の 祈 
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とな 

り を 唱えましょう。 

てん ちち な せい 

会衆 天に おられる わたしたちの 父よ、 み 名が 聖 とされます 

くに き てん おこな 

ように。 み 国が 来ます ように。 みこ ころが 天に 行われ 

ち おこな ひ 

ると おり 地に も 行われます ように。 わたしたちの 曰 ご 

かて きょう あた つみ 

との 糧を 今日 もお 与えく ださい。 わたしたちの 罪 をお 

ゆるしく ださい。 わたしたち も 人 を ゆるします。 わた 

ゆうわく あく すく 

したち を 誘惑に おちいらせず、 悪から お救いく ださい- 

ふく ぶん 

畐 文 

ふか ちち あく すく 

司祭 いつくしみ 深い 父よ、 すべての 悪から わたしたち を 救 



げんだい へいわ あた 

い、 現代に 平和 をお 与えく ださい。 あな 

ささ つみ か いほう こんなん う 

に 支えられ、 罪から 解放され て、 すべての 困難に 打ち 

力 きぼう すく 

勝つ ことができます ように。 わたしたちの 希望、 救い 

ぬし こ ま のぞ 

主ィ ェ ス • キリストが 来られる の を 待ち望んで います。 

くに ちから えいこう かぎ 

会衆 国と 力と 栄光 は、 限りなく あなたの もの。 

きょうかい へいわ ねが いの 

教会に 平和 を 願う 祈り 

しゅ し と おお 

第 司祭 主 イエス. キリスト、 あなた は 使徒に 仰せに なり まし 

欠 

た。 「わたし は 平和 を あなたがたに 残し、 わたしの 平 

ナゎ あた つみ 

ミ 和 を あなたがたに 与える。」 わたしたちの 罪で はなく 

きょうかい しんこ、 つ かえり きょうかい へいわ 

應 教 会の 信仰 を 顧み、 おことば のとお り 教会に 平和と 
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一 致 をお 与えく ださい。 

会衆 ァ ー メン。 

平和の あいさつ 

司祭 主の 平和が いつも 皆さんと ともに。 

しさい 

会衆 また 司祭と ともに。 

司祭 互いに 平和の あいさつ を かわしましょう。 

会衆 主の 平和。 

へいわ さん か 

平和の 賛歌 

かみ こひつじ よ つみ のぞ し ゆ 

「神の 小羊、 世の 罪 を 除きた もう 主よ、 われら を あわれみ 



たまえ 

かみこ ひつじよ つみ のぞ しゅ Z , 

「神の 小羊、 世の 罪 を 除きた もう 主よ、 われら を あわれみ 

たまえ。」 

かみ こひつじ よ つみ のぞ しゅ へいあん あで 

「神の 小羊、 世の 罪 を 除きた もう 主よ、 われらに 平安 を 与 

えた まえ。」 

はいりょ うまえ いの 

拝領 前の 祈り (司祭 は 黙って 祈る) 

はいりょ うまえ しんこうこくはく 

拝領 前の 信仰告白 

かみ こひつじ しょくたく まね もの さい わ 

司祭 神の 小羊の 食卓に 招かれた 者 は 幸い。 

しゅ かみこ えいえん 力て 

会衆 主よ、 あなた は 神の 子 キリスト、 永遠の いのちの 糧、 
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あなた をお いて だれのと ころに 行きましょう。 

しさい はいりょう 

司祭の 拝領 

ま バ りょう う」 こ 

拝領の 歌 

しんじゃ はいりょう 

信者の 拝領 

司祭 キリストの からだ。 

拝領 者 ァ ー メン。 



113 ミサの 式次第 



拝領 後の 感謝 

はいりょ/つ き がん 

拝領 祈願 

司祭 祈りましょう。 

わたしたちの 主 イエス . キリスト によ つ て 

会衆 ァ ー メン。 

へい さい 

閉 祭 

派遣の 祝福 

门祭 K は 皆さんと ともに。 
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し さい 

会衆 また 司祭と ともに。 

ぜんのう かみ ちち こ せいれい しゅくふく みな うえ 

司祭 全能の 神、 父と 子と 聖霊の 祝福が 皆さんの 上に あり 

ますよう に。 

会衆 ァ ー メン。 

へいさい 

閉 祭の あいさつ 

かんしゃ さい ぎ せいさい お 

司祭 感謝の 祭儀 (または ミサ 聖祭) を 終わります。 

行きましょう、 主の 平和のう ちに。 

会衆 神に 感謝。 

退 堂 



115 ゆるしの 秘跡 



ひ せき 

ゆるしの 秘跡 

こ ベ つ しき 

個別の ゆるしの 式 

わたしたち は 洗礼に よって 神の 子どもと され、 キリストの 

からだと なりました。 しかし、 わたしたち は 罪への 傾き を 持 

ち、 事実、 罪 を 犯して しまいます。 このような わたしたちに 

かみ かいしん よ きょうかい とお めぐ あた 

神 は 回心 を 呼びかけ、 教会 を 通して ゆるしの 恵み を 与えて 

くださる のです。 キリストの 模範と 教えに したがって 信仰 を 

い はんせい きゅうめい つみ みと く あらた 

生きて いるか どうか を 反省 (糾明) し、 罪 を 認めて 悔い 改 
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め、 告白し ます。 

はじめに 

ちち こ せいれい な 

司祭. 信者 父と 子と 聖霊の み 名に よって。 ァ— メン 

かいしん よ かみ こえ こころ ひら 

司祭 回心 を 呼びかけて おられる 神の 声に 心 を 開いて くださ 

> 0 

(または) 

かみ つみ し のぞ かいしん い 

神 は 罪び との 死 を 望まず、 むしろ 回心して 生きる こと 

よろこ しんらい かみ まね 

を 喜ばれます。 信頼 を もって 神の 招きに こたえ ましよ 

う。 
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(または) 

主 イエスが あなた を 受け入れて くださいます ように。 

ぎ じん つみ まね こ しゅ しんらい 

義人で はなく、 罪び と を 招く ために 来られた 主に 信頼 

しなさい。 

神の ことば 

じ かんて き せいしょ せつよ ひせき かみ 

時間 的に ゆとりが あれば 聖書の 一 節 を 読みます。 秘跡は 神 

の はたらき ですから、 ^心 を 呼び かけられる 神の ことばに 心 

を 開き ましよ う。 

^ -^, または a,:z する 人が 読みます。 
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□ マ タイに よる 福音 6 . 

い ひと あやま ゆる 

〔イエス は 言われた。〕 「もし 人の 過ち を赦 すなら、 あなた 

てん ちち あやま ゆる 

がた の 天の 父 も あなたがたの 過ち をお 赦 しになる。 しかし、 

ひと ゆる ちち あやま 

もし 人を赦 さないなら、 あなたがたの 父 も あなたがたの 過ち 

ゆる 

をお 赦 しになら ない。」 

ロルカに よる 福音 6.^1^ 

い てき あい ひと 

〔イエス は 言われた。〕 「あなたが たは 敵 を 愛しなさい。 人 

に 善い こと をし、 何も 当てに しないで 貸しなさい。 そうすれ 

むく たか かた こ た 力 

ば、 たくさんの 報いが あり、 いと 高き 方の 子と なる。 いと 高 

かた おん し もの あくにん なさ ぶか 

き 方 は、 恩 を 知らない 者に も 悪人に も、 情け深い からで ある 
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ちち あわ ぶか 

あなたがたの 父が 憐れみ 深いよう に、 あなた 

もの 

い 者と なりなさい。」 

つみ こくはく 

罪の 告白 

かみ しんらい つみ こくはく 

司祭 神の いつくしみに 信頼して、 あなたの 罪 を 告白して く 

ださい。 

じ ぶん つみ こくはく し さい り かい たす 

ここで 自分の 罪 を 告白し ます。 司祭の 理解 を 助ける ために 

ひつよう じ ぶん み ぶん まえ こくはく じ き はな 

必要ならば、 自分の 身分 や、 この 前の 告白の 時期な ど を 話し 

こくはく お つぎ い 

ます。 告白の 終わりに 次のように 言います。 
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信者 きょうまでの 主な 罪 を 告白し ました。 ゆるし をお 願い 

いたします。 

すすめと 償いの 指示 

しさい ひつよう おう じょげん あた つみ く あらた 

司祭 は 必要に応じて 助言 を 与え、 罪 を 悔い改める ようすす 

つ *0 つぐな し じ しんじゃ つみ つぐな せい 

めます。 続いて 償い を 指示し、 信者 は それ を、 罪の 償いと 生 

活の 改善の ために 受け入れます。 

悔い改めの 祈り 

司祭 それで は、 神の ゆるし を 求め、 心から 悔い改めの 祈り 

を 唱えて ください。 
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次の いずれ かの 折り を 唱えます。 従来の 「痛悔 の 祈り 

とな 

を 唱える こと もで きます。 

神よ、 いつくしみ 深く わたし を 顧み、 

豊かな あわれみ によ つ て 

わたしの とが を ゆるして ください。 

悪に 染まった わたし を 洗い、 

つみ ふか きょ 

罪深い わたし を 清めて ください。 (詩^ 

(または) 

神よ、 わたし は あなたに 罪 を 犯し、 
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あく おこな そむ 

悪 を 行い、 あなたに 背きました。 

つみ と さ あら きょ 

わたしの 罪 を 取り去って、 わたし を 洗い清めて ください。 

すく よろこ かえ 

救いの 喜び を わたしに 返し、 

おく よろこ つか こころ ささ 

あなたの いぶき を 送 つ て、 喜び 仕える 心 を 支えて ください。 

つみ かえ 

罪び とが あなたの もとに 帰る ように、 

みち あゆ 

わたし は あなたの 道 を 歩みます。 (詩^) 

(または) 

ちち たい つみ おか 

父よ、 わたし は あなたに 対して 罪 を 犯しました。 

もう、 あなたの 子と 呼ばれる 資格はありません。 

つみ 

罪び との わたし を あわれんで ください。 (ルカ^ . 23 参照) 
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(または) 

かみ こ しゅ つみ 

神の 子、 主 イエス、 罪び との わたし を あわれんで ください。 

(ルカ S • S 参照) 

つみ 

罪の ゆるし 

し さい もと ひと うえ りょうて みぎ て の 

司祭 は、 ゆるし を 求める 人の 上に 両手 (または 右手) を延 

ベ て 言います。 

ぜんのう かみ ふか ちち 

司祭 全能の 神、 あわれみ 深い 父 は、 

おん こ しふつ かつ 

御子 キリストの 死と 復活に よ つ て 
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よ じぶん た かえ 

世 を ご 自分に 立ち 帰らせ、 

つみ せいれい そそ 

罪の ゆるしの ために 聖霊 を 注がれました。 

かみ きょうかい ほう し つと とお 

神が 教 会の 奉仕の 務め を 通して 

ヽ いつ あ-こ 

あなたに ゆるしと 平和 を 与えて くださいます ように 

ちち こ せいれい な 

わたし は、 父と 子と 聖霊の み 名に よって、 

つみ 

+ あなたの 罪 を ゆるします。 

信者 ァ ー メン。 

終わりに 

つみ かみ かんしゃ 

司祭 罪 を ゆるして くださ つ た 神に 感謝 を ささげましょう 

よろこ へいわ かえ 

喜びと 平和の うちにお 帰りく ださい。 
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(または) 

かみ た かえ つみ ひと しあわ あんしん 

神に 立ち 帰り、 罪 を ゆるされた 人 は 幸せです。 ご 安心 

ください。 

信者 ありがとう ございます。 

し さい じ きょ のち かみ かんしゃ いの し じ 

司祭の もと を 辞去した 後、 神に 感謝の 祈り を ささげ、 指示 

つぐな は ねっしん しんこうせいかつ すす つと 

された 償い を 果たして、 より 熱心に お 仰 生活に 進む よう 努め 

ましょう。 
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r 、、■ ■ %f ^ » ひかり しんぴ けいさい 

ロサリオの 祈り (「光の 神秘」 は 巧へ— ジに 掲載) 

はじめに 

ロザリオの 祈り は、 イエス . キリストの 生涯 を 黙想しながら、 

わたしたち 一 人 ひとりの 心の 母で ある 聖母 マリアに 心 を 合わせ 

いの しんじん ひとり か てい きよ-? &; い なか ま いの 

て 祈る 信心です。 一 人で、 家庭で、 また 教会の 仲間と ともに 祈 

る ことが 勧められます。 

いの よろこ じ 4 にく ひかり けい じ くる じゅなん さか ふつ 

この 祈り は、 喜び (受 肉)、 光 (啓示)、 苦しみ (受難)、 栄え (復 

活) の 四つの 各 神秘に 五つず つ、 計 一 一十の 黙想から 成り立つ てい 
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ます。 一 つの 黙想 をす る ときには、 ふつう 以下に 記されて いる 

もくそう まね はじ とな つつ しゅ いの かい せいほ 

黙想への 招き を 初めに 唱え、 続いて 主の祈り を 一回、 聖母 マリ 

ァ への 祈り を 十回、 結びに 栄唱を 唱えます。 これが 「一連」 で 

す。 「五 連」 すなわち 各 神秘の 五つの 黙想が まとまって 「一環」 

になります。 一 E! に 一 環 を 唱える 場合 は、 喜びの 神秘 を 曜日 

と 土曜日に、 光の 神秘 (^ぺ —ジ) を 木曜日に、 苦しみの 神秘 

か よう び きんよう び さか しん ぴ にちよう ひ すいよ-つ び もくそう 

を 火曜日と 金曜日に、 栄えの 神秘 を 日曜日と 水曜日に 黙想す る 

かん つづ とな ばあい まえ 

とよいで しょう。 また、 一 環 を 続けて 唱える 場合、 その 前に 

使徒信条、 主の 徐り、 ^母 マリアへの 祈り (三回)、 栄唱を 加 

える、 」 ともで きます。 

「ロザリオ」 と は、 バラの 冠と いう 意味で、 聖^ マリアへ 
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の 祈り 一 つ ひとつ を 一 輪の バラと みなす ところから きてい.^ 

よろこ しん 。ひ じゅに く しん 。ひ 

喜びの 神秘 (受 肉の 神秘) 

第一の 黙想 マリア、 神のお 告げ を 受ける 

すく ぬし はは かみ つ う 

マリア は、 救い主の 母になる との 神のお 化 r げを 受けて、 

「わたし は 主の はしためです。 おことば どおり、 なります よ 

> つに」 とこた えます。 

れん かみ よ しんこう 

この 一 連 を ささげて、 神の 呼びかけに 信 仰 を もって こたえ 

せいぼ と つ ね や.？' 

る ことができ るよう 聖母の 取り次ぎ によ つて 願いましょう。 
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第二の 黙想 マリア、 エリサべ トを 訪問す る 

ほうもん ふたり せいれい み かみ 

マリア は エリサべ トを 訪問し、 二人 は 聖霊に 満たされて 神 

ふしぎ さんび 

の 不思議な わざ を 賛美し ます。 

れん すく おとず よろこ あ こころ 

この 一 連 を ささげて、 救いの 訪れ をた たえ、 喜び 合う 心 を 

せいぼ と つ ねが 

聖母の 取り次ぎ によ つ て 願いましょう。 

だい もくそう う 

第三の 黙想 マリア、 イエス を 産む 

たぴ さき う ぬの 

マリア は、 旅先の べッレ ヘムで イエス を 産み、 布に くるん 

か ばお け ね 

で 飼い葉桶に 寝かせます。 

れん かみ おん こ むか れいはい こころ せい ぼ 

この 一 連 を ささげて、 神の 御子 を 迎え、 礼拝す る 心 を 聖母 

の权り 次ぎに よ つ て 願いましょう。 
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第 四の 黙想 マリア、 イエス を ささげる 

しんでん い おさなご おんちち 

マリアと ヨセフ は 神殿に 行き、 幼子 イエス を 御 父に ささげ 

ま す 

れん まいにち せいかつ かみ ほうけん 

この 一連 を ささげて、 毎日の 生活 を 神に 奉献す る ことが で 

せいぼ と つ ねが 

きる よう 聖母の 取り次ぎ によ つ て 願いましょう。 

第五の 黙想 マリア、 イエス を 見いだ す 

みうしな みっかめ しんでん み 

マリアと ヨセフ は、 見失った イエス を 三日 目に 神殿で 見い 

たし ま す 

れん ひび せいかつ しゅ さが 

この 一連 を ささげて、 日々 の 生活の なかで 主 イエス を 探し 

もと こころ せいぼ と つ ねが 

求める 心 を 聖&> の, K り 次ぎに よ つ て 願いましょう。 
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くる しん ぴ じゅなん しん ぴ 

苦しみの 神秘 (受難の 神秘) 

-i. こ い もくそう くる 

第 I の 黙想 イエス、 苦しみ もだえる 

そ の くる さ. > ご 

ゲッセ マネの 園で イエス は、 苦しみ もだえながら も、 最後 

おしち ち むね したが けつい 

まで 御 父の み 旨に 従う こと を 決意され ます。 

れん ゆうわく おちい めざ いの 

この 一 連 を ささげて、 誘惑に 陥らない ように 目覚めて 祈る 

めぐ せいぼ と つ ねが 

恵み を 聖母の 取り次ぎ によ つ て 願いましょう。 

第二の 黙想 イエス、 むち 打 たれる 

ふせい さ.^ まんう う うらぎ 

不正な 裁判 を 受けた イエス はむ ち 打 たれ、 ペトロに も 裏切 

られ ます。 
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この 一連 を ささげて、 イエスが ペトロに あわれみの：：： 

おも つみ た あ めぐ せいぼ と つ 

けられた こと を 思い、 罪から 立ち上がる 恵み を 聖母の 取り次 

ぎに よつ て 願いましょう。 

第三の 黙想 イエス、 いばらの 冠 を かぶせられる 

し けい せんこく う へいし もの 

イエス は 死刑の 宣告 を 受け、 兵士 たちのな ぶり 者に なり、 

かんむり 

いばらの 冠 を かぶせられます。 

この 一 連 を ささげて、 誤解 や 侮辱 をお それずに 信仰 を 生き 

せいぼと つ ねが 

る ことができ るよう 聖母の 取り次ぎ によ つ て 願いましょう。 
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第 四の 黙想 イエス、 十字架 を 担う 

しゅ じゅうじか にな ぐんしゅう 

主 イエス は、 十字架 を 担い、 群集の あざけり のなか をゴ 

おか t すす 

ルゴ タの 丘に 向か つてお 進みになります。 

れん ひ、 びじ ぶん じゅうじ か 

この 一 連 を ささげて、 わたしたち も 日々、 自分の 十字架 を 

相 一 つ て 主に 従 つ ていく ことができ るよう 聖母の 取り次ぎ によ 

つ て 願いましょう。 

は」 い もくそう いき 

第五の 黙想 イエス、 息 を ひきとる 

じゅうじ か しゅ おんちち むね は 

十字架に つけられた 主 イエス は、 御 父の み 旨 を 果たして、 

いき 

自心を ひきとられます。 

れん すく めぐ ひと あた 

この 一 連 を ささげて、 救いの 恵みが すべての 人に 与えられ 
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るよう 聖母の 取り次ぎ によ つ て 願いましょう。 

さか しんぴ ふっかつ しんぴ 

栄えの 神秘 (復活の 神秘) 

だい もくそう ふっかつ 

第 I の 黙想 イエス、 復活す る 

し う か ふっかつ あたら あた 

イエス は 死に 打ち勝って 復活し、 新しい いのち をお 与えに 

なります。 

れん しゅ し 

この 一連 を ささげて、 わたしたちが 主と ともに 死んで、 そ 

の 復活 にも あず かる ことができ るよう 聖母の 取り次ぎ によつ 

て 願いましょう。 
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第二の 黙想 イエス、 天に 上げられる 

ふっかつ しゅ でし まえ てん あ おん 

復活され た 主 イエス は、 弟子た ちの 前で 天に 上げられ、 御 

ちち みぎ ざ つ 

父の 右の 座に お着きになります。 

れん しゅふつ かつ しょうにん 

こ の 一 連 を ささげて、 わたしたちが 主の 復活の 証 人と し 

い せいぼと つ ねが 

て 生きる ことができ るよう 聖母の 取り次ぎ によ つ て 願い まし 

よう。 

第三の 黙想 聖霊、 使徒た ちに くだる 

主の 約束のと おり、 マリアと ともに 祈って いた 使徒た ちの 

せいれ パ 

うえに 聖霊が くだります。 

この 一連 を ささげて、 わたしたちが 聖霊に 満たされ、 いつ 



137 ロザリオのより 



も 勇気 を も つ て 救いの 福音 をのべ 伝える 者と なる よう， W の 

取り次ぎ によ つ て 願いましょう。 

だい もくそう てん えいこ、 つ あ 

第 四の 黙想 マリア、 天の 栄光に 上げられる 

かみ おん こ はは たましい てん えいこう あ 

神 は、 御子の 母 マリア をから だ も 魂 も 天の 栄光に t げられ 

ました。 

れん てんく にもと えいえん 

この 一連 を ささげて、 わたしたち も 天の 国 を 求め、 永遠の 

よろこ はい せいぼ と つ ねが 

喜びに 入る ことができ るよう 聖母の 取り次ぎ によ つ て 願い ま 

しょう。 



栄えの 神秘 （復活の 神秘） 138 



だい もくそう ひと はは 

第五の 黙想 マリア、 すべての 人の 母と なる 

てん えいこう あ すく 

天の 栄光に 上げられた マリア は、 キリストの 救いに あずか 

るすべ ての 人の 母と なりました。 

おん すく もと ひと おん こ 

この 一連 を ささげて、 救い を 求める すべての 人が 御子 イエ 

みち ぴ せいぼ と つ ねが 

スの もとに 導かれる よう 聖母の 取り次ぎ によ つ て 願い ましよ 

う。 



139 十字架の 道行 



じゅう じ か みち ゆき 

十字架の 道行 

はじめに 

じゅうじ か みちゆき じゅなん もくそう 

十字架の 道行 は、 イエス • キリストの 受難 をし のび、 黙想 

しんじん かくり ゆう もくそう じゅんじ まわ 

する 信心です。 各留 にと どまり、 しばらく 黙想し、 順次 回 

はじ お かくり ゆう てきとう せい か くわ 

つてい きます。 初めと 終わり、 また 各留で 適当な 聖歌 を 加 

しじゅんせ つちゅう きんよう び きょうかい 

える とよいで しょう。 とくに！： 句節 中の 金曜日に、 教会な 

いっしょ おこな すす 

どで 一 緒に 行うよう お勧めし ます。 
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はじ いの 

初めの 祈り 

かみ ちから 

先唱 神よ、 わたし を 力 づけ、 

いそ たす き 

一 同 急いで 助けに 来て ください。 

えいこう ちち こ せいれい 

先唱 栄光 は 父と 子と 聖霊に。 

はじ いま よよ 

一同 初めの ように 今 もい つも 世々 に。 ァ ー メン。 

しじゅんせつ い がい くわ 

(四旬節 以外に は 「アレル ャ」 を 加える) 

しゅ かみ くに ふくいん つ ひとびと すく 

先唱 主 イエス • キリスト は 神の 国の 福音 を 告げ、 人々 の 救 

じゅうじ か みち あゆ ふっかつ えい 

い を まっとうする ために 十字架の 道 を 歩み、 復活の 栄 

こうはい しゅで し いま 

光に 入られました。 わたしたち も セの弟 f として 今、 

じゅうじ か みち く なん ふっかつ しん ぴ もくそう 

十字架の 道 をた どり、 その^ 難と 復活の 神秘 を 黙想 
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ひと すく のぞ かみ みちび 

一同 すべての 人の 救い を 望まれる 神よ、 わたしたち を 導き、 

あゆ 

キリスト とともに 歩ませて ください。 

第一 留 イエス、 死 靴 を 宣告され る 

先唱 主 イエス . キリスト、 あなた は 尊い 十字架と 栄え ある 

復活に よ つ て 世界 を 救 つ てくだ さいました。 

れいはい さんび 

一 同 わたしたち は あなた を 礼拝し、 锊关 します。 

、だいさいし やかた ふほう さい *J ん う 

光 L= 大祭司 カイ ァファ の 館で 不法な 裁判 をお 受けに なった 

そうとく まえ ひ 

イエス は、 口 —マ 総督 ピラトの 前に 引いて いかれ まし 
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しゃく ほ/ つ 

た。 ピラト は イエス を 釈放しょう とします が、 ュダ 

じんちよ うろう じ s: うじ 力 

ャ人は 長老た ちに そそのかされて、 イエス を 十字架 

さけ あか き 

につけよ と 叫びます。 赤い マント を 着せられ、 いばら 

かんむり ひとこと ぺ ん かい 

の 冠 を かぶせられた イエス は、 一言 も 弁解な さらず、 

ひとびと にく まと し け せんこく 

人々 の 憎しみの 的に な つ たま ま 死刑 を 宣告され ました- 

ンゅ ぐんしゅう うった 

一同 主 イエス • キリスト、 あなた は 群衆の 訴え や ピラトの 

ふせい せんこく しの いま じひん し， - 

不正な 宣告 を 忍ばれました。 今 あなた は ご 自分の 死 を 

もってす ベての 人が 救いの 恵みに あずかる よう、 望ま 

フ みにく うか あ .> も 

れ ました。 罪と 憎しみに 打ち勝 たれた あなたの 愛の 模 

範に従 つ て 生きる ことができ るよう 助けてく ださい。 

ちんもく もくそう 

(しばらく 沈黙して 黙想す る) 
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先唱 主 イエス • キリスト、 

しんこう よわ たす ゆう き 

一同 信仰の 弱い わたしたち を 助けてく ださい。 勇気 を もつ 

みち あゆ かみ ひとびと あい い 

て あなたの 道 を 歩み、 神と 人々 への 愛に 生きる ことが 

できます ように。 ァ ー メン。 

だい りゅう じゅうじ か 

第二 留 イエス、 十字架 をに なう 

先唱 主 イエス. キリスト、 あなた は 尊い 十字架と 栄え ある 

復活に よ つ て 世界 を 救 つ てくだ さいました。 

れいはい さん び 

- M わたしたち は あなた を 礼拝し、 賛美し ます。 

し けい せんこく ひと けいじょう 、じ ぶん じゅうじ か 

先 i; 死刑 を 宣告され た 人 は 刑 場まで 自分の 十字架 を か つ 
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^ あらあら お 

いで 行かされました。 イエス は、 荒々 しく 負わされた 

じゅうじ か だま う ある はじ 

十字架 を 黙って 受けと め、 歩き 始められます。 こう 

しょばつ じゅうじ か 

して、 はずかしめと 処罰の しるしであった 十字架 は、 

すく しょ、 つり なに し 

救いと 勝利 を もたらす しるしと なりました。 何も 知ら 

ない 群衆 はた だ イエス を あざける ばかりです。 

しゅ おお 

同 主 イエス. キリスト、 あなた は 仰せに なりました。 「わ 

き もの じぶん す ひび じぶん 

たしに ついて 来たい 者 は、 自分 を 捨て、 日々、 自分の 

、じゅうじ か せお したが じんるい すく 

十字架 を 背負って 従いなさい」。 人類の 救いの ために 

じゅうじ 力 すす したが 

十字架 をに なって 進まれる あなたに 従い、 わたした 

じ ぶん おも に い すく よろこ 

ち も 自分の 重荷 をに なって 生き、 救いの 喜びに いたる 

ことができます ように。 



(しばらく 沈黙して 黙想す る) 

し ゆ 

主ィ ェ ス • キリスト、 

しんこう よわ たす ゆう き 

信仰の 弱い わたしたち を 助けてく ださい。 勇気 を もつ 

て あなたの 道 を 歩み、 神と 人々 への 愛に 生きる ことが 

できます ように。 ァ ー メン。 

第三 留 イエス、 初めて 倒れる 

主 イエス • キリスト、 あなた は 尊い 十字架と 栄え ある 

復活に よ つ て 世界 を 救って くださいました。 

わたしたち は あなた を 礼拝し、 賛美し ます。 
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先 先 
唱 同 唱 



さく や しう いた 

昨夜からの むごい 仕打ちで 痛めつ けられた イエスに、 

いま おも じゅうじか ひ いしだた みみち 

今 はもう 重い 十字架 を 引きず つ て 石畳の 道 をた どる 

ちから のこ あし かた く こ じゅう 

力 は 残って いません。 足 は よろめき、 肩に 食い込む 十 

じか お おも たお 

字 架に 押しつ ぶされ て、 思わずお 倒れに なりました。 

しゅ かみ こころ そむ 

主 イエス. キリスト、 あなた は 神の み 心に 背く わたし 

つみ おも ぜんしん かん つみく 

たちの 罪の 重さ を 全身で お感じに なりました。 罪 を 繰 

り 返す うちに その 恐ろし さに 鈍くな つてい る わたした 

じぶん つみ おも き かみ まえ み 

ちが、 自分の 罪の 重さに 気づき、 神の み 前に 身 を かが 

ねが 

めて ゆるし を 願う ことができます ように。 

ちんもく もくそう 

(しばらく 沈黙して 黙想す る) 

主 イエス • キリスト、 
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一同 信仰の 弱い わたしたち を 助けてく ださい。 勇気 を もつ 

て あなたの 道 を 歩み、 神と 人々 への 愛に 生きる ことが 

できます ように。 ァ— メン。 

だいり ゆう はは ひ あ 

第四留 イエス、 母 マリアに 出会う 

先唱 主 イエス • キリスト、 あなた は 尊い 卜 字 架と 栄え ある 

復活に よ つ て 世界 を 救って くださいました。 

れいはい さん び 

一 同 わたしたち は あなた を 礼拝し、 賛美し ます。 

先唱 イエスに 向けられた 人々 の あざけりと 憎しみ を、 マリ 

う かみ こ はは いま だいざい にん はは 

ァも 受けます。 神の 子の 母が 今、 大罪 人の 母と して は 



先 
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同 



ず かしめ にさら されて います。 母 マリア はわが 子の 苦 

なん う 

難 を 受けと め、 「おことば どおり、 なります ように」 

かみ て 

と 神の み 手に すべて を ゆだねました。 

しゅ くる はは 

主 イエス • キリスト、 あなた はと もに 苦しむ 母 マリア 

み むね さ おも せい？ 

を 見て、 胸が 裂ける ような 思い をなさい ました。 聖母 

おん こ じゅなん しん 。ひ こころ あ くる た 

は 御子の 受難の 神秘に 心 を 合わせて、 この 苦しみ を耐 

しの かな あたら 

え 忍びました。 わたしたち も、 悲しみの なかで も 新し 

めぐ せかい き ぼう つづ 

い 恵みの 世界 へ の 希望 を もち 続ける ことができ ますよ 

う こ 0 

ちんもく もくそう 

(しばらく 沈黙して 黙想す る) 

主ィ ェ ス • キリスト、 
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しんこう よわ たす き 

一同 信仰の 弱い わたしたち を 助けてく ださい。 勇気 を もつ 

みち あゆ かみ ひとびと あい い 

て あなたの 道 を 歩み、 神と 人々 への 愛に 生きる ことが 

できます ように。 ァ— メン。 

第五 留 イエス、 ク レネの シ モンの 助け を 受ける 

しゅ とうと じゅ うじ か は 

先唱 主 イエス. キリスト、 あなた は 尊い 41 字 架と 栄え ある 

復活に よ つ て 世界 を 救 つ てくだ さいました。 

れいはい さんび 

一 同 わたしたち は あなた を 礼拝し、 賛美し ます。 

！ ちから つ は みへ いし 

先 吧 イエスの 力 はもう 尽き果て たと 見た 兵士た ち は、 そこ 

に 居合わせた ク レネの シ モンに、 イエスに 代わって I 
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先 
唱 



同 



字 架 をに なわせ ました。 シ モン は、 死刑に される 囚 

じん たす くつじょく かん こころ 

人 を 助ける の は 屈辱と 感じた ことでしょう。 心なら 

いっしょ ぐんしゅう まと 

ず も イエスと 一 緒に 群衆の あざけりの 的と な つ たシ 

のち しゅ きょうか い いちいん 

モン は、 後に 主の 教会の 一 員と なりました。 

しゅ よさ 

主 イエス • キリスト、 あなた はわた したち の 予期し な 

で き ごと とお すく めぐ あた 

い 出来事 を 通しても、 救いの 恵み をお 与えになります。 

「わたしの くびき は 負い やすい」 と言われた あなたの 

しんらい ひ び おも に う つよ しんこう 

ことば を 信頼して、 日々 の 重荷 を 受けと める 強い 信仰 

ちた 

をお 与えく ださい。 

ちんもく もくそう 

(しばらく 沈黙して 黙想す る) 

主ィ ェ ス • キリスト、 
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一同 信仰の 弱い わたしたち を 助けてく ださい" をもリ 

みち あゆ かみ ひとびと あい い 

て あなたの 道 を 歩み、 神と 人々 への 愛に 生きる ことが 

できます ように。 ァ ー メン。 

第六留 イエス、 ベロニカより 布 を 受け取る 

先唱 主 イエス . キリスト、 あなた は 尊い 十字架と 栄え ある 

復活に よ つ て 世界 を 救って くださいました。 

れいはい さん び 

一 同 わたしたち は あなた を 礼拝し、 賛美し ます。 

あ ち あせ 力お 

ののしり を 浴びせられ、 血と 汗に まみれた イエスの 顔 

は、 苦甯に ゆがんで います。 だれ 一人 同晴を 寄せよ 
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おも じょせい 

うとし な いそのと き、 思いが けずべ 口 二 力と いう 女性 

すす で ぬの わた かお かえ 

が 進み出て 布 を 渡す と、 イエス は 顔 をぬ ぐい、 お返し 

になり ました。 

しゅ ひさん じょうきょう 

一同 主 イエス • キリスト、 あなた は 悲惨な 状況の なかで 

ゆう き こうどう ひと もと 

も、 勇気 ある 行動ので きる 人 を 求めて おられます。 わ 

ひと おも おそ 

たした ち もべ 口 二 力の ように、 人の 思わく を 恐れず、 

くる ふち ひと どうじょ うすく て さ だ ゆう 

苦しみの 淵に ある 人に 同情と 救いの 手 を 差し出す 勇 

き ちから 

気 を もつ ことができ るよう、 力 づけて ください。 

ちんもく もくそう 

(しばらく 沈黙して 黙想す る) 

先唱 主 イエス • キリスト、 

しんこう よわ たす ゆう き 

一同 隱 仰の 弱い わたしたち を 助けてく ださい。 を もつ 
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て あなたの 道 を 歩み、 神と 人々 への 愛に 生きる ことが 

できます ように。 ァ— メン。 

第七留 イエス、 再び 倒れる 

先唱 主 イエス. キリスト、 あなた は 尊い 十字架と 栄え ある 

復活に よ つ て 世界 を 救 つ てくだ さいました。 

れいはい さん ぴ 

一 同 わたしたち は あなた を 礼拝し、 賛美し ます。 

先唱 イエス を 追い立てる 群衆の 興奮 はます ます 高まり、 

はげ ひと 

イエス を 激しく ののしります。 人 はどうして こんなに 

も 残酷に なれる のでし ようか。 むち を 振りかざす おに 



ぼうりょくた ちから .. こお 

^ たちの 暴力に 耐えられず、 イエス は 力つ きて お倒れ 

新 になります。 

、/^しゅ たま つづ く つう 

I 一 同 主 イエス • キリスト、 あなた は 絶え間なく 続く 苦痛の 

十 さなかで、 もう 肉体の 限界に きたと お感じに なった の 

で し こころ も にくたい よわ 

でしよう か。 弟子た ちに 「心 は 燃えても、 肉体 は 弱 

おお いちどち から 

い」 と 仰せに なった あなた は、 もう 一度 力 を ふりしぼ 

ある つ *0 さいご 

つて 歩き続けられました。 わたしたち も 最後まで あな 

あと 

たの 蹴 をた どる ことができます ように。 

ちんもく もくそう 

(しばらく 沈黙して 黙想す る) 

先唱 主 イエス • キリスト、 

しんこう よわ たす ゆう き 

一同 信仰の 弱い わたしたち を 助けてく ださい。 勇気 を もつ 
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先 

唱 同 



先 
唱 



みち あゆ かみ ひとびと あい い 

て あなたの 道 を 歩み、 神と 人々 への 愛に 生きる ことが 

できます ように。 ァ— メン。 

第八留 イエス、 エルサレムの 婦人 を 慰める 

しゅ とうと じゅうじ か は 

主 イエス • キリスト、 あなた は 尊い 十字架と 栄え ある 

復活に よ つ て 世界 を 救って くださいました。 

れいはい さん び 

わたしたち は あなた を 礼拝し、 賛美し ます。 

つづ ぐんしゅう なげ かな 

ののしり 続ける 群衆の なかに も、 嘆き悲しみながら 

イエスに ついていく 婦人た ちがいました。 イエス は婦 

人た ちに 向かい、 「わたしの ために 泣くな。 むしろ、 
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じぶん じぶん こ な おお 

自分と 自分の 子どもたち のために 泣け」 と 仰せに なり 

つみぶか じ ぶん じ しん なみだ さと 

罪深い 自分自身に 涙す るよう 諭されました。 

しゅ つみし かた 

一同 主 イエス • キリスト、 あなた は 罪 を 知らない 方で あり 

つみ けいばつ う 

ながら、 罪び とのよう に 刑罰 をお 受けに なりました。 

わたしたち こそ を 受け、 涯を かけて 罪 を 償う は 

もの じぶん べんかい すなお 

ずの 者です。 自分 を 弁解し がちな わたしたちが、 素直 

じ ぶん すがた み おんちち た かえ 

に 自分の 姿 を 見つめ、 御 父の もとに 立ち返る ことが で 

きます ように。 

ちんもく もくそう 

(しばらく 沈黙して 黙想す る ) 

先唱 主 イエス • キリスト、 

しんこう よわ たす ゆう き 

一同 信仰の 弱い わたしたち を 助けてく ださい。 勇気 を もつ 
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みち あゆ かみ ひとびと 

て あなたの 道 を 歩み、 神と 人々 への 愛に 生きる ことが 

できます ように。 ァ— メン。 



第九留 イエス、 三度 到れる 



とうと じ ゆうじ か 



先唱 主 イエス • キリスト、 あなた は 尊い 卜卞 架と 栄え ある 



ふっかつ 



復活に よ つ て 世界 を 救 つ てくだ さいました。 



れいはい 



じん び 



さい 



一 同 わたしたち は あなた を 礼拝し、 賛美し ます。 

先唱 ゴ ルゴ タの丘 はもう n! の 前です が、 イエスの 体に は顯 

ご いつぼ のぼ き ちから たお 

後の 一 歩 を 上り 切る 力 もな く、 お倒れになります。 し 



あ 



りと ぴと すく のぞ 

かし、 イエス は 今一度 立ち ヒ がり、 人々 の 救い を 望ま 
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おんちち けいかく じつげん さい ご あゆ つづ 

れる御 父の 計画が 実現す るよう、 最後の 歩み をお 続け 

になります。 

しゅ すく ぬし し 

一同 主 イエス. キリスト、 あなた は どこまでも 救い主の 使 

めい つらぬ み たぴ たお た あ すく 

命 を 貫かれます。 三度 倒れても 立ち上がり、 救いの わ 

ざ を ま つ とうされ た あなたの 愛の 尊 さ を わたしたちに 

さと じゅうじ かさ こころ 

悟らせて ください。 十字架 を 避けよう とする 心 を わた 

と のぞ さいご みち あゆ 

したち から 取り除き、 最後まで あなたの 道 を 歩ませて 

ください。 

ちんもく もくそう 

(しばらく 沈黙して 黙想す る) 

先唱 主 イエス • キリスト、 

しんこう よわ たす ゆう き 

一同 信仰の 弱い わたしたち を 助けてく ださい。 勇気 を もつ 
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て あなたの 道 を 歩み、 神と 人々 への 愛に 生きる ことが 

できます ように。 ァ— メン。 

第+留 イエス、 衣 を はがされる 

先唱 主 イエス. キリスト、 あなた は 尊い 十字架と 栄え ある 

復活に よ つ て 世界 を 救って くださいました。 

一 同 わたしたち は あなた を 礼拝し、 賛美し ます。 

先唱 刑場に 着く と、 兵士た ち は、 血に 染まった イエスの 

ころも らんぼう と うわ ぎ J 

衣 を 乱暴に はぎ取りました。 上着 は 四つに 分けて、 一 

と したぎ いちまい お ぬめ 

つず つ 取り、 下着 は 一枚 織りで 縫い =： がなかった ので、 
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さ き 

裂かずに、 だれの ものになる か、 くじで 決めました。 

) ゆ しまぎ わ 

一同 主 イエス • キリスト、 あなた は 死の 間際に、 すべて を 

う、 ま にんげん あっか う ほふ ぱ ひ 

奪われ、 人間ら しい 扱い も 受けず、 「屠り 場に 引かれ 

こひつじ け き もの まえ もの い ひつじ 

る 小羊の ように、 毛 を 切る 者の 前に 物 を 言わない 羊の 

ように、 口 を 開かず」、 ただ じっと 耐え忍ばれました。 

しゅ う さ V- 

主よ、 あなたの 受けた 傷に よって わたしたち をい やし 

てくだ さ い。 

ちんもく もくそう 

(しばらく 沈黙して 黙想す る) 

先唱 主 イエス • キリスト、 

しんこう よわ たす ゆう き 

一同 信仰の 弱い わたしたち を 助けてく ださい。 勇気 を もつ 

て あなたの 道 を 歩み、 神と 人々 への 愛に 生きる ことが 
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できます ように。 ァ ー メン。 

第 十一 留 イエス、 十字架に つけられる 

しゅ とうと じゅうじか は 

先唱 主 イエス • キリスト、 あなた は 尊い 十字架と 栄え ある 

復活に よ つ て 世界 を 救 つ てくだ さいました。 

一 同 わたしたち は あなた を 礼拝し、 賛美し ます。 

へいし じゅうじ か くぎ ふたり 

先唱 兵士た ち は イエス を 十字架に 釘 づけに し、 また 二人の 

はんざい にん みぎ ひだり じゅうじ か 

犯罪 人 も イエスの 右と 左に ト字 架に つけました。 その 

ちち A れ じ 

とき イエス は、 「父よ、 彼ら をお ゆるしく ださい。 自 

ぶんな に いの 

分が 何 をして いるの か 知らない のです」 と 祈られ まし 
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はんざい にん ひとり くに 

た。 犯罪 人の 一 人が、 「イエスよ、 あなたの み 国に お 

おも だ 

いでになる ときには、 わたし を 思い出して ください」 

ねが きょう いっしょ らく 

と 願う と、 イエス は 「あなた は 今日 わたしと 一緒に 楽 

えん おお 

園に いる」 と 仰せに なりました。 

しゅ きゅうやく よげんしゃ 

同 主 イエス. キリスト、 旧約の 預言者 ィザャ はすで にあ 

よ げん かれ みず か 

なた につ いてこう 預言し ました。 「彼 は 自ら を なげう 

し つみ ひとり かぞ おお ひと 

ち、 死んで、 罪び との 一 人に 数えられた。 多くの 人の 

あやま そむ もの と な 

過ち をに ない、 背いた 者の ために 執り成した」。 まさ 

た、 だ ひとまね つみ 

にあな たは、 「正しい 人 を 招く ためで はなく、 罪び と 

まね く あらた 

を 招いて 悔い改めさせる ため」 においで になった ので 

す。 主よ、 あなたの あわれみの まなざし を わたしたち 
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そそ かいしん みちび 

に 注ぎ、 回心に 導いて ください。 

ちんもく もくそう 

(しばらく 沈黙して 黙想す る) 

先唱 主 イエス • キリスト、 

しんこう よわ たす ゆう き 

一同 信仰の 弱い わたしたち を 助けてく ださい。 勇気 を もつ 

みち あゆ かみ ひとびと あい い 

て あなたの 道 を 歩み、 神と 人々 への 愛に 生きる ことが 

できます ように。 ァ ー メン。 

だい りゅう じゅうじ かじょう いき 

第 十二 留 イエス、 十字架 上で 息 を ひきとる 

先唱 主 イエス. キリスト、 あなた は 尊い 十字架と 栄え ある 

復活に よ つ て 世界 を 救 つ てくだ さいました。 
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れいはい さんび 

一 同 わたしたち は あなた を 礼拝し、 賛美し ます。 

ひる じ くら ぜん ち おお じ 

先唱 昼の 十二時から 暗やみが 全地 を 覆い、 三時 ごろに イエ 

おおごえ かみ かみ みす 

スは 大声で、 「わが 神、 わが 神、 なぜ わたし をお 見捨 

てに なった のです か」 と 叫ばれました。 また、 かたわ 

らに母 マリアと 愛する 弟子が 立 つ ている の を 見て、 

「婦人よ、 ご覧なさい。 あなたの 子です」 - 見なさい。 

はは おお さい ご な と 

あなたの 母です」 と 仰せに なり、 最後に、 「成し遂げ 

い あたま た いき 

られ た」 と 言って 頭 を 垂れ、 息 を ひきとられました。 

しゅ じゅうじかじょう おんちち のぞ 

一同 主 イエス • キリスト、 あなた は 十字架 上で 御 父の 望み 

こころ おこな よ 

を まっとうされました。 み 心 を 行う こと は、 この 世に 

お生まれ になった ときからの あなたの ただ 一 つの 願い 
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し おんちち あい じゅうじゅん 

でした。 あなたの 死 は 御 父への 愛と 従 順、 そして わ 

えいえん あた し しゅ 

たした ちに 永遠の いのち を.：， チ える ための 死でした。 主 

よ、 あなたの 奉献に 合わせて わたしたち も 全生涯 を 

ささげます。 

ちんもく もくそう 

(しばらく 沈黙して 黙想す る) 

先唱 主ィ ェ ス • キリスト、 

しんこう よわ たす ゆうき 

一 w U 仰の いわた したち を 助けてく ださい。 ^"をら つ 

みち あゆ かみ ひとびと あい い 

て あなたの 道 を 歩み、 神と 人々 への 愛に 生きる ことが 

できます ように。 ァ— メン。 
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第 +三留 イエス、 十字架から 降ろされる 

しゅ とうと じゅうじ か は 

先唱 主 イエス. キリスト、 あなた は 尊い 十字架と 栄え ある 

復活に よ つ て 世界 を 救 つ てくだ さいました。 

れいはい さんぴ 

一 同 わたしたち は あなた を 礼拝し、 賛美し ます。 

おお で き 、ごと のち しず つ つ 

先唱 大きな 出来事の 後、 あたり は 静けさに 包まれて います。 

にん あし お へいしき 

三人の 脚 を 折る ために 兵士が 来ます。 イエス はすで に 

し あし お やり わきばら 

死んで おられた ので 脚 を 折らず、 槍で イエスの 脇腹 を 

つ さ ち みず なが で あんそく ぴ 

突き刺す と、 すぐに 血と 水が 流れ出ました。 安息日の 

じゅんび ちか 

準備のと きが 近づいて いたので、 アリマ タヤの ョセ 

フが 急いで イエ スの 遺体 を洚 ろしました。 



167 十字架の 道行 



しゅ わかもの 

一同 主 イエス. キリスト、 あなた はかって、 ナインの 若者 

い かえ よ げんし や 

や ラザロ を 生き返らせ、 預言者と たたえられました。 

いま じしん なに 

しかし 今 あなた は ご 自身の ために 何もなさい ません。 

あた ぬし うば ち 《■ うぶ 

いのちの 与え主で ある あなた はいの ち を 奪われ、 中風 

ひと た あ ち ふ 

の 人 を 立ち上がらせた あなた は 地に 伏した ままです。 

しいた じゅうじか しいた し たが も の 

「死に 至る まで、 しかも 十字架の 死に 至る まで 従う 者 

じぶん 

となり、 自分 をむな しくされ た」 のです。 

ちんもく もくそう 

(しばらく 沈黙して 黙想す る) 

先唱 主 イエス • キリスト、 

しんこう よわ たす ゆう き 

一同 信仰の 弱い わたしたち を 助けてく ださい。 勇気 を もつ 

みち あゆ かみ ひと、 びと あい い 

て あなたの 道 を 歩み、 神と 人々 への 愛に 生きる ことが 
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できます ように。 ァ— メン。 

だい りゅう はか ほうむ 

第 十四 留 イエス、 墓に 葬られる 

しゅ とうと じゅうじ か は 

先唱 主 イエス. キリスト、 あなた は 尊い 十字架と 栄え ある 

復活に よ つ て 世界 を 救 つ てくだ さいました。 

. I - れいはい さんび 

一 同 わたしたち は あなた を 礼拝し、 賛美し ます。 

,1 からだ あまぬの つつ ちか あたら はか 

先唱 イエスの 体 は 亜麻布に 包まれ、 近くに あった 新しい 墓 

ほうむ すうにん ふじん まいそう あ 

に 葬られました。 数人の 婦人た ちが 埋葬に 立ち会い、 

I い. t. ち 4 は いし ころ あと こころ のこ さ 

墓の 入り口に は 大きな 石 を 転がし、 後に 心 を 残して 去 

つ て いきました。 
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し ゆ その あたら はか よこ 

一同 主 イエス. キリスト、 あなた は 園の 新しい 墓に 横たわ 

り、 死の 眠りに ついて おられます。 沖が^ 界を つくら 

な と なのかめ やす 

れ たと きも、 すべて を 成し遂げて 七： ZH にお 休みに な 

いま てんち す さ 

りました。 八 「、 天地 は 過ぎ去った ようにみ えます が、 

あたら しゅう だ い にち はじ 

新しい 週の 第一 曰が 始まろうと しています。 あなた は 

し う か ふっかつ せかい すみずみ かみ えいこう 力が や 

死に 打ち勝って 復活し、 世界の 隅々 まで 神の 栄光が 輝 

しゅ えいえん く 

きわたり ます。 主よ、 永遠に 朽ちる ことのな いいのち 

ちた 

を わたしたちに 与え、 いつまでも あなたの うちにと ど 

まらせ てくだ さ い。 

ちんもく もくそう 

(しばらく 沈黙して 黙想す る) 

先唱 主ィ ェ ス • キリスト、 
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, 1 化ん； つ よん たす ゆう き 

一同 信仰の 弱い わたしたち を 助けてく ださい。 勇気 を もつ 

みち あゆ かみ ひとびと あい い 

て あなたの 道 を 歩み、 神と 人々 への 愛に 生きる ことが 

できます ように。 ァ— メン。 

じゅう じ 力 さん か せいきんよう び てんれい 

+ 字 架 賛歌 (聖 金曜 口の 典礼より) 

しゅ じ ゆうじ か とうと ふっかつ 

主の 十字架 を あがめ、 尊み、 その 復活 を 力た >ズ よう 

みき せ かい よろこ 

見よ、 この 木に よって、 あまねく 世界に 喜びが きた。 

力み しゅくふく 

神よ、 あわれみと 祝福 を わたしたちに、 

むかり 力が や 

その 光 を 輝かせ、 わたしたちに あわれみ を。 

しゅ じ 《• うじ か とうと ふっかつ 

主の 十字架 を あがめ、 尊み、 その 復活 をた たえよう。 



171 十字架の 道行 



みき せかい よろこ 

見よ、 この 木に よって、 あまねく 世界に 喜びが きた。 

しゅ いの 

主の祈り 

先唱 主が 教えて くださった 祈り を 唱えましょう。 

てん ちち な せい 

一 同 天に おられる わたしたちの 父よ、 み 名が 聖 とされます 

くに き てん おこな 

ように。 み 国が 来ます ように。 みこ ころが 天に 行われ 

ち おこな ひ 

ると おり 地に も 行われます ように。 わたしたちの 日 ご 

かて きょう あた つみ 

との 糧を 今日 もお 与えく ださい。 わたしたちの 罪 をお 

ゆるしく ださい。 わたしたち も 人 を ゆるします。 わた 

ゆうわく あく すく 

したち を 誘惑に おちいらせず、 悪から お救いく ださい 
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むす い の 

結びの 祈り 

ふか ちち いま じゅうじ か みち 

先唱 いつくしみ 深い 父よ、 今、 十字架の 道 をた どった わた 

したち は、 あなたの 愛の 大きさ を 知る ことができ まし 

た。 わたしたちが 日々 の 生活の なかで、 主 キリストの 

しょうがい ひとびと あい 

生 涯 になら い、 あなたと 人々 への 愛 を あかしして、 

えいえん ふっかつ よろこ 

永遠の 復活の 喜びに いたる ことができます ように。 

わたしたちの 主 イエ ス • キリスト によ つ て。 

一同 ァ— メン。 

ぜんのう かみ ちち こ せいれい しゅくふく 

先唱 全能の 神、 父と 子と 聖霊が わたしたち を 祝福し、 す 
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あく まも えいえん みちび 

ベての 悪から 守り、 永遠の いのちに 導いて ください ま 

すよう に。 

一 同 ァ— メン。 

さんび かんしゃ 

先唱 賛美と 感謝のう ちに。 

一同 ァ— メン。 

しさい じょさい し しき ばあい 

(司祭 または 助祭が 司 式す る 場合) 

司祭 主 は 皆さんと ともに。 

しさい 

一 同 また 司祭と ともに。 

ぎんのう かみ ちち こ せいれい しゅくふく みな うえ 

司祭 全能の 神、 父と 子と 聖霊の 祝福が 皆さんの 上に あり 

ますよう に。 
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一同 ァ— メン。 

. I じゅうじ か みちゆき お ゆ 

司祭 十字架の 道行 を 終わります。 行きましょう、 お のお^ 

のうちに。 

かみ かんしゃ 

一 同 神に 感謝。 



れんがん ひとり せんしょう かいしゅう みじか く かえ ことば 

連 願 は、 一人が 先唱 し、 会衆が 短い 繰り返しの 一： 目 葉で こ 

けいしき いの いま せんれいしき もち 

たえて いく 形式の 祈りです。 今 も 洗礼式な どで 用いられ てい 

しょせいじん れんがん ふる だいひょうてき ちゅう 

る 諸 聖人の 連 願が もっとも 古く、 代表的な ものです が、 中 

世 以降、 聖 マリアの 連 願、 イエスの み 名の 迚願、 イエスの み 

心の 連 願、 聖 ヨセフの 連 願が つくられました。 新しい 聖 マリ 

れんがん ねん いつばん こう ば さい ぜんこく しんじゃ みな 

ァの連 願に は、 一 九 八九^の 一 般 公募の 際に 全国の 信者の 皆 

さんから 寄せられ たもの も 含まれて います。 



イエス スの聖 名の 迚願 （文^) m 



イエ ズス の聖 名の 連 願 (义^ ) 

しゅた ま .* たま 

主 あわれみ 給え。 キリスト あわれみ 給え。 

し ゆ たま 

主 あわれみ 給え。 

いの き たま 

イエ ズス われらの 祈り を 聴き 給え。 

A レ のきいた ま 

ィ ェ ズ ス われら の 祈り を 聴き 容れ 給え。 

てんしゅ おんちち ▲ こ」： 

天主なる 御 父 われら を あわれみ 給え。 

てんしゅ よ ぬし おん こ 

天主に して 世の あがない 主なる 御子 M 

てんしゅ せいれい 

天主なる 聖霊 同 

ゆいいつ てんしゅ せいさん い 

唯 一 の 天主なる 聖 三位 同 

い てんしゅ おん こ 

生ける 天主の 御子なる イエ ズス 司 
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御 父の 輝きなる イエ ズス 

えいえん こうみょう 

永遠の 光 明なる イエ ズス 

さか おう 

栄えの 王なる イエ ズス 

せいぎ た いよう 

正義の 太陽なる イエ ズス 

どうてい おんこ 

童貞 マ リアの 御子なる ィ ェズス 

ち い 

愛すべき イエ ズス 

感ず ベ きィ ェズス 

たいのう てんしゅ 

大 能の 天主なる イエ ズス 

らい せ ちち 

来世の 父なる イエ ズス 

御 計画の 使者なる イエ ズス 

ちから 

いと も 力 ある イエ ズス 



M 1"1 同 同 同 M 同 同 同 同 同 



イエ ズス の聖 名の 連 願 （义 語） 



いと も 堅忍なる イエ ズス 

じ ゆ うじ ゆ ん 

いと も 従 順なる イエ ズス 

こころ にゅうわ 

、七の 柔和 けんそんなる イエ ズ ス 

みさお 

操 をよ みする イエ ズス 

あ い 

われら を 愛する イエ ズス 

へいわ てんしゅ 

平和の 天主なる イエ ズス 

いのち みなもと 

<i 叩の 源なる イエ ズス 

ぜス とく かがみ 

善徳の 鑑 なる イエ ズス 

霊魂 を 深く^し 給う ィ ェ ズ ス 

てんしゅ 

われらの 天主なる イエ ズス 

よ たの たてまつ 

われらの 依り 頼み 奉る ィ ェズス 



たま 



われら を あわれみ 給え ( 

同 
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まず もの ちち 

貧しき 者の 父なる ィ ェ ズ ス 

しん、 じ や たから 

信者の 宝なる イエ ズス 

よ *H くし や 

善き 牧者なる イエ ズス 

ひかり 

まことの 光なる イエ ズス 

えいえん ち 

永遠の 知なる イエ ズス 

かぎ 、じん じ 

限りなく 仁慈なる イエ ズス 

みち い のち 

われらの 道と 命なる イエ ズス 

てん し よろこ 

天使の 喜びなる イエ ズス 

たいそ おう 

太祖の 王なる イエ ズス 

使徒の 師 なる イエ ズス 

福音 史家の 師 なる イエ ズス 



同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 



イエ ズス の聖名 の 連 願 （ 文語） 1 80 



じゅんきょうし やちから A ^ 

殉 教 者の 力なる イエ ズス われら を あわれみ 給え。 

証 聖者の 光明なる イエ ズス 同 

童貞 者の 清 淳の 源なる イエ ズス 司 

諸 聖人の 冠なる イエ ズス 同 

^^た ▲ ゆる -こ. r 

御 あわれ^ を 垂れて イエ ズス われら を赦し 給え。 

おん た 

御 あわれみ を 垂れて 

A のきいた ま 

イエ ズス われらの 祈り を 聴き 容れ 給え。 

あく A す こ 

すべ ての 悪より ィ ェ ズス われら を 救い 給え。 



つみ 

すべての 罪より 司 

おんい か 

御 怒りより 叫 

あく ま 

悪魔の わなより ra? 
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じ や いんの 心より 

41^ わ ) 

終りな き 死より 

御 勧め をない がしろ にす る、 もより 

せい ご たくしん げん ぎ 

聖 なる 御託 身の 玄義 によりて 

ご たんじょう 

御 誕生に よりて 

ご ようねん 

御 幼年に よりて 

いと も 神聖なる 御 生活に よりて 

ご ろうどう 

御 労働 によりて 

おんく る ご じゅなん 

御 苦しみと 御 受難と によりて 

し ゆ じゅうじ か いき 

主 の 十字架と 遺棄 とに よりて 

御 死 苦に よりて 
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ご し きょ おん ほうむ ▲ -■ く こ」： 

御 死去と 御 葬りと によりて イエ ズス われら を 救い 洽ぇ。 



御 復活に よりて 司 

ご しょうてん 

御 昇天に よりて 同 

聖体の 御 制定に よりて 司 

おん よろこ 

御喜び によりて 司 

おんさ か 

御 栄えに よりて 同 



よ つみ のぞ たも てんしゅ こひつじ 

世の 罪 を 除き 給う 天主の 小 羊 

A ゆる たま 

イエ ズス われら を赦 し^え。 

よ つみ のぞ たも てんしゅ こひつじ 

世の 罪 を 除き 給う 天主の 小 羊 

i いのきい たま 

イエ ズス われら の 祈り を 聴き 容れ 給え。 

よ つみ のぞ たも てんしゅ こひつじ 

世の 罪 を 除き 給う 天主の^ 羊 



ィ ェ ズス われら を あわれみ 給え。 

いの き たま 

イエ ズス われらの 祈り を 聴き 給え。 

▲ いの き い たま 

イエ ズス われらの 祈り を 聴き 容れ 給え。 

きがんし ゆ しゅ もと 

祈願 主 イエ ズス. キリスト、 主 は 『なんじら 求めよ、 さ 

らば 与えられん。 尋ねよ、 さらば 見出さん。 たたけ よ、 さら 

ひら のた ま しゅ 

ば 開かれん』 と宣 えり。 こいね がわく は、 われら をして 主の 

しんせい あい かん もつ ば こころ ことば おこな 

いと 神聖なる 愛に 感ぜし め、 専ら 心と 言葉と 行いと を も つ て 

しゅ あい た さん び え たま 

主 を 愛し、 絶えず 讃美す る を 得しめ 給え。 

しゅ おん み ご じ あい つく たま つかさど たま 

願 主よ、 御身 は 御 慈愛に よりて 造り 給いし われら を 司り 給え 

ねが つね み な うやま あい たま 

連 ば、 願わくは われら をして、 常に 聖名を 敬い 愛せし め 給え。 と 

い たも し ゆ ねが たてま つ ▲ 

S こしえ に活 きかつ しろしめし 給う、. h に 願い 奉る。 ァ— メン 
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みこ ころ れんがん 

イエ ズス の聖 心の 連 願 (义 si) 



主 あわれみ 給え。 キリスト あわれみ 給え ( 

しゅ たま 

主 あわれみ 給え。 

いの き たま 

キリスト われらの 祈り を 聴き 給え。 

A レ のきいた ま 

キリス 卜われら の 祈り を 聴き 容れ 給え。 

てんしゅ おんちち ▲ こま 

天主なる 御 父 われら を あわれみ 給え。 

, て， f しゅ よ ぬし おん こ 

天主に して 世の あがない もなる 御子 同 

てんしゅ せいれい 

天主なる 聖霊 同 

ゆいいつ てんし ゆ せいさん い 

唯 一 の 天主なる 聖 三位 同 

えいえん ち ち おん こ みこ ころ 

永遠の 聖 父の 御子なる イエ ズスの 聖、. i 司 



せいれ..； どうてい ぼ ご たいない つく 

聖霊に よりて 童貞 母の 御 胎内に 造られた る 

みこ ころ 

イエ ズス の聖心 

てんしゅ おんこと ぱ がったい みこ ころ 

天主 の 御言 葉と 合体せ るィ ェ ズ ス の聖心 

かぎ い こう みこ ころ 

限りなき 威光 ある ィ ェ ズ ス の聖心 

てんしゅ せいどう みこ ころ 

天主 の 聖堂なる ィ ェ ズ ス の聖心 

たか おん もの すまい みこ ころ 

い と 高き 御者の 住居なる ィ ェ ズ ス の聖、 も 

てんしゅ いえ てん もん みこ ころ 

天主の 家、 天の 門なる イエ ズス の聖心 

あいね つ も みこ ころ 

愛 熱の 燃 ゆる かまどなる ィ ェ ズ ス の^、 も 

ぎ あい ほうぞう みこ ころ 

願 義と 愛との 宝蔵なる イエ ズス の^ 心 

連 慈しみと 愛と に 充ち満 てる イエ ズス の聖心 

とく みこ ころ 

^ よろずの 徳の ふちなる イエ ズスの や 心 



同 同 M 1"1 同 同 同 同 同 同 
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I ほ みこ ころ 

い と も 賞め た たうべき イエ ズ ス の聖心 

▲ たま 

われら を あわれみ 給え。 



こ ころ おう ちゅうしん 

すべての 心の 王に して かつ 中 心なる 

みこ ころ 

イエ ズス の聖心 同 

えいちと 知識との すべての 宝 を 含める 

みこ ころ 

イエ ズス の聖心 司 

しんせい み み みこ ころ 

神性の 充ち満 てる イエ ズス の聖心 同 

おんちち み むね かな たも みこ ころ 

御 父の 御 旨に 適い 給う イエ ズス の聖心 同 

せいちょう ヒも 

われらに 聖寵の あふれ をこう むらせ 給う 

みこ ころ 

イエ ズス の聖心 同 

えいえん おか き ぼう みこ ころ 

永遠の 丘の 希望なる イエ ズス の聖、 レ 同 



こんた ハ じひ と みこ ころ I 

忍耐と 慈悲と に 富める イエ ズス の聖心 同 

よ たの もの たい めぐ , 

すべて 依り 頼む 者に 対して 恵み ゆた 力なる 

みこ ころ I , 

イエ ズス の聖心 同 

いのち せいとく いずみ みこ ころ ^ I , 

命と 聖徳との 泉なる イエ ズス の聖、 も 同 

つみ みこ ころ 

われらの 罪の あがないなる イエ ズス の聖心 同 

はず か あ みこに ろ U 

辱し めに 飽かされ たる イエ ズス の聖、 屯 同 

つみ くだ みこ ころ 

われらの 罪の ために 砕かれた る イエ ズス の聖心 同 

し じゅうじゅん みこ ころ I 

死にいた るまで 従 順な りし イエ ズス の聖、 屯 い 

つらぬ みこ ころ I , 

願 やりに て 貫かれた る イエ ズス の聖、 も 同 

なぐさ いずみ みこ ころ I , 

連 すべて の 慰め の 泉なる ィ ェズス の聖、 屯 同 

いのち ふっかつ みこ にろ . I , 

W われらの 命と 復活なる イエ ズス の聖、 屯 同 
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へ いあん みこ ころ 

われらの 平安と わぼくなる イエ ズス の聖 心 

i たま 

われら を あわれみ 給え。 

つみびと みこ ころ 

罪人の いけにえなる イエ ズス の聖心 同 

おん み き ぼう たてまつ もの すく みこ ころ 

御身に 希望し 奉る 者の 救いなる イエ ズス の聖心 同 

おん み し もの き ぼう みこ ころ 

御身に よりて 死す る 者の 希望なる イエ ズス の聖心 同 

諸 聖人の 楽しみなる イエ ズス の聖心 同 

レょ つみ のぞ たも てんしゅ こひつじ A しゅ ゆる ，： ま 

世の 罪 を 除き 給う 天主の 小羊 主 われら を赦し 給え。 

よ つみ のぞ たも てんしゅ こひつじ 

世の 罪 を 除き 給う 天主の 小 羊 

▲ し. W いの き いたま 

主 われらの 祈り を 聴き 容れ 給え。 

よ つみ のぞ たも てんしゅ こひつじ ▲ たま 

世の 罪 を 除き 給う 天主の 小羊 われら を あわれみ 給え。 

こころ にゅうわ 

、もの 柔和 けんそんなる イエ ズス 



k こころ みこ ころ たま 

われらの 心を聖 心に あやから しめ 給え。 

きがん ぜんのう えいえん てんしゅ いつ、 く 、^も V- } U. 

祈願 全能 永遠に まします 天主、 いと 慈しみ 給う 餌 子の 聖 

こころ つみびと しゅ ささ たも さん び つぐの 

、.：：- をみ そなわし、 罪人の ために、. h の献げ 給う 讚美と 償いと を 

A えり . こま おん もとた てまつ もの 

顧み 給いて、 これに なだめられ、 御 あわれみ を 求め 奉る 者に 

ゆる たま せいれい とも い. _ > 

赦しを 賜わらん こと を。 聖霊と 共に とこしえに 生き 力つ しろ 

たも てんしゅ おん こ み な 

しめし 給う 天主なる 御子 イエ ズス • キリストの 聖名 によりて 

ねが たてまつ ▲ 

願い 奉る。 ァ ー メン。 

連 
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せい れんがん 

聖 マリアの 連 願 

(先唱 者) 

主よ、 あわれんで ください。 

キリスト、 あわれんで ください 

主よ、 あわれんで ください。 

.C み ははせ い 

神の 母聖 マリア 

すく ぬし ま ± せ n 

救い主の 母聖 マリア 

む げんざい せい 

無 原罪の 聖 マリア 



(会衆) 

主よ、 あわれんで ください。 

キリスト、 

あわれんで ください。 

主よ、 あわれんで ください。 

わたしたち のために 

祈って ください。 

〃 



よ すく きょうりょく しゃせい 

世の 救いの 協 カ者聖 マリア 

てん えいこう あ せい 

天の 栄光に 上げられた 聖 マリア 

恵み あふれる 聖 マリア 

じんるい ははせ い 

人類の 母聖 マリア 

きょうかい ははせ い 

教 会の 母聖 マリア 

し と ははせ い 

使徒た ちの 母聖 マリア 

じゅんきょうしゃ ははせ い 

殉 教 者の 母聖 マリア 

しょせいじん ははせ い 

諸 聖人の 母聖 マリア 

せんき ようしゃ ははせ い 

宣教 者の 母聖 マリア 

へいわ しゅごし やせい 

平和の 守護 者聖 マリア 

とうと せい 

尊い ロザリオの 聖 マリア 



〃 

7 

ソ 



ソ 

ゾ 
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キリシタン 発見の 聖 マリア わたしたち のために 

祈って ください 



そんけい 

尊敬すべき おとめ 〃 

ち ゆ うじ つ 

忠 実な おとめ " 

にゅうわ けんそん 

柔和、 謙遜な おとめ W 

おさなご 

幼子 をい つくしむ おとめ が 

あ みょうじょう 

明けの 明 星 ガ 

よろこ いずみ 

喜びの 泉 ガ 

じゅんけつ 

純 潔の かがみ バ 

つか もの も はん 

仕える 者の 模範 " 

か ていせい かつ よろこ 

家庭生活の 喜び ガ 



193 連 願 



しょうめい ほ ご しゃ 

召 命の 保護者 

しんじゃ たす 

キリスト 信者の 助け 

なや くる もの なぐさ 

悩み 苦しむ 者の 慰め 

びょうにん き ぼう 

病 人の 希望 

やみの 中の 道し るべ 

つみ 

罪び とのより どころ 

よわ まず もの とも 

弱く 貧しい 者の 友 

こころ ささ 

心の 支え 

りんじゅう とき 

臨 終の 時と もに いてく ださる かた 



〃 

〃 

ソ 



よ つみ のぞ かみ こひつじ 

世の 罪 を 除かれる 神の 小羊 



わたしたち を 

ゆるして くださ 
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世の 罪 を 除かれる 神の 小羊 わたしたちの 祈り を 

き い 

^き 入れて ください。 

よ つみ のぞ かみ こひつじ 

世の 罪 を 除かれる 神の 小羊 わたしたち を 

あわれんで ください。 

いつくしみ 深い 神よ、 わたしたちに いつも 信仰に 生きる 力 

をお 与えく ださい。 聖母 マリアの 取り次ぎ によって、 今の | 心 

か い ほう えいえん よろこ あじ 

しみ 力ら 解放され、 永遠の な： び を 味わう ことができ ますよう 

こ 0 

しゅ 

わたしたちの 主 イエス. キリスト によって。 ァ— メン。 



聖 ヨゼフの 連 願 (义 si) 

しゅ たま A たま 

主 あわれみ 給え。 キリスト あわれみ 給え。 

しゅ たま 

主 あわれみ 給え。 

1> 6s" き ズ ま 

キリスト われらの 祈り を 聴き 給え。 

▲ いのきい たま 

キリスト われらの 祈り を 聴き 容れ 給え ( 

てんしゅ おんちち A たま 

天主なる 御 父 われら を あわれみ 給え。 

天主に して 世の あがない 主なる 銜子 II 

願 天主なる 聖霊 H: 

ゆいいつ てんしゅ せいさん い 

連 唯 一 の 天主なる 聖 三位 ：！： 

^ 聖 マリア われらの ために 祈り 給え „ 
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聖 ヨゼフ 

ほまれた か すえ 

ダヴ イドの 誉 高き 末 

たいそ こ、 つみよう 

太祖の 光明 

てんしゅ せいぼ じょう はい 

天主の 聖母の 浄配 

どうてい みさおた だ 

童貞 マリアの 操 正 しき 守護 者 

てんしゅ おん こ よういく しゃ 

天主の 御子の 養育 者 

ちゅうい ふか ほ ごしゃ 

キリストの 注意 深き 保護者 

せいか ぞく おさ 

聖家族の 長 

せいぎ 

いと 正義なる ョゼ フ 

ていけつ 

い と 貞潔なる ョゼ フ 

けんめい 

いと 賢明なる ョゼ フ 



い の たま 

われらの ために 祈り 給え。 

司 



同 

同 



ゆう き 

いと 勇気 ある ョゼ フ 

、じゅうじゅん 

いと 従 順なる ヨゼフ 

しんじつ 

いと 信実なる ョゼ フ 

にんたい 力、 がみ 

忍耐の 鑑 

せいひん あいこうしゃ 

清貧の 愛好者 

しょく： し もはん 

職 人の 模範 

か ていせい かつ ほまれ 

家庭生活の 誉 

どうて い しゅごし や 

童貞の 守護 者 

かてい ち ゆうせき 

願 家庭の 柱石 

ふ こう もの なぐさ 

連 不幸なる 者の 慰め 

や ものき ぼう 

W 病める 者の 希望 



同 M f-fj |I?J |UJ |nj |nj |n-j |nj 同 
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し のぞ もの ようご しゃ ▲ いの . こま 

死に 臨める 者の 擁護 者 われらの ために 祈り 給え。 

あく ま おそ 

悪魔の 恐れ 同 

せい こうきょうかい ほ ご しゃ 

聖 なる 公教会の 保護者 同 

よ つみ のぞ たも てんしゅ こひつじ ▲ しゅ ゆる ヒま 

世の 罪 を 除き 給う 天主の 小羊 主 われら を赦し 給え。 

よ つみ のぞ たも てんしゅ こひつじ 

世の 罪 を 除き 給う 天主の 小羊 

A しゅ いの きい たま 

、H われらの 祈り を 聴き 容れ 給え。 

よ つみ のぞ たも てんしゅ こひつじ ▲ ヒま 

世の 罪 を 除き 給う 天主の 小羊 われら を あわれみ 給え。 

てス しゅ た いっかち よう さ だ 

天主 かれ を 立てて おのが 一 家の 長と 定め、 

J ももの つか さど た ま 

そのす ベての 持ち物 を宰 らしめ 給えり。 

き がん ぜつみょう おんせつ り せい し せい おし ii 

祈願 絶妙なる 御 摂^に よりせ ヨゼフ を 至^なる 御 母の 

じょう はい えら たま てんしゅ ち、、) よう 

浄配 として 選び 給いた る 天主、 こい ねがわくは 地上に おい 



ほ ご しゃ そんけい たてまつ てん 

て かれ を 保護者と 尊敬し 奉る われら をして、 かれ を 天と にお 

だいと、 つし や もの たま 

ける 代禱 者と して いただく に ふさわしき 者たら しめ 給え。 と 

い たもし ゆ ねが たてまつ ▲ 

こしえ に活 きか つ しろしめし 給う、. 土に 願い 奉る。 ァ ー メン 



しょせい 、じん れん がん 

諸 聖人の 連 願 

し ゆ たま 

主よ あわれみ 給え。 

た ま 

キリスト あわれみ 給え 

し ゆ たま 

願 主よ あわれみ 給え。 

かみ ははせ い 

連 神の 母聖 マリア 

^ 聖 ミカ エル 



、によ あわれみ 給え。 

たま 

キリスト あわれみ 給え。 

、によ あわれみ 給え。 

われらの ために 祈り 給え 

M 



糊 聖 なる 神の 使い 

せんれい しゃせい 

麵 洗礼 者聖 ヨハネ 

お 聖 ヨセフ 

聖 せい 

諸 聖 ペトロと バウ 口 

聖 アンデレ 

聖 ヨハネ 

マグ ダラの 聖 マリア 

聖ステ ファノ 

せ 

g 一 

聖 ラウ レンチ ォ 

聖 ペルべ トウ ァとフ ヱ リチ タス 



われらの ために 祈り 給え 

同 

同 

同 



聖ァグ ネス 

聖 グレゴ リオ 

聖ァ ゥグス チノ 

聖ァタ ナシォ 

せい 

耳 主 ノ 、、ノリオ 

聖 マル チノ 

聖べ ネ ディ クト 

せい 

聖 フランシスコと ドミニ コ 

願 聖 フランシスコ. ザ ビエル 

せい 

連 聖 ヨハネ • ビアンネ 

謝 シェ ナの聖 カタリナ 



1-fJ InJ 同 |nj [r.j |,.J |,f] |„j |„j fnj |,f] 
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アビラの 聖 テレジア 

せ.. - こ ほん じゅんきょうしゃ 

聖 なる 日本の 殉 教者 

かみ せいじん せいじょ 

神の すべての 聖人と 聖女 

い つくしみ 深く 

あく 

すべ ての 悪より 

つみ 

すべての 罪より 

えいきゅう し 

永久の 死より 

主の 受肉 によりて 

主の 死と 復活に よりて 

せいれい そそ 

聖霊の 注ぎに よりて 

ねが つみびと 

願わくは われら 罪人 なれば 



▲ いのた ま 

われらの ために 祈り 給え ( 

▲ しゅ すく たま 

主よ われら を 救い 給え ( 

しゅ いの たま 

、H われらの 祈り を 聞き 給え ( 



ふっかつ てつ や さい せんれいしき 

(復活 徹夜 祭 • 洗礼式に) 

願わくは この 選ばれた 者に 洗礼に よりて 新たない のち を 

あた たま ▲ しゅ いの きた ま 

与え 給わん こと を 、.h われらの 祈り を 聞き 給え。 

じょ かいしき 

(叙 階 式に) 

ねが しゅ せい きょうかい おさ たも たま 

願わくは 主の 聖 なる 教会 を 治め 保ち 給わん こと を 

▲ しゅ いの たま 

主 われらの 祈り を 聞き 給え。 

ねが きょうこう きょうかい きょうえ きしゃ せい むす たも たま 

願わくは 教皇と 教 会の 教 役者 を聖 なる 結びのう ちに 保ち 給 

わん こと を 同 

ねが たみへ いわ いっちた も たま 

願 願わくは すべての 民に 平和と まことの 一致 を 保ち 給わん こと 

連 を foi 

ねが せい ほう し つよ たも たま 

^ 願わくは われら を聖 なる 奉仕の ために 強め 保ち 給わん こと を 
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▲ しゅ いの きた ま 

主 われらの 祈り を 聞き 給え。 

願わくは この 選ばれし 者 を 祝福し 給わん こと を 同 

願わくは この 選ばれし 者 を 祝福し 聖 化し 給わん こと を 

同 

P えら もの しゅくふく せい か せいべ たま 

願わくは こ の 選ばれし 者 を 祝 福し 聖 化し 聖別し 給わん こと 

を 同 

ほうけんしき せいがん しき 

(奉献式 • 誓願 式に) 

ね^ きょうこう ぜん せ かい しきょう はなよめ きょうかい 

願わくは 教皇と 全世界の.？ 教を キリストの 花嫁なる 教 会に 

つか もの たま 

ふさわしく 仕える 者と なし 給わん こと を 

▲ しゅ いの きた ま 

、H われらの 祈り を 聞き 給え。 

ねが かみ くに しょうがい ていけつ まも しゅう どうしゃ ね つ 

願わくは 神の 国の ため 生 涯を ささげ 贞潔を 守る 修道 者の 髮 



しん たも つよ たま 

心 を 保ち 強め 給わん こと を 同 

ねが ふくいんて きかんこく したが しゅうどうせいかつ はげ きょうどうたい 

願わくは 福音 的 勧告に 従いと もに 修 逍^^に^ む比ハ I： 体 を 

ふ ちから たま 

増やし 力 づけ 給わん こと を M 

願わくは きょう 神に ささげら るる 者の 家族の ヒに 神の 豊かな 

る 祝福と 恵みの あらん こと を 同 

ねが しょうがい かみ ひと つか ほうけん もの 

願わくは 生 涯を 神と 人と に 仕えん ために^ 献 せんとす る 者 

しゅくふく せいか せいべ- たま 

を 祝福し 聖 化し 聖別し 給わん こと を 同 

い かみ ▲ しゅ いの きた ま 

生ける 神の 子 イエ ズス 、H われらの 祈り を 間き 給え。 

いの き たま 

願 キリスト われらの 祈り を 聞き 給え。 

▲ いのきた ま 

連 キリスト われらの 祈り を 間き 給え。 

いの き い たま 

あ キリスト われらの 祈り を 聞き入れ 給え。 
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いの き い たま 

キリスト われらの 祈り を 聞き入れ 給え 
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てんれいれ きねんち ゆう いのり 

典礼 暦年 中の 祈 (文語) 

た い こう せつ い のり 

待 降 節の 析 

てん つゆ したた くも ぎ じん ふ 

天よ、 露 を 滴らせ、 雲よ、 義人 を 降らせよ。 

▲ ち ひら きゅうせいしゅ いだ 

地よ、 開きて 救世主 を 出せよ。 (ィザ ヤ^. 8) 

てんしゅ きゅうせいしゅ 

わが 天主、 わが 救世主なる イエ ズス. キリスト。 われら は 

たいこうせ つちゅう ねん きゅうやく たい そ よげんしゃ 

この 待 降 節 中、 けいけんの 念 もて、 m 約の 太 w、 預 首 者、 

ぎ じん しゅ おんめ ぐ ゆた ご らいりん いの もと 

および 義人ら が、 主の 御 恵み 豊かなる 御 来臨 を 祈り 求めし、 

ね つぼう おも たてま つ 

その 熱望 を 思いめ ぐらし 奉る。 
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▲ しゅかぎ おん あい たいそ あた たま 

主 は 限りなき 御 あわれみと 愛と を もって、 太祖に 与え 給い 

おしゃく そく はた たま えいえん ち しゅ あまくだ 

し 御 約束 を果し 給えり。 すなわち 永遠の 知なる 主 は 天降りて 

かんぜん み おし ひかり せいしん くら て 

その 完全なる 御 教えの 光 を も つ て われらの 精神の 暗き を 照ら 

つみ と あく ま ちから て， < ぉス 

し、 罪の きずな を 解き、 悪魔の 力 をく じき、 われらと 天の 御 

ちち あいだ へいあん たま てん ち 

父との 間に、 平安と わぼく を もたらし 給えり。 されば 天と地 

こえ しゅひと たま すく み 

と は 声 を あわせて、 主が 人となりて おこない 給いし 救いの 御 

わざ たてまつ 

業 をた たえ 奉る。 

しゅ たい そ よ げんし や とも おん み 

主 イエ ズス よ、 われら は 太祖、 預言者た ちと 共に、 御身が 

おんやく そく よ すく ぬし みち しん り せ， > め.^ 

御 約束の キリスト、 世の 救い主に して、 道、 真理、 生命に て 

かた しん たてまつ 

まします こと を 堅く 信じ 奉る。 

▲ ねが め.！ > ねっしん いの せいしん ふか つうかい 

願わくは われら を 恵みて、 熱心なる 祈りの 精神と 深き 痛悔 
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こころ あた しゅ ご こうたん むか じゅん ぴ 

の 心と を 与え、 主の 御 降誕 を 迎え まつる に ふさわしき 準備 を 

たま 

なさし め 給え。 

しゅ いま しゅ おん きた れいてき 

主 イエ ズス よ、 今 こそ 主 は 御み ずから われらに 来り、 霊的 

う たま せい ご たくしん おんめ ぐ あた 

に 生まれ 給いて、 その 聖 なる 御託 身の 御 恵み を われらに 与え 

たま しゅごと てんしゅ こ てんしゅ 

給わん とす。 そ はわれら が 主の 如く 天主の 子と して、 天主と 

ひと まえ ちえ せいちょう 

人との 前に 知恵と 聖 寵の いやま さんが ためなり。 

されば われら は聖 なる 慎み を もって、 すべて 世間の 楽しみ 

う す こころ きょ しゅ おん すみか そな 

を 打ち 棄て、 心を浄 めて、 主の 御た めに ふさわしき 住家 を備 

たてまつ 

え 奉らん。 

きゅうれ い せい せん く 

救 霊の あけぼのなる 聖 マリア、 イエ ズス. キリストの 先駆 

しゃ せい しゅ ご らいりん いわ たてまつ じゅんび 

者なる 聖 ヨハネ、 主の 御 来臨 を 祝い 奉る に ふさわしき 準備 を 
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うおん め o いのもと たま レノ 

なし 得る 御 恵み を、 われらの ために 祈り 求め 給え。 そ は 主が 

よ さま ふたた きた たも とき おそ し ゆ 力 

この 世 を 裁かん とて 再び 来り 給う 時、 恐る る ことなく 主を迎 

たてま つ ▲ 

え 奉らん が ためなり。 ァ ー メン。 

しゅ おん み むか たましい あ たてまつ 

主よ、 御身に 向いて わが 魂 を 挙げ 奉れり。 

k てんしゅ おん み よ たの えいえん は 

わが 天主よ、 われ 御身に 依り 頼めり。 われ 永遠に 恥じる こ 

とな 力らん 

き がん ぜんのう てんしゅ ねが しゅ おん ひと ご ^ 

祈願 全能の 天主、 願わくは おの 御 独り子 をふさ わしく 迎 

ヒ てまつ ねっしん いの せいしん つうかい ねん 

え 奉らん がた めに、 われらに 熱心なる 祈りの 精神と 痛悔 の^ 

あた たま すく ぬし ご らいりん きょ 

と を 与え 給え。 われら 救い主の 御 来臨に よりて 潔め られ たる 

こころ しゅ つか みこ ころ したが よ おく 

心 を も つ て 主に 仕え、 御 心に 従いて この 世 を 送らん こと を 

しゅ せつ ねが たてまつ 

われらの 主 キリスト によりて 切に 願い 奉る。 ァ— メン。 
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おさな と たてまつ いのり 

幼き イエ ズス を訪ぃ 奉る 析 

てんしゅ おさな そうぞうし ゆ きゅうせいしゅ 

天主に まします 幼き イエ ズス、 わが 削 造 主、 わが 救世主、 

いま み まえ い うやう や しゅ はい たてまつ ▲ 

われ 今 御前に 出で て 恭しく 主 を 拝し 奉る。 いとうる わしく、 

あい おさな しゅ ご こうたん あた てん おんちち 

いと 愛すべき 幼き イエ ズス よ、 主の 御 降誕に 当り、 天の 御 父 

よろこ しゅ み たま てん し しゅ さん び おん ははせ い 

は 喜びて 主 を 見 まもり 給い、 天使ら は 主 を 讃美し、 御 母聖マ 

リア、 御 養父 聖 ヨゼフ は 羊飼いら とともに 主 を 礼拝したり。 

つみびと しゅ みまえ い た ねが 

われ は 罪人 なれば 主の 御前に 出ず るに 足ら ざれ ども、 願わく 

よ くだ たま しゅ よろこ かんしゃ 

は 世に 降り^ g える 主 を、 あ ふるる ばかりのお：： びと 感謝と を も 

おが たてまつ ゆる たま 

つ て 拝み 奉る こと を われに も 許し 給え。 

せい めぐ おさな われ まず なに 

聖 にして 恵み ゆたかなる 幼き イエ ズス、 我 は^しく して 何 
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もの も こころ しゅさ さたて まつ A ねが 

物 を も 持た ざれ ども、 わが 心 を 主に 献げ 奉る。 願わくは こ 

きょ しゅ おんす ま い たま しゅ よ すく 

れを 潔め て 主の 御 住居と なし 給え。 また 主 は 世 を 救わん ため 

きたた ま しゅ ひとびと しん 

に 来り 給い たれば、 すべて 主 を 知らざる 人々 を あわれみ、 真 

り ひかり みちび たま ひとびと しゅ し 

理の 光のう ちに かれら を 導き 給え。 かくて 人々 みな 主 を 知り 

しゅ あい しゅ とも へいわ い 

主 を 愛し、 主と 共に 平和のう ちに 生く るに いたらん こと を、 

せ 3 、ま せい しょてん し しょせいじん おんとり つぎ 

聖母 マリア、 聖 ヨゼフ、 ならびに 諸 天使、 諸 聖人の 御 取次に 

ねが たてまつ 

よりて 願い 奉る。 ァ ー メン。 

しん ねん いのり 

新年。 あ 

てんしゅ ねん はじ あた す ねん あいだ う 

ああ 天主、 われ、 年の 始めに 当りて、 過ぎし 一年の 間に 受 
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たてまつ おんめ ぐ しゃ あたら とし 

け 奉りた る あまたの 御 恵み を 謝し、 また、 この 新しき 年の た 

しゅ おん しゅくふく ねが たてまつ ねが み むね てん おこな 

めに 主の 御 祝福 を 願い 奉る。 願わくは 御 Iju の 天に 行わる る 

ごと ち おこな しゅ み な ちじょう とうと 

如く 地に も 行われん こと を。 、H の 御名 は 地 ヒ に 尊 まれ、 すべ 

ひと きゅうれい みち みちび 

ての 人 は 救 霊の 道に 導かれん こと を。 

▲ あたら とし はつほ にくしん れ こん 

われ はこの 新しき 年の 初穂と して、 わが 肉 身と 霊魂、 わが 

きょうぐう じぎょう しゅ ささ たてまつ ねが う い たま 

境 遇と 事業と を 主に 献げ 奉る。 願わくは これ を 受け入れ 給 

しゅ つか たてまつ ねっしん こころ あ..；' たま 

いて、 主に 仕え奉る 熱心 を わが 心に 新たなら しめ 給え。 また 

しんぞく おんじん ゆうじん しゅ ご ほご ねが たてまつ 

わが 親族、 恩人、 友人の ために も、 K の 御 保護 を 願い 奉る。 わ 

しゅ せいちょう やす ねん いっしょう 

れ をして 主の 聖寵 のうちに、 安らかに この 一年と わが 一 生 

すご しゅ み むね げんせい たび じ おわ のち あいと も 

と を 過し、 主の 御 旨に よりて 現世の 旅路 を 終らん 後、 相 共に 

てん、.. こく えい ふく え たま しゅ ねが 

天国の 永 福 を 得しめ 給え。 われらの 主 キリスト によりて 願い 
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奉 る。 ァ ー メン。 

ご こう げん いのり 

御 公 現の 祈 

f ん のうえ いえん てんしゅ おんちち しゅ 、じんるい すく 力ぎ 

全能 永遠の 天主、 御 父、 主 は 人類 を 救わん とて、 限りなき 

おんいつ く あい おん ひと ご よつ 力 

御 慈しみに よりいと も 愛すべ き 御 独り？ を この 世に 遣わし 

たま せんみん てん し こ こうたん ふくいん つ 、 

給い、 おのが 選民に は 天使 を も つ て その 御 降誕の 福音 を告け 

たま ほし とうほう にん はかせ 

给 いしが、 さらにく すしき 星 を も つ て 東方より 三人の 博士 を 

おさなご み まえ みち、 ぴ たま 

幼児の 御前に 導き 給いたり。 

▲ しんり みなもと てんしゅ しゅ はかせ めた ま 

真理の 源に まします 天主、 主の 博 上た ち を 召し 給いし は 

おん こ ばんみん あた たま ， 

かれらに よりて 御子 を 万民に 与え 給わん ためなる こと を われ 
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し おさな いま おん み 

らは 知れり。 幼き イエ ズス、 今 こそ 御^ はわれら の もの なれ 

ふか くだ み まえ ふ たてまつ 

ば 深く へ り 下りて 御前に ひれ 伏し 奉る。 

きた おが 

いざ 来れ、 われら もろともに 拝み まつらん。 

主 はまこと に われらの 天主に まし ませば なり。 

しゅ おん み よ きた たま とき とうほう はかせ 

主 イエ ズス、 御身が 世に 来り 給いし 時、 東方の 博士た ち は 

おさなご おう おうごん だい し さい にゅうこう 

幼児が 王た る を あらわす 黄金、 大 司祭の しるしなる 乳香、 

まん みん し しめ もつ やく しゅ れいもつ ささ 

万民の ために 死に わたさるべき を 示す 没 薬の 三種の 礼物 を献 

げて 伏し拝みたり。 

▲ しゅ れいもつ しんこう あい 

主よ、 こい ねがわくは 礼物に よりて 俗 仰と 愛と を あらわし 

たる 三人の 博士に ならわしめ、 わが 心の 愛 を 黄金と なし、 わ 

いの こゆうこう ひぴ くなん もつ やく 

が つたなき 祈り を 乳香と なし、 日々 の 苦難と ぎせいと を 没 薬 
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う い たま 

として これ を 受け入れ 給え。 

きた おが 

いざ 来れ、 われら もろともに 拝み まつらん。 

▲ しゅ てんしゅ 

主 はまこと に われらの 天主に まし ませば なり。 

しゅ はかせ めた ま しゅし ひとびと 

主が 博士た ち を 召し 給いし は、 すべ て 主 を 知らざる 人々 に 

おん しめ おぼしめ 

御み ずから を 示さん との 思 召しな りき。 

▲ しゅ すみ や ふくいん ひかり かが しんこう みち ぴ 

主よ、 かれらに も 速 かに 福音の 光 を 輝 やかして 信仰に 導き、 

ひとり ぼくしゃ むれ たま せつい の 

やがて 一人の 牧者、 一つの 群と ならしめ 給わん こと を 切に 祈 

たてまつ 

り 奉る。 ァ— メン。 
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しじゅんせつ いのり 

四旬節の 祈 

しゅ ねが こころ せいちょう み 

主よ、 願わくは われらの 心に 聖寵 を充 たし、 われらに お 

つ み なヂ いの ぜ んぎ よう つぐの え たま 

のが 罪 を 歎き、 祈りと 善業と を もって これ を 償う を 得しめ 給 

らいせい えい えんぱつ よ 

え。 そ は 来世に おいて 永遠に 罰せら るるよりも、 この 世に お 

いて これ を 償う を まされり とすれば なり。 われらの 主 キリス 

ねが たてまつ 

ト によりて 願い 奉る。 ァ— メン。 

悲しめる 聖母に 対する 析 

かな しず おん はは なみだ おん こ かか たま じゅう 

悲しみに 沈める 御 母 は 涙に むせび て、 御 f の懸り 給える 十 
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じ 力 たま 

字 架 の もとにた たずみ 給えり。 

▲ なげ うれ かな おんた ましい するど やいば つらぬ たま 

歎き 憂い 悲しめる その 御 魂 は、 鋭き 刃 もて 貫かれ 給えり。 

てんしゅ おん ひと 、ご とうと おん はは うれ かな たま 

天主の 御 独り子の 尊き 御 母 は、 いかばかり 憂い 悲しみ 給い 

しぞ。 

▲ とうと おん こ くる み たま いっく ふか おん はは かな 

尊き 御子の 苦しみ を 見 給える、 慈しみ 深き 御 母 は、 悲し 

しず たま 

みに 沈み 給えり。 

おん はは なや たま み なみだ そそ 

キリストの 御 母の かく 悩み 給える を 見て、 たれ か 涙 を 注が 

も の 

ざる 者 あらん。 

▲ おん はは おん こ とも くる たも み 

キリストの 御 母の 御广 と共に かく 苦しみ 給う を 見て、 たれ 

かな もの 

か 悲しまざる 者 あらん。 

せいぼ ひとびと つみ せ う 

聖母 は、 イエ ズスが 人々 の 罪の ため、 責められ むち 打た る 
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み たま 

る を 見 給えり。 

▲ せい ぼ さいあい おん こ J しく す いき た たも 

聖母 はま た 最愛の 御子が 御 死 苦 のうちに 棄 てら れ息 絶え 給 

なが た ま 

う を 眺め 給えり。 

い つく いずみ おん はは おんかな かん 

慈しみの 泉なる 御 母よ、 われ をして 御 悲しみの ほど を 感ぜ 

とも なみだ な、 が たま 

しめ、 共に 涙 を 流さし め 給え。 

▲ こころ てんしゅ あい ひ も 

わが 心 をして、 天主た る キリスト を 愛する 火に 燃えし め、 

いつ みこ ころ かな たま 

一 に その 御 心に 適わし め 給え。 

せいぼ じゅうじ か づ たま おん こ きず 

ああ 聖母よ、 十字架に くぎ 付けに せられ 給える 御子の 傷 を、 

こころ ふか しる たま 

わが 心に 深く 印し 給え。 

A きず くる たま おんこ くつう 

わがた めに か く 傷 つけられ、 苦し み 給 い た る 御子の 苦痛 を、 

わか たま 

われに 分ち 給え。 
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いのち かぎ おん み とも あつ なみだ なが 

命の あらん 限り、 御身と 共に 熱き 涙 を 流し、 はりつけられ 

たま くる とも え たま 

給いし イエ ズスと 苦しみ を 共に する を 得しめ 給え。 

▲ じゅうじ か かたわら おん み た あいと も なげ のぞ 

われ 十字架の 側に 御身と 立ちて、 相 共に 歎かん こと を 望む。 

どうて い すぐ どうて い ねが しりぞ たま 

童貞のう ちいと も 勝れた る 童貞、 願わくは、 われ を 排け給 

とも なげ え たま 

わず して、 共に 歎く を 得しめ 給え。 

▲ しお ごく なん とも 

われに キリストの 死 を 負わし め、 その 御 苦難 を 共に せしめ、 

お ん きず ふか たま 

その 御 傷 を 深く しのばし め 給え。 

おん こ おんき ず きず じゅうじ か おん ち 

錄 子の 御 傷 を もって われ を 傷つけ、 その 十字架と 御 血と を 

よ たま 

もって、 われ を 酔わし め 給え。 

聖 なる 童貞 女よ、 われの 地獄の 火に 焼かれ ざらん ため、 審 

ばん ひ まも たま 

判の 日に われ を 守り 給え。 
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よ さ おん はは 

ああ キリストよ、 われ この 世 を 去らん とき、 御 母に よりて 

しょうり むく え たま 

勝利の 報い を 得しめ 給え。 

▲ にくしん し く れいこん てんごく えい ふく 

肉 身 は 死して 朽 つると も、 霊魂に は、 天 II の栄福 をこう む 

た ま 

らしめ 給え。 ァ— メン。 

ご ふっかつ せつ いのり 

御 復活 節の 析 

さか しゅ しゅ すく じゅうじ か 

栄え ある 主ィ ェズス よ、 主 はわれ らを 救わん た め に 卜- 水 

し おんやく そく ごと みっかめ 

につけられて 死し、 御 約束の 如く 三日 目に よみがえり、 そ を 

あか で し おん しめ たま ▲ しゅ ごし 

証さん ため 弟子た ちに 御み ずから を ： • 小し 給えり。 主 は 御 死 

きょ つみ か こふつ かつ し じごく か おん 

去 を もって 罪に 勝ち、 御 復活 を もって 死と 地 就と に 勝ち、 御 
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てんしゅ あか たま し W 

みずからの 天主に まします こと を 証し 給えば、 われら は 主の 

ごふつ かつ あが しゅ おお みさか よろこ、 たズ まつ 

御 復活 を 崇め 主 の大 いなる 御 栄え を 喜び 奉る 

しゅ つく たま ひ 

これ こそ 主の 造り 給いし 日 なれ。 アレル ャ。 

▲ ひ よろこ おど 2 

この 日に あたり われら 喜び かつ 躍らん。 アレル ャ 

しゅ しゅ ごふつ かつ のちでし あ， 5 一、 ちから f-ひ , 

主 イエ ズス、 主 は 御 復活の 後 弟子た ちに 現われ、 力 を 落し • 

おそ なぐさ はげ さず はま 

恐れいた る かれら を 慰め、 励まし、 また かれらに 授け 給いし 

みおし まつと たま 

御 教え を完 うし 給えり。 

J 、ご か こ * しんこう よわ 

死と 地獄と に 勝ち 給いた る イエ ズス、 われらの 信仰 弱き を 

つよ しんこう たたか とき あた 

あわれみ てこれ を 強め、 信仰の ために 戦うべき 時に 当りて、 

たす たま しゅ おん み こうきょうかい 

われらに 助け をく だし 給え。 、ゼ よ、 御身の 公教会 をして ま 

さか つね じ ごく もん か "ま J 

すます 栄えし め、 常に 地獄の 門に 勝た しめ 給わん こと を 伏し 
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， 



ねが たてまつ 

て 願い 奉る。 ァ ー メン。 

ご しょう てん い のり 

御 昇天の 祈 

主 イエ ズス. キリスト、 主 は 御 復活 後、 なおこの 世に 止ま 

たま でし みおし 

り 給い、 しばしば 弟子た ちに あらわれて その 御 教えの まこと 

なる を 証し、 かれらの 信仰 を 固め 居 給いし が、 四十 日 目に 聖 

ぼ みで し まえ やま さか 

母 マリアと 御 弟子ら の 前にて、 オリべ ト 山より 栄えのう ちに 

てん のぼ おんちち いえ すみ か そな たま 

天に 昇り、 御 父の 家に われらの 住家 を 備え 給えり。 

▲ しゅみ さか あが かんしゃ しゅ のこ たま みおし 

われら は 主の 御 栄え を 崇め、 感謝し、 主の 残し 給いし 御教 

まも けっしん たてまつ ねが こんにち しゅ ごしょう てん いわ 

え を 守らん と 決、 レし 奉る。 願わくは 八/: z、 にの 御： St 太 を 祝い 
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さい わ しょうてん おんめ ぐ 

まつる われらに も、 ついに は 幸いなる 昇天の 御 恵みに あず 

え たま 

かる を 得しめ 給え。 ァ— メン。 

せいれい こう りん いのり 

聖霊 降臨の 析 

てんしゅ せいれい しゅ ちち こ い にい あいだ えい 

天主なる 聖霊、 主は聖 父と^,^ より 出ず る、 二位の 間の 永 

えん あい おん もの しゅつ ね ばんぶつ うえ 

遠の 愛の きずなに てまし ます 御者な り。 主 は 常に 万物の 上に 

あい おんまな こ み わざ おこな たも 

愛の 御 眼 を そそぎ、 すべての 御^ を 行い 給う。 

▲ せいれい てんしゅ しん れいはい こん 

われら は 聖霊の 天主に まします をお じ、 礼拝 を ささげ、 八 フ 

にち たま れいにく たまもの こころ かんしゃ たてまつ 

日まで われらに 賜わり し 霊肉の 賜物 を 心より 感謝し 奉る。 

しゅ よさ たも とき みで し せいれい つか 

主ィ ェズス はこ の W: を 去り 給う^、 御め， たら に を遗ゎ 



やく たま せい ぼ とも こころ 

さんと 約し 給いし により、 かれら は 聖^ マリアと 共に、 心 を 

あ いの せいれい ひ ごと した かたち あら 

合わせて 祈りいた りしが、 聖霊 は 火の 如き 舌の 形に て 現われ、 

こころ くだ み たま う 

かれらの 心に 降りて そを充 たし 給い たれば、 かれら は 生まれ 

か もの 、ごと しょこく こと ぱ かた ふきょう せんしん 

変わりし 者の 如くな り、 諸国の 言葉 を 語り、 布教に 専心せ り。 

しゅ せいれい つか たま つく 

主よ、 聖霊 を 遣わし 給え。 しかして よろずの もの は 造られ 

▲ ち おもて あら 

" ん。 地の 面 は 新たに ならん。 

^ しゅ せいれい うえ くだ こころ み 

げ 主なる 聖霊、 われらの ヒ にも 降りて われらの 心を充 たし、 

祈 あら てんし ゆ たい ひと た い ただ 

の 新たに なして、 天主に 対し、 人に 対し、 すべてに おいて 正し 

^ みち あゆ たま ▲ 

I き 道 を 歩まし め 給え。 ァ— メン。 

典 

5 

2 

2 
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聖霊の 御 降臨 を 望む 祈 

せいれい きた たま てん おん ひかり かがや たま 

聖霊 来り 給え、 天より 御 光の 輝き を はなち 給え。 

▲ まず もの ちち めぐ あた ぬし こころ ひかり おん ものき た たま 

貧しき 者の 父、 恵みの 与え主、 心の 光に ます 御者 来り 給え 

すぐ なぐさ ぬし れいこん かん び とも こころ 

いと 優れたる 慰め 主、 霊魂の 甘美なる 友、 心の なごやかな 

る 楽しみ。 

k ときい こ あつ とき すず うれ とき なぐさ 

つかれたる 時の 憩い、 暑き 時の 涼し さ、 憂うる 時の 慰め。 

さ.： わ ひかり しゅ しん もの こころ きた み たま 

いたって 幸いなる 光よ、 主 を 信ずる 者の 心に 来り 充ち 給え 

▲ しゅ おんたす ひと つみ ところ 

主の 御 助け あるに あら ざれば 人に は 罪なら ざる 所な からん 

けが きょ かわ きず 

こい ねがわくは 汚れた る を 清め、 乾け る をうる おし、 傷つ 

たま 

けられた る をい やし 給え。 
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▲ かた やわ ひ あたた まが なお たま 

固き を柔 らげ、 冷えた る を 暖め、 ^れる をれ くし 給え。 

しゅ たの しんじゃ しんせい たまもの ほどこ たま 

主 を 頼む 信者に 神聖なる 七 つ の 賜物 を 施し 給え。 

▲ ぜんとく いさお つ きゅうれい ひ * かん えいえん よろこ え 

善徳の 勲を 積み、 救 霊の 彼岸に いたり、 永遠に 喜ぶ を 得 

たま 

しめ 給え。 ァ ー メン。 

さん み いったい さいじつ いのり 

三位 I 体の 祭日の 析 

ひ ぞうぶ つ みなもと てんしゅ しゅ つく えい 

すべての 被 造 物の 源に まします. 人 、に、 ヒは 造られず して 永 

遠の 始めより まし まし、 御 本性に て は 一体、 ペルソ ナ にて は 

さんみ たもし ゆ み み 

三位に まし まし 給う。 主 はすべ ての IS ゆる ものと 見えざる も 

の を 無より 造り 出し、 これ を宰り 給うな り。 
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▲ てんし しゅ み まえ せい せい せい 

天使ら は 主の 御前に、 聖な るかな、 聖な るかな、 聖な るか 

しゅ たてまつ とも こえ あ しゅ 

なと 主 を ほめたたえ 奉れば、 われら も 共に 声 を 合わせて 主 を 

さん ぴ たてまつ しゅ み す たま た 

讃美し 奉る。 主よ、 われら を 見棄て 給わず、 わが 足らざる を 

おぎな てん し とも しゅ れいはい え たま 

補いて、 天使ら と共に 主 を 礼拝す る を 得しめ 給え。 

てんしゅ こ よ さい 

われら は 天主の 子と 呼ばる るに ふさわしから ざれ ども、 最 

あい おん ひと ご しゅ ふく 

愛の 御 独り子に まします われらの 主 イエ ズス • キリストの 福 

い ん ひかり て せんれい めぐ てんしゅ こ 

音の 光に 照らされ、 洗礼の 恵み をこう むり 天主の 子と なる の 

さい わ え しんこう おんめ ぐ かんしゃ 

幸い を 得たり。 ああ この ：3 仰の 御忠 みは、 いかにして か 感謝 

すべき。 

願わくは、 われらが 主の 子と して 変らざる 信仰 を 保ち、 御 

いまし まも てんしゅ したが たてまつ え 

戒め を 守り、 天主に 従い 奉る を 得ん こと を、 ひたすら こいね 
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がい 奉る。 ァ— メン。 
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聖体に 対する 祈 (文語) 

聖体に 対する 聖 トマの 祈 (アド ロテ) 

け..： しょく かくた もてん しゅい ま 

パ ン の 形 色のう ちに まことに まします 隠れ 給う 天主、 今 

み まえ れいはい たてまつ しゅ みと ちからた 

うやうやしく 御前に 礼拝し 奉る。 われ は 主を認 むる 力足ら ざ 

こ ころ まった しゅ したが たてまつ 

るに より、 わが 心 を 全く 主に 従わせ 奉る。 

▲ いまみ ふ あじ しゅ 

ここに 今、 見、 触れ、 味わう ところの みに て は、 これが 主 

みと がた みみ き， 

なること を 認め 難 けれども、 ただ：；：： T に^ける ところに よりて 

かくしん てんしゅ おん こ 

確 15 するな り。 われ は 天主の 御 F のの たまいし こと を、 こと 
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しん たてまつ しんり ことば よ 

ごとく 信じ 奉る。 この 真理の 言葉に まさる まこと は、 世に あ 

る ことなし。 

じゅうじ かじょう てんしゅ せい かく 

十字架 上に て は 天主た るの 性の み 隠れし かど、 ここにて は 

ひと せい とも かく せい とも 

人た るの 性 も 共に 隠る るな り。 され ど われ 二つの 性の 共に ま 

しん こうげん くいあらた 

します を 信じ か つ これ を 公言し、 カル ヮ リオに て悔 改めし 

と う ぞく ねが ねが たてまつ 

盗賊の 願いし こと を われ もまた 願い 奉る。 

▲ ごと おん きず み しゅ てんしゅ 

われ は トマの 如く 御 傷 を 見 ざれ ども、 主の わが 天主なる こ 

こうげん ねが し ゆ 

と を 公言して はばからず。 願わくは、 われ をして 主 をます ま 

しん しゅよ たの しゅ あい え たま 

す あつく 信じ、 主に 依り 頼み、 k を 愛する こと を 得しめ 給え。 

しゅ ご し きょ き ねん ひと いのち あた い 

わ が 主 の 御 死去 の 記念と して 人 に 命 を 与うる 活ける パンよ、 

こころ おん み い え いつ かん び 

わが 、し を 御身に よりて きながら^ しめ、 何 i& も そのけ^; な 
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あじ ぉぱ え たま 

る 味 を i ゆる こと を 得しめ 給え。 



▲ おん ち ひとしず よ つみ つぐの え 

御 血の 一滴く を もってしても、 世の すべての 罪 を 償う を 得 

給う 主なる イエ ズス、 願わくは 汚れた る われ を、 御 血 を もつ 

きょ たま 

て 清め 給え。 

せいたい すがた みたて まつ ねが かつ 

聖体の 姿のう ちに 見 奉る イエ ズス、 願わくは わが 渴 する 

のぞ あた たま すな わ てんごく しゅ 

ごとく 望む ところ を 与え 給え。 即ち 天国に おい てあら わに 主 

おんかお みたて まつ み さか あお さい わ え たま 

の 御顔 を 見 奉り、 御 栄え を 仰ぎて 幸いなる を 得しめ 給え。 

ァ ー メン。 
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ォ. サル タリス (ああ 救 霊の ホス チア) 

きゅうれ い 

ああ 救 霊の いけにえ、 

あま み くに もん ひら たも おん もの 

天 つ 御 国の 門 を 開き 給う 御者よ、 

てき たたか ゆえ 

われらの 敵 は 戦い をい どむ が 故に、 

ちから たす あた たま 

われらに 力と 助けと を 与え 給え。 

さん い いったい てんしゅ 

三位 一 体の 天主に、 

よ よ さか 

世々 に 栄え あらん こと を。 

ねが おわ いのち 

また 願わくは 終りな き 命 を、 

あま あた たま 

天つ ふるさと において 与え 給わん こと を。 ァ— メン 



ァヴ H • ヴェ I ルム (めでたし、 まことの 御 休よ) 

どうてい う たま おんから だ 

めでたし、 童貞 マリアより 生まれ 給いし まことの 御 体よ、 

ひと くる う じゅうじか うえ 

げに 人の ため に 苦しみ を 受け、 十字架の 上に ていけに えと 

たま おん もの 

なり 給いし 御者よ、 

おんわき ばら つらぬ みず ち なが たま 

) 御 協 腹 はさし 貫かれ、 水と 血と を 流し 給えり。 

五 口 ： 

ニーぶ ねが りんじゅう たたか あた てんごく 

は 願わくは 臨終の 戦いに 当りて、 あらかじめ われらに 天国 

斤 さい わ あじ たま 

る の 幸い を 味わし め 給え。 

ま ああ 甘美なる イエ ズス、 

| 慈悲 深き イエ ズス、 

おん こ 

^ マリアの 御子なる イエ ズス よ。 ァ ー メン。 
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パ ンジェ • リング ヮ (いざ 欤ぇ わが S よ) 

うた した 

いざ 歌え わが 舌よ、 

さか おんから だ おく ぎ 

栄え ある 御 体の 奥義と、 

こうと おん はは おん こ ばんみん おう 

尊き 御 母の 御子、 万民の 王の、 

よ なが たま とうと おん ち おく ぎ 

世の あがないの ために 流し 給える 尊き 御 血 の 奥義 をば。 

主 は 汚れな き 童貞より 生まれ 出で て われらに 与えられ、 

みおし た.！." よ 

御 教えの 種 を まき つ つ この 世 を わたり、 

おんめ ぐ あた おわ たま 

くす しき 御 恵み を 与えて これ を 終り 給いぬ。 

さい ご よる あた しゅ きょうだい とも 

すなわち 最後の ばんさんの 夜に^' りて、 主 は 兄弟ら と 共 
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に 食卓 を かこみ、 

きゅうやく のり すぎこし しょく 

旧約の 則に したがいて 過 越 を^し、 

このと き、 御手ず から 御身 を 十二使徒に 分ち 給えり。 

たま み こ とば おんに く 

ひととなり 給える 御言 葉 はまことの パ ンを御 肉と なし、 ブ 

ドウ 酒 はじ つ に 御 血と 変われり。 五感 はこれ を 測り 得 ざれ ど 

こころ しんこう かた しん 

も、 まことなる 心 は 信仰の みに よりて g く：：：：： ずるな り。 

とうと ひせき ふ おが たてまつ 

かく も 尊き 秘蹟 をば、 われら 伏して 拝み 奉らん。 

しき す さ あたら まつ 

いにしえの 式 は 過ぎ去りて 新しき 祭り はなれり。 

ねが しんこう ご かん た おぎな 

願わくは 信仰の、 わが 五感の 足らざる ところ を 補えよ かし。 

おんちち おん こ ほ ま よろこ 

御 父と 御子に、 誉れと 喜び、 
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れレ はい み さ. ち 力ら L ゆく ふく 

礼拝と 御 栄え、 力と 祝福 あれ、 

一 一位より 出で 給う 聖霊 もまた 共に たたえられ よかし。 

ァ ー メン。 

せいたい と たてまつ とき いのり 

聖体 を訪ぃ 奉る 時の 祈 

わが 主 イエ ズス よ、 主 は 人々 を 愛し 給う により、 昼夜 聖 

たい ひ せき いっく みち ひとびと 

体の 秘蹟に まし まし、 あわれみと 慈しみと に満 あふれて 人々 

まね しゅ とたて まつ もの めぐ たも ▲ せい 

を 招き、 すべて 主 を訪ぃ 奉る 者 を 恵み 給う。 われ この 聖 

たい ひ せき しゅ しん ふ しゅ 

体の 秘蹟に 主の まことに まします こと を 信じ、 ひれ 伏して 主 

れいはい ほどこ たま ご おん とく ひ 

を 礼拝し、 またす ベて われに 施し 給いし 御 恩、 特に、 この 秘 



休に w I' /- }h ( 



せき おん み あた せいぼ だいとう しゃ 

蹟を もって 御身 を われに 与え、 聖母 マリア を わが 代禱 者と な 

いま しゅ み まえ まね たま かんしゃ たてまつ 

し、 かつ 今、 われ を 主の 御前に 招き 給える を 感謝し 奉る。 

われい ま 御 恵みに 感謝し、 慈しみ 深き 御 心 を うやうやしく 

れ， * はい しゅ せいたい ひせき さ だ たま おんめ ぐ しゃ 

礼拝し、 一 に は 主が この 聖体の 秘蹟を 定め 給いし 御 恵み を 謝 

せいたい ひ せき てき う たま 

し、 二に は 聖体の 秘蹟 において すべての 敵より 受け 給いし 

はずかし つぐの せいたい ひ せき しゅ うやま みと 

辱 め を 償い、 三に は 聖体の 秘蹟 のうちに 主 を 敬い 認めざる 

ひとびと かわ しゅ おが たてまつ ▲ しゅ 

人々 に 代りて 主 を 拝み 奉らん とす。 わが 主 イエ ズス よ、 

いっしん しり あい いま かぎ しゅ -.; つく 

わが ： 、七に 主 を 愛し、 今まで しばしば 限りなき 主の 慈しみに 

=:: ふし を 悔み、 聖寵の 助けに よりて、 この 後 主に 背く まじ 

し-:^ 心し^る。 

み まった しゅ ささ こころ あいじょう き まう 

—わ 力 ^を 全く 主に 献げ、 、む を も 愛 W を も 希望 を も 
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ももの しゅ まかた てまつ ▲ ねが いま 

持ち物 を もこと ごとく 主に 委せ 奉る。 願わくは、 今より わ 

み むね はか たま 

れ とわが すべての ものと にっき 御 旨の ままに 計らい 給え。 た 

しゅ あい し た しの み むね じょうじゅ 

だ 主 を 愛し、 死す るまで 耐え忍びて、 御 旨 を 成就 せんこと 

ねが たてまつ れんごく れいこん すく せいたい せいぼ 

を 願い 奉る。 また 煉獄の 霊魂 を 救い、 とくに 聖体と 聖母 マリ 

とうと もの すく たま つ みぴと おん 

ァとを あつく 尊み たる 者 を 救い 給え。 あわれなる 罪人に も 御 

じ ひ おんまな こ そそ たま あいじょう しゅ みこ ころあい 

慈悲の 御 眼 を 注ぎ 給え。 ついに わが 愛情 を、 主の 聖 心の 愛 

じょう あ え いえん おんちち ささ ちち う 

情に 合わせて、 これ を 永遠の 御 父に 献げ、 聖父 のこれ を 受け 

い たま しゅ みな ねが たてまつ 

容れ 給わん こと を、 主の御名 によりて 願い 奉る。 ァ ー メン。 

(聖 アル フ ォ ンソ) 



241 i x ズスの や 心に？、 j r る 祈 ( 《語) 



イエ ズス の聖 心に 対する 祈 (文語) 

じんるい ぼうおん たい つぐの い のり 

人類の 忘恩に 対する 償いの 析 

力ん ひ しゅ ひとびと しめ たま おんいつ く 

い と 甘美なる ィ ェ ズ ス よ、 主が 人々 に 示し 給 い し 御 慈し 

ぼうきゃく れいたん むく 

力 は 力え つて かれらの 忘 却と 冷淡と け いべ つとによ りて 報 

いらる るな り。 されば われら は、 主の 祭壇の 御前に ひれ 伏し、 

いし， -し 愛すべき 主の 聖 心が、 あらゆる 方面より 受け 給う、 か 

" ぱ うおん つぐの とく れいはい たてまつ 

. 、し：^ I； ベ さ 忘恩 ほうとく を 償わん がた めに 特に 礼拝し 奉る。 

* しゅ そむ たてまつ 

, わ- イれ、 り もまた、 か つ てお に 背き 奉りた る ものなる を 
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おも だ ふか かな おん ねが たてまつ 

思い出し、 深く 悲しみて 御 あわれみ を 願い 奉る。 われら はお 

つみつ ぐの すす きゅうれい みちとう 

のが 罪 を 償う のみならず、 さらに 進んで、 救 霊の 途を遠 ざ 

しゅ おんまね おう ふ しんこう あらた もの せんれい 

かり、 主の 御 招きに 応ぜず して 不信仰 を 改めざる 者、 洗礼の 

やくそく やぶ しゅ おん いまし こころよ ふ す 

約束 を 破りて、 主の 御 戒めの 快き くびき を 振り 棄て たる 

ひとびと つみ つぐの のぞ たてまつ よふ 

人々 の 罪 を も 償わん と 望み 奉る。 すなわち われら は、 世の 腐 

はい ふうぞく せいしょうねん れいこん だ らく みちび ゆう 

敗せ る 風俗、 むくなる 青少年の 霊魂 を 堕落の ふちに 導く 誘 

惑、 聖日の 無視、 主なら びに 主の 諸 聖人に 向けら るる 不敬の 

ことば しゅ だいりしゃ きょうこう はじ しさいし よく たい 

言葉、 主の 代理者た る 教皇 を 始め、 すべての 司祭 職に 対し 

ぶじょく し せい あい ひ せき たい む かんしん おそ 

てな さる る 侮辱、 至聖 なる 愛 の秘蹟 に対する 無関心と 恐 る ベ 

しゅ たま きょうかい けん り けん い 

きとくせ い、 主の さだめ 給いし、 教会の 権利と 権威と にさ 

しゃかい こうぜん ふぎ ごと かな しゅじゅ つみ 

からう、 社会の 公然の 不義の 如き 悲しむべき 種々 の 罪 を、 あ 
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つぐの たてまつ ほつ ごと つみ 

まねく 償い 奉らん と 欲す。 ああ かくの 如き 罪 をば、 われらの 

ち しお あら きょ いま 

血潮 もて ことごとく 洗い 饽 めんと す ベ もがな。 われら 今 こ こ 

に、 主の いと 高き 御霊 威に 対する i 目 辱の 償いと して、 主が 

じゅうじ か うえ おんちち ささ たま ひ さいだん うえ 

かって 十字架の ヒ にて 御 父に 献げ 給い、 なお 日 ごと 祭壇の ヒ 

く かえ たも つぐの どうてい せい ぼ しょせいじん 

にて 繰り返し 給う 償いに、 童貞なる 聖母、 諸 聖人、 およびす 

しんじん ふか しんじゃ つぐの あ ささ たてまつ けんご しん 

ベての 信心 深き 信者の 償い を 合わせて 献げ 奉り、 ^；间 なる 信 

こう けが せいかつ ふくいん いまし あいとく かんぜん じっこう 

仰、 汚れな き 生活、 福音の 戒め、 ことに 愛徳の 完全なる 実行 

しゅ せいちょう たす ぜんじん るい 

を もって、 主の 聖寵の 助けの もとに、 われらお よび 全人 類 

つみ しゅ おお おんいつ く たい れいたん ちから 

の 罪と、 主の 大 いなる 御 慈しみに 対する 冷淡と を、 わが 力 

およ かぎ つぐの ぜんりょく つく しゅ たい つみびと ぼうじょく 

の 及ばん 限り 償い、 全力 を尽 して、 主に 対する 罪人の 冒 辱 

ふせ あた かぎ おお ひとびと し ゆ おん もと よ あつ 

を 防ぎ、 かつ 能う 限り 多くの 人々 を、 主の 御 許に 呼び集めん 
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こころ やくそく たてまつ じ ひ ふ 力 ね. 力 

と 心より 約束し 奉る。 いと 慈悲 深き イエ ズス よ、 願わくは、 

し せいどう てい きょうし ようしゃ おんとり つぎ すす 

至聖 童貞なる 協 償 者 マリアの 御 取次に よりて、 われらが 進 

ささ たてまつ つぐの やくそく う たま I 

みて 献げ 奉る 償いの 約束 を 受け 給いて、 われら をして 死に レ 

ちゅうじつ しゅっか てん て 、 

たるまで 忠実に 主に 仕え、 天の ふるさとに いたる 日まで 

ナっ しん かた たも たま ちち せいれい とも よよ い 

, 」 の 決心 を 固く 保た しめ 給え。 聖 父と 聖霊と 共に 世々 に 生き 

かっしろ しめし 給う 主なる かな。 ァ ー メン。 

みこ ころ か てい ささ いのり 

イエ ズス の聖 心に 家庭 を献 ぐる 析 

しせい みこ ころ し ゆ せいじょ 

至聖 なる イエ ズス の聖 心よ、 主 はかって 聖女マ ルガ リタ • 

しんじゃ かてい おう おん のぞ あ 

マリアに キリスト 信者の 家庭に 王た らんとの 御^み を 明かし 



A しゅ み むね とうと こんにち あつ 

給えり。 われら は 主の 御 旨 を 尊み て、 今日 ここに 集まり、 

しゅ 力て い おう せんげん たてまつ 

主が われらの 家庭の 王に まします こと を 宣言し 奉る。 われら 

いま しゅ ご せいかつ たてまつ よ へいわ ひつよう 

は 今より、 主の 御 生活に ならい 奉りて、 この の 平和に 必要 

なる 諸 徳の花 を、 われらの 家庭に 咲き^: わせ、 また おのまみ 

たも せ けんて きせい しん あいだ とう 

きらい 給う 世 問 的 精神 をば、 はるかに われら の^より 遠ざけ 

ほつ ねが ち え おさ しんこう すなお 

んと 欲す。 願わくは、 われらの 知忠を 治めて、 U 仰を尜 -3： な 

らしめ、 われらの 心 をす ベて、 、ビ ひとり を 愛せし め 給え。 わ 

れら はしばしば 聖体 を 拝領して、 、H の 愛に 燃え、 その 炎 を 

い つまで も 失わ ざらん と 欲す。 至 ゆなる イエ ズス の聖 心よ、 

おさ せいしんてき ぶっしつ てきじ 

われらの まどいに M となり、 われらの 精神的お よび 物質的 事 

ぎょう しゅく たま わざ わ とお よろこ しんせい くる クり— 

業 を 祝し 給え。 禍ぃを 遠ざけ、 拜 び を 神お にし、 苦しみ を 和 
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ヒま しゅ み むね いた たてまつ ふ こう おちい 

らげ 給え。 われらの うちに、 主の 御 旨 を 痛め 奉る 不幸に 陥る 

もの しゅ くいあらた つみびと たい いっく 

者 あらば、 主が 悔改 むる 罪人に 対して 慈しみと あわれみと 

み たも おも いだ たま ▲ 

に 満ち あふれ 給う こと を、 思い出さ しめ 給え。 ついに われ 

かてい しべつ ふ こう かな くも と とき 

らの 家庭が、 死別の 不幸に あい、 悲しみの 雲に 閉ざされん 時 

さ もの とど もの しゅ えいえん おんさ だ ふく、 じゅう 

は、 去る 者 も 留まる 者 も、 すべて 主の 永遠の 御 定めに 服 従 

たてまつ ぜん か こぞ てんごく あい あつ しゅ み さか 

し 奉らん。 やがて は 全家 挙 りて 天国に 相 集まり、 主の 御 栄え 

おんめ ぐ えいえん さん 、ぴ ひ きた おも 

と 御 恵みと を、 永遠に 讚美す る 日の 来るべき こと を 思わば、 

なぐさ あま ねが せいぼ け 力 

みずから 慰む るに 余り あるべし。 願わくは 聖母 マリアの 汚れ 

みこ ころ さか たいそせ い か， スハぶ rs^ 

なき 御 心と、 栄え ある 太袓聖 ヨゼフと は われらの 家庭 奉献 

しゅ み まえ とり つ こんにち ほう j ム I き J^Y 

を 主の 御前に 取次ぎ、 われら をして、 八/::: のこの^ 献 の.： あ 憶 

しゅうせ いわす たま ねが お、 t;- 

を、 終生 忘れ ざら しめ 給え。 願わくは、 われらの 王に して 



247 イエ ズス の聖 心に 対する 祈 （文語) 



父なる イエ ズス の聖 心の、 世々 に 生き、 かっしろ しめし 給わ 

ん こと を。 ァ ー メン。 

みこ ころ ぶ、 じょく つぐの けっしん いのり 

聖 心の 侮辱 を 償う 決心の 析 

し せい みこ ころ しゅ おお ひとびと はず か 

至聖 なる イエ ズス の聖 心よ、 主が 多くの 人々 より 辱し めら 

れ 給う を 償わん ために、 われら は 愛と 忠実と、 さらに 深き 

みまえ ふ いや み あら み 

けんそん を もって 御前に ひれ 伏し、 卑しき わが 身 を 新たに 聖 

こころ ささ いま つぎ やくそく たてまつ 

心に 献げ、 今、 次の 約束 をな し 奉る。 

こころ せい たも みこ ころ よ ひと ぴと しゅ せい 

われらの 心を聖 ならしめ 給う 聖 心よ、 世の 人々 が、 主の 聖 

ちょう みょうり はず か ▲ いっそう みこ ころ せつ り ふか 

寵の 妙理を 辱し むる とき、 われら は 一 赠§-、 レの 摂哩を 深く 
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しん たてまつ 

信じ 奉る。 

じんるい ゆいいつ き ぼ、 つ みこ ころ ふしん ぼうふうう 

人類の 唯一 の 希望なる 聖 心よ、 不信の 暴風雨が、 われらの 

きぼう うば ▲ いっそう しゅ きぼう たてまつ 

希望 を 奪わん とするとき、 われら は 一 層 主に 希望し 奉る。 

かぎ あい みこ ころ よ ひとびと しゅ おんいつ く 

限りなく 愛すべき 聖 心よ、 w の 人々 が、 主の 御 慈しみ を 

こば ▲ いつ そうふ か しゅ あい たてまつ 

拒む とき、 われら は 一 屑 深く、 H を 愛し 奉る。 

てんしゅ みこ ころ よ ひとびと しゅ ごしんせ い いな I 

天主の 聖 心よ、 世の 人々 が、 主の 御 神性 を 否む とき、 わ 

い つそう しゅ れいはい たてまつ 

れらは 一 層 主 を 礼拝し 奉る。 

し せい みこ ころ しゅ せい おきて わす そむ 

至聖 なる 聖 心よ、 おの 聖 なる 淀が 忘れられ、 背か るるとき、 

▲ いつ そう まも け つ しん たてま つ 

われら は 一 層 これ を 守らん と 決心し 奉る。 

ゆた めぐ あた たも みこ ころ しゅ せい ひ せき かろ 

豊かなる 恵み を 与え 給う 聖 心よ、 主の 聖 なる 秘蹟が 軽ん ぜ 

わす A いつ そうあい うやま 

られ 忘れら るるとき、 われら は 一：^ 愛と 敬いと を もって、 
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う はげ たてまつ 

これ を 受けん と 励み 奉る。 

ぜんとく も はん みこ こ ろ しゅ あが おんとく み す 

すべての 善徳の 模範なる 聖 心よ、 主の 崇 むべき 御徳が 見餘 

てら るるとき、 われら は 一 層 主の 善徳に ならわん と 決心し 

たてまつ 

奉 る。 

れいこん すく のぞ たも みこ ころ あく ま ひとびと れいこん 

霊魂の 救い を あつく 望み 給う 聖 心よ、 恶 魔が 人々 の 邀魂を 

ほろ ▲ いっそう きゅうれい はげ 

亡ぼさん とするとき、 われら は 一 1? その 救 霊の ために、 励 

けっしん たてまつ 

まんと 決心し 奉る。 

はず か あ みこ ころ よ ひとびと こうまん かいらく 

辱し めに 飽かされ たる 聖 心よ、 の 人 々がお 慢と 快楽との 

ために、 おのれの 務め を 忠実に 尽す をい とうとき、 われら 

いっそう うか ぎ せい こころ やしな けっしん たてまつ 

は 一層お のれに 打ち勝ち、 犠牲の 心 を 養わん と 決心し 奉る。 

かん び みこ ころ よ ひとびと しゅ せいかい かろ 

甘美なる 聖 心よ、 世の 人々 が、 主の 聖会を 軽ん ずると き、 
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▲ いつ そうせ いかい ちゅうじ つ こ はけ たてま つ 

われら は 一 層聖 会の 忠実な 子た らんと 励み 奉る。 

つらぬ みこ ころ よ ひとびと しゅ だい り しゃ 

やりに て 貫かれた る聖 心よ、 世の 人々 が、 主の 代理者た る 

きょうこう はくがい 4 いっそ、 つ しんらい 

教 皇を 迫害 するとき、 われら は 一 層 かれ を 信頼し、 かれの 

いの けっしん たてまつ 

ために 祈らん と 決心し 奉る。 

き がん し せい みこ ころ よ 

祈願 至聖 なる イエ ズス の聖 心よ、 われら をして、 この 世 

みこ ころ し と はげ てん しゅ み 

において は聖 心の 使徒と して 励ましめ、 天に おいて は 主の 御 

さか せ いちょう くだ よわ 

栄えと ならし めんた め、 われらに 聖寵を 降し、 われらの 弱 

つよ たま ▲ 

さ を 強め 給え。 ァ— メン。 
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ひと こころ おう む 力 いのり 

すべての 人の 心の 王た る キリストに 向う 析 

しゅ しゅ うちゅう おう みと たてまつ 

主、 イエ ズス. キリストよ、 われ は 主 を 宇宙の 王と 認め 舉 

▲ いっさい つく しゅ ねが 

る。 一 切の 造られし もの はみ な 主の ため なれば、 願わくは 

うえ しゅ けんのう こう し たま せんれい 

わが 上に 主の すべての 権能 を 行使し 給え。 われ ここに 洗礼の 

やくそく あら あく ま わざ えいが す しん 

約束 を 新たに し、 悪魔と その 業と その 栄華と を棄 て、 よき 信 

、じ や い ちか とく てんしゅ しゅ こうきょうかい 

者と して 活 くる こと を 誓い、 特に 天主と、 主の 公教会との 

けん り しょうり え ちから およ かぎ つく やく 

権利が 勝利 を 得ん ために、 わが 力の 及ぶ 限り 尽 さん こと を 約 

そく たてまつ みこ ころ ひと こころ しゅ 

束し 奉る。 イエ ズス の聖 心よ、 われ はすべ ての 人の 心が 主の 

せい しゅけん みと たてまつ しゅ へい わ し はい ぜん せ かい およ え 

聖 なる 主権 を 認め 奉り、 主 の 平和の 支配が 全世界 に 及ぶ を 得 

まず わざ ささ たてまつ 

んが ために、 わが 貧しき 業 を ことごとく 献げ 奉る。 ァ— メンー 
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みこ ころ じんるい ささ たてまつ いのり 

イエ ズス の聖 心に 人類 を献げ 奉る 祈 

じんるい ぬし かんび 

人類の あがない 主に まします いと も 甘美なる イエ ズス よ、 

しゅ さいだん ふ たてまつ かえり たま 

うやうやしく 主の 祭壇の もとに ひれ 伏し 奉る われら を 顧み 給 

k しゅ しゅ ほつ 

え。 われら は 主の ものな り。 また 主の ものた らんと 欲す。 

かた しゅ いっち え すす 

され どもな お 固く 主と 一致す る を 得ん ため、 いまおの おの 進 

し せい みこ ころ み ささ たてまつ ひと ぴと 

んで、 至聖 なる 聖 心に 身 を献げ 奉る。 人々 のうちに はい まだ 

しゅ し おお しゅおん いまし かろ しゅ す 

主 を 知らざる もの 多く、 また 、にの 锏 戒め を 軽んじて 主を棄 

たてまつ おお じ ひ ふか もの 

て 奉りし もの 多し。 いと も 慈悲 深き イエ ズス よ、 これらの 者 

みな たま しゅ みこ ころ ひ よ たま 

を 皆 あわれみ 給いて、 ことごとく、 H の^ 心に 引き寄せ 給え。 

しゅ しゅ とお しんじゃ 

主よ、 こいね がわく は、 かって K を 遠ざかりし ことなき 信者 




おう しゅ はな たてまつ もの おう たま 

に 王た るの みならず、 、王 を 離れ 奉りた る 者に も 王た り 給え。 



こん く きが ほろ まぬ が はや 

かれら をして 困苦と 飢餓と に滅 ぶる を 免れし めんた めに、 早 

ちち いえ かえ たま いせつ まよ もの ふ 

く 父の 家に 帰らし め 給え。 異説に 迷わされし 者、 あるいは 不 

わ しゅ はな もの おう たま しん 

V 和の ために 主 を 離れし 者に も 王たり 給え。 かれら をして、 真 

7r. り みなと しんこう いっち かえ ひとり ぼくしゃ 

は 理の 港と 信仰の 一致と に 帰らし め、 やがて 一人の 牧者、 一 つ 

W むれ え たま 

る の 群と なる を 得しめ 給え。 

ォ しゅ しゅ こうきょうかい ぶ じ あんぜん じ ゆう たま ばん 

^ 主よ、 主の 公教会に は 無事と 安全なる 自由と を 賜い、 万 

、レ みん ちつじょ へいあん たま ち りょうきょく あいだ こえ 

% 民に は 秩序 ある 平安 を 賜いて、 地の 両極の 問に、 一 つの 声 

び わた え たま たす あた たも 

g のな り 渡る を 得しめ 給え。 すなわち われらに 救 かり を 与え 給 

ェ てんしゅ みこ ころ さんぴ よ よ さか そんすう たま 

ィ う 天主なる 聖 心の 讚美せられ、 W 々に 栄えと 尊崇と あらせ 給 

g え かし。 ァ ー メン。 



255 聖母 マリアに 対する 祈 （文語) 



せいほ たい いのり 

聖母 マリアに 対する 祈 (文語) 

せいぼ ご ほ ご もと いのり 

聖母の 御 保護 を 求む る析 

じ ひ ふか どうてい ▲ ご ほ ご おんたす もと 

慈悲 深き 童貞 マリア、 御 保護 によりす がりて 御 助 け を 求 

おんとり つぎ ねが もの ひとり す 

め、 あえて 御 取次 を 願える 者、 一 人と して 棄 てられし こと、 

いま よ きこ おも たま 

いにしえより 今にいた るまで、 世に 聞えざる を 思い 給え。 

ど、 つてい ちゆ、 r- ど、 r- てい おん はは たの おも 

ああ 童貞 中 の 童貞な る 御 母、 われ これによ りて 頼もしく 思 

は きた つみびと み み まえ たてまつ 

いて 走せ 来り、 罪人の 身 を もって、 御前に なげき 奉る。 あ 

みことば おん はは いの かろ たま おん 

あ 御言 葉の 御 母、 わが 祈り を 軽んじ 給わず、 御 あわれみ をた 
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き たま き い たま 

れて、 これ を 聴き 給え、 これ を 聴き 容れ 給え。 ァ— メン。 

(聖 ベルナル ド) 

せいぼ いっさい たく いのり 

聖母に | 切 を 託する 析 

1 J ^^ベう、 ゾ^て いせい A おんみ とうと ご ほ ご 

わ 力 元 后、 童貞 聖 マリア、 われ は、 御身の 尊き 御 保護と、 

. ^-ル ゆ/ V- み お こんにち まいにち 

特^なる 御 守護との もとに わが 身 を 置き、 今日、 毎日、 また 

りん、 じ f う とき れいこん にくしん ふ. f- みて 

臨終の 時、 わが 霊魂と 肉 身と を、 あわれみ 深き 御手のう ち 

たてまつ いっさい き ぼう よろこ こんなん A な 

に 託せ 奉る。 われ はわが 一切の 希望と 喜び、 困難と 悲しみ、 

い/し， よ： つ ^> ゾ， はん み ささ たてまつ おん み おんとり つぎ おんい さお 

一 生と 最後と を 御身に 献け 奉る。 御身の 御 取次と 御： &: とに 

_ ^ わざ、 おん み おんこ みむね そ 

よりて われらの すべての 仕業が、 御身と 御子との 御 旨に 忝 
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みちび たま ねが たてまつ 

うよう 導き 給わん こと を 願い 奉る。 ァ— メン。 

(ゆァ ロイ ジォ) 

せいぼ けが みこ ころ につ ぱん ささ いのり 

聖母の 汚れな き 御 心に 日本 を献 ぐる 析 

きょ おん はは へいわ げんこう せい 

いと 潔き あわれみの 御 母、 平和の 元 后なる 聖 マリアよ、 わ 

せい きょうかい みちび したが こんにち につばん につばん こく 

れ らは聖 なる 教会の 導きに 従い、 今 H、 日 本お よび 日本 国 

みん おん み けが みこ ころ ほうけん おん み ま ご 

民 を 御身の 汚れな き 御 心に 奉献し、 そのす ベ て を 御身の 保護 

ゆだ たてまつ ほつ 

に 委ね 奉らん と 欲す。 

▲ ねが せいぼ いっく おん こころ 

願わくは 聖母、 慈しみの 御 まなざし もて われらの 心 をみ そ 

たま 

なわし 給え。 
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ひとびと しん り こころ つみ けが そ 

ああ、 人々 真理に うとく、 その 心 くらみ、 罪の 汚れに 染み、 

よ にく たがい わか あい あらそ てんしゅ れい い きず S, レ み 

諸国 はまた 互に 分れて 相 争い、 天主の 霊 威 を 傷つけ、 御身 

みこ ころ かな まい 

の 御 心 を 悲しませ 参らす るな り。 

▲ につばん こくみん ひかり へ 1 わ 

され ど われら 日本国民 は、 ひたすらに 光 をしたい、 平和 を 

、 ， ねが せいぼ おん みこ ころ 

こいね がう もの なれば、 願わくは 聖母、 御 あわれみの 御 心 を 

ねが き たま いま よ 

ひらきて、 われらの 願い を 聞き 給え。 われら 今、 この 世の す 

メる ♦ なや おお た しの よ つみ つぐの 

ベての 苦しみ 悩み を 雄々 しく 耐え忍び、 そ を 世の 罪の 償い 

てんしゅ ささ おんい か たてまつ おし 

として、 天主に 献げ、 その 御 怒り をな だめ 奉り、 わけても 御 

^ Y が . h こころ しゅ みむね おも み きょ 

身の 汚れな き 御、 屯に ならいて、 K の 御 31：： を遗ん じ、 ，讨 を淸く 

じ せい いっしょう おく けっしん 

持して、 聖 なる 一 生 を 送らん と 決心す。 

▲ ねが せいぼ ちから み て よわ ヒす 

願わくは 聖母、 力 ある 御手 をのべ て、 われらの 弱き を 助け 
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た ま 

給え。 

どうほう あいたが い しょこく 

かくて、 われら は 同胞、 相互に たすけ はげまし、 諸国 は 

せいぎ あい むす せかい 

正義と 愛の きずな もて 結ばれ、 もって 世界 は、 とこしなえの 

平和 を 楽しむ にいた らんこと を 望む。 

▲ ねが おん み じぼ あい まも たま 

願わくは、 御身、 慈母の 愛 もて われら を 護り 給え。 

てんしゅ せいぼ いのた ま 

天主の 聖母、 われらの ために 祈り 給え。 

▲ おんやく そく たま 

キリストの 御 約束に われら を かなわし め 給え。 

きがん ぜんのう えいえん てんしゅ しゅ どうてい せい みこ ころ 

祈願 全能 永遠なる 天主、 主 は 童貞 聖 マリアの 御 心のう ち 

せいれい おん やど たま ねが 

に 聖霊 の い み じき 微宿 をし つ ら え 給 いたる により、 願わくは 

おん けが せいぼ みこ ころ につばん ささ 

御 あわれみ を たれて、 かの 汚れな き 聖母の 御 心に 日本 を献 

たてまつ しゅ みこ ころ い え 

げ 奉りた る われら をして、 主の 聖 、しに そいて 生く る を 得しめ 



たま しゅ ね、 が たてま つ ▲ 

^ 給え。 われらの 主 キリスト によりて 願い 奉る。 ァ— メン。 

ぐ 

献 せい みさ さ いのり 

を 聖 マリアに 身を献 ぐる 析 

身 

こ 

.t てんしゅ おん はは はは どうてい せい おん み 

打 天主の 御 母に して われらの 母なる 童貞 聖 マリアよ、 御身 は 

マ つく ぜんとく かが 

聖 造られし ものの うちにて たぐいな く、 かつ 善徳の 鑑みに まし 

おん ひざもと ふ おん み てんしゅ めぐ たま 

ませば わ れ御 膝下 に ひれ 伏して、 御身 が 天主より 恵まれ 給い 

さんぴ つつし み ささた てまつ ▲ しょてんし しょせい 

し を 讃美し、 謹みて わが 身 を献げ 奉る。 なお 諸 天使. 諸聖 

じん つね つく うやま あい ささ ほ つ あた 

人の、 常に 尽 せる 敬いと 愛と を献 げんと 欲すれ ども 能 わざれ 

ちから かぎ さんび つか ほつ 

ば、 せめて 力の あらん 限り 讚美し、 かつ 仕え まつらん と 欲し 

しゅご てんし しょせいじん まえ いっしん とうと うやま いっく 

守護の 天使、 諸 聖人の 前にて、 一 心に 尊み 敬い、 わが 慈しみ 



261 聖母 マリアに 対する 祈 （文語) 



『 — — — H 謹— mij 

ふか はは げんこう ほ ご しゃ あお たの にくしん ご かん 

深き 母、 わが 元 后、 わが 保護者と 仰ぎ 頼み、 わが 肉 身と 五感、 

れいこん ちえ あいじょう せいめい まかた てまつ 

わが 霊魂と 知恵、 ならびに わが 愛情、 わが 生命 を も 託せ 奉 

しゅうせい せいぼ こ たの せいぼ 

る。 われ 終生、 聖母の 子た る を 楽しみ、 聖母の しもべた る 

たか くらい おも み な おんめ ぐ ひと あら 

を 高き 位よりも 重んじ、 御名 を ほめ、 御 恵み を 人に 顕 わし、 

つか たてま つ ねが こころざし 

ひとえに 仕え奉らん。 願わくは この 志 を あわれみて、 これ 

はた え たま せいぼ た おも めぐ 

を 果すを 得しめ 給え。 聖母 は 絶えず われら を 思いて、 恵み を 

あた はかた ま にち わす え 

与えん と 計り 給えば、 われ、 いかで 一 日 もこれ を 忘る る を 得 

せいぼ まも たま た 

んゃ。 ああ 聖母、 われ を 守り 給わば われに 足らざる ところな 

ゆえ なみだ たに おんたす あお たの 

からん。 故に この 涙の 谷より、 御 助け を ひとえに 仰ぎ 頼み 

たてま つ 

奉 る。 

玄 あ ヒ *H う ナ い 

ああ 聖母よ、 悪しき へび あり、 絶えず 謀計 をめ ぐらして わ 



聖 マリアに 身を献 ぐる 祈 262 



きず そこな ▲ おん み つよ 

れを 傷つけ 害わん とす。 御身 はかのへ びの 強く して、 わが 

よわ t たま 

弱き こと をよ く 知り 給えば、 いつにても、 いずこ にても、 わ 

す たま み あし こうべ ふ くだ たま 

れを棄 て 給わず、 御 足 もて、 かれが 頭 を 踏み 砕き 給え。 ああ 

せいぼ うき よ なみかぜ つね ふ す さ ただよ しず 

聖母よ、 浮世の 波風 は 常に 吹き荒みて、 われ を 漂わし 沈めん 

おん み うみ じ かと わ あや み たま 

とす。 御身 は 海路の 難う して、 我が 危うき を はるかに 見 給え 

き ぼう ほし おわ あんらく みなと 

ば、 こい ねがわくは 希望の 星と なり、 終りな き 安楽の 港に、 

みちび たま しょせいじん とも かぎ み な 

われ を 導き 給え。 ついに 諸 聖人と 共に、 限りなく 御名 を ほめ、 

おんめ ぐ しゃ とも てんしゅ あい さん ぴ え たま 

御 恵み を 謝し、 共に 天主 を 愛し、 かつ 讚美す る を 得しめ 給わ 

せいぼ おんいつ く ねが たてまつ 

ん こと を、 聖母の 御 慈しみに よりて 願い 奉る。 ァ ー メン。 



263 聖 ヨゼフに 対する 祈 （文語) 



聖 ヨゼフに 対する 祈 (文語) 

きょうかい ほ ご しゃ せい むか いのり 

教会の 保護者なる 聖 ヨゼフに 向う 析 

さい わ こんなん おん み 

幸いなる ヨゼフよ、 われら 困難のう ちに 御身に よりすがり 

おんみ とうと じょ、 つ はい たす もと お， < み 

かつ 御身の いと 尊き 浄 配の 助け を 求め たれば、 また 御身の 

ご ほ ご たの ねが たてまつ ▲ おんみ てんしゅ せい ぼ けが 

御 保護 を も 頼もしく 願い 奉る。 御身 は 天主の 聖母なる 汚れ 

どうて い むす おさな つく 

なき 童貞と 結ばれた るいつ くしみ あり、 幼き イエ ズス に尽し 

ちち あい おん ち 

たる 父の 愛 あれば、 また イエ ズス • キリストが、 その 御 血 を 

もって あがない 得た まえる 家督 を、 一層 あわれみて 顧み、 か 



教会の 保護者なる 聖 ヨゼフに 向う 祈 264 



きゅう せま とき じょりょく きゅうえん くだ 、J ま 

つす ベて われらの 急に 迫れる 時、 助力と 救援と を 下し 給わ 

ふ ねが たてまつ 

ん こと を、 伏して 願い 奉る。 

せいか ぞく ちゅうじつ しゅ ご しゃ えら 

聖家族の いと 忠実なる 守護 者よ、 イエ ズス. キリストの 選 

すえ まも たま ▲ いっく ふか ちち 

ばれた る 末 を 守り 給え。 慈しみ 深き 父よ、 われらの ために、 

あやま ふはい でんせん ふせ たま つよ ほごしゃ 

すべての 誤りと 腐敗との 伝染 を 防ぎ 給え。 いと 強き 保護者よ、 

やみ けん い たたか てん たす たま 

われらが 暗の 権威と 戦う を あわれみて、 天より 助け を たれ 給 

むかしお さな せいめい き けん すく ごと 

え。 また 昔 幼き イエ ズス を、 生命の 危険より 救いし 如く、 

いま こうきょうかい まも てき こんなん まぬ が 

今 も 公教会 を 守りて、 敵の わなと、 すべての 困難と を 免れ 

たま つね ほご 

しめ 給え。 かつ 常に われら を ことごとく 保護し、 われら をし 

おん ス おんたす せい いっしょう おく 

て銜 身に ならわしめ、 御 助けに よりて、 聖 なる 一 生 を 送り、 

しス じん し てんごく えいえん ふくらく え 

信、 も を も つ て 死し、 天国の 永遠なる 福 楽に いたる こと を 得し 



265 聖 ヨゼフに 対する 祈 （文語) 



たま 

め 給え。 ァ ー メン。 

せい むか ていとく もと いのり 

聖 ヨゼフに 向い て 貞徳を 求む る析 

どうてい しゃ ちち ほ ご しゃ せい ▲ おん み じゅんけつ 

童貞 者の 父 か つ 保護者なる 聖 ヨゼフ、 御身 は 純潔 その も 

どうていち ゆう どうてい せい 

のに まします イエ ズス と、 童貞 中の 童貞に まします 聖 マリ 

ちゅうじつ しゅ ご しゃ えら たま ねが おん み 

ァ との、 忠実なる 守護 者と 選ばれ 給えり。 願わくは、 御身 

たく さいあい 

に 託せられ たる 最愛の イエ ズスと マリアと によりて、 われ 

けが まぬ が せいしん こころ しんたい しょう 

をして すべての 汚れ を 免れし め、 精神 も、 心 も、 身体 も、 清 

じょうけ つばく かんぜん ていけった も た 

浄 潔白に して、 完全なる 貞潔 を 保ちながら、 絶えず イエ ズ 

つか たま 

スと マリアに： ti えしめ 給わん こと を、 ひたすら こいね がい 



聖 ヨゼフに 向いて 貞徳を 求む る 祈 266 



たてま つ 

奉 る。 ァ 



267 天使' 諸 聖人に 対する 祈 （文語) 



てん し しょせいじん たい いのり 

天使 • 諸 聖人に 対する 祈 (文語) 

しゅ ご てん し むか いのり 

守護の 天使に 向う 祈 

しゅ ご てん し おん み てんしゅ おんせつ り しゅう 

わが 守護の 天使、 御身 は 天主の 御 摂理に よりて、 わが 終 

せい とも たま おん み とうと ご ほ ご た おんみち び 

生の 友と なり 給えり。 御身の 尊き 御 保護と、 絶えざる 御 導 

かんしゃ たてまつ ▲ ねが おん み つよ おん つばさ よわ 

きと を 感謝し 奉る。 願わくは、 御身の 強き 御 翼 もて 弱き わ 

れいこん おお き けん まぬ が たま くる あ らくたん 

が 霊魂 を 覆い 危険 を 免れし め 給え。 苦しみに 会う とも 落胆す 

こううん おも せ ぞく 

る ことなく、 幸運に おいても 思い あがる ことなく、 世俗と そ 

せいし， < なが まず ひ と 

の 精神に 流さる る ことなく、 貧しき 人 をない がしろ にす る こ 



天使 の 保護 を 求む る 祈 268 



しゅおん いっく おんみ 

となく、 、王の 御 慈しみに より、 御身に ゆだねられ たる わが 

いっしょう おんみ よろこ みちび 

一 生が、 すべて 御身の 喜びと なる よう、 われ を 導き、 われ 

はげ つよ たま はな ら レ 

を 励まし、 われ を 強め 給え。 われ を 離れず、 わが 足の つまず 

^-ょ ん て ささ まも たま 

力 さらん よう 清き 御手 もて われ を 支え、 われ を 守り 給え。 

ァ ー メン。 

てん し ほ ご もと い のり 

天使の 保護 を 求む る析 

てんしゅ しゅ かいきゅう た てん し ひと せいえき 

ああ 天主， 主 はくす しき 階級 を 立てて 天使と 人との 聖役 

わ ■ 力 ^ま ねが てん しゅ み まえ つか てし し 

を 分ち 給えり。 願わくは 天に おいて 主の 御前に 仕うる 天使 を 

ちじょう まも たま 

して、 地上に おける われら を 守らし め 給わん こと を。 われら 



269 天使' 諸 聖人に 対する 祈 （文語) 



しゅ ねが たてまつ 

の 主 キリスト によりて 願い 奉る。 ァ— メン。 

聖 ペトロと 聖パゥ 口に 対する t 析 

しゅ しゅ ひとき ゆうれい こう 

主 イエ ズス • キリスト、 主 は よろずの 人の 救 霊の ため 公 

きょう 力い た せい かしら えら てんごく かぎ あた たま 

教 会 を 建て、 聖 ペトロ を 頭と 選び これに 天 M の 鍵 を 与え 給 

せい かいしん い ほうじん し と えら たま 

えり。 また 聖パゥ 口 を 回心せ しめて、 異邦人の 使徒と 選び 給 

▲ ね 力 りょうし と み おし まも てんしゅ あい 

いき。 願わくは われら も両 使徒の 御 教え を 守り、 天主 を 愛 

し W じょう はい こうきょ うか い したが かしら きょうこう いっち 

し、 主の 浄 配なる 公教会に 従い、 その 頭なる 教皇と 一致し、 

ただ しんこう まも え たてま つ 

正しき 信仰 を 守る を 得ん こと を ひたすら こ いねが い 奉る。 ァ 

—メ ン。 



日本 二十 六聖 殉教者の 信仰 を 求む る 祈 270 



日お 一-土 ハ r3; のきき きり 

主ィヱ ズス. キリスト、 主 はじ. の^に よりて、 き やへ ト 

口 . バ I： チぉス k 聖。 ハウ ローニ 木、 および そのき の 3 ず 

して、 主の 御鑑 になら わしめ、 ss%< ^の^まつ の^^とし 

て、 かれらの 鮮血 を 納め 給えり。 A g わく は、 二十 六き f お 

^^うし や おんとり つぎ ナゃ re^ J4 ― 二 I J ゾ耳 ftj 拜 

教 者の 御 取次に よりて、 ^固なる i€ とず lr きうる きず 

, > . えた ま フ^ク 

と を われらに 得しめ 洽ぇ。 ァ— メン。 



271 天使 • 諸 聖人に 対する 祈 （文語) 



せい ぜんとく もといの り 

聖 フランシスコ. ザべ リオに ならいて 善徳 を 求む る 祈 

てんしゅ しゅ せい き せき せいえき 

ああ 天主、 主は聖 フランシスコ • ザ ベリオの 奇蹟と 聖 役と 

どうほう しゅ み おし つた たま ▲ ねが 

によりて、 わが 同胞に 主の 御 教え を 伝え 給えり。 願わくは、 

さ 力 く どく たた ぜんとく まな 

その 栄え ある 功徳 を讃 うる われら をして、 その 善徳 を 学ば 

たま しゅ ねが たてまつ 

しめ 給え。 われらの 主 キリスト によりて 願い 奉る。 ァ— メン。 

おさな せい せいしん もと いのり 

幼き イエ ズスの 聖テレ ジ ァの 精神 を 求む る析 

しゅ しゅ おさなご 

主 イエ ズス. キリスト、 主 はかって、 なんじら もし 幼児の 

ごと てんごく は い あた 

机くなら ざれば、 天国に 入る こと 能わざる べしとの たまえり。 



2 

7 

2 

申 

精 

幼 



^ ,pk ) ^ 、 た 人 じゅん こころ 

され 23 われら をして、 けんそんと 単純なる、. i と を もって、 

せ V あと した てんごく 、て 1 ふく う 乙 

聖 テレジアの 跡 を 慕わしめ、 天国の 永 福を受 くる を 得しめ 組 

ジノ -、 いっく ねが たてまつ 

わん こと を 主の 御 慈しみに よりて 願い 奉る。 ァ ー メン。 



273 病 者の ための 祈 （文語) 



ぴ ようしゃ いのり 

病 者の ための 祈 (文語) 

びょうにん かいふく もと いのり 

病 人の 快復 を 求む る 祈 

-- ゆ よ とき し ゆ 

ああ イエ ズス よ、 主 はかって この 世に まし ませし 時、 主 を 

しんらい たてまつ もの たい つね おん おんちから あ^ 

信頼し 奉る 者に 対して、 常に 御 あわれみと 御 力と を 現わし 

なや のぞ うれ なぐさ やま たま ▲ しリ 

その 悩み を 除き、 憂い を 慰め、 病い をい やし 給えり。 主 は 

おん み たも ゆえ しゅ おん み あい たも 

いつも 御 あわれみに 充ち 給う が 故に、 『主よ、 御身の 愛し 給 

もの や さけ たてまつ いの き たま おぼしめ 

う 者 病めり』 と 叫び 奉る われらの 祈り を 聴き 給い、 思 召しな 

ぜんのう おん て びょうにん うえ の けんこう かいふく 

らば、 全能の 御手 を この 病人の ヒに 延べ、 その 健康 を 快復 



病中 忍耐の 徳を 求む る f 斤 274 



_ はま _ つみびと びょうにん かいふく せ- f 

せしめ 給え。 われら 罪人 なれ ども、 病人の 快復なる 聖ゅマ 

, I せつ いの しゅ ささ たてまつ 

リアの 御 取次に よりて、 この 切なる 祈り を 主に 献げ 奉る。 

ァ— メン。 

びょうちゅう にんたい とく もと いのり 

病 中 忍耐の 徳を 求む る析 

力ん とく 力が びょうしょう 

完徳の 鑑みに まします イエ ズス、 われ 病 床に ありて、 ゲ 

ッセマ 二に おける 主になら い、 『思 召の ままに なれ かし』 と 

おんちち いの ほつ ねが しゅ ご こん こ. * ま. - 

御 父に 祈らん と 欲す。 願わくは われ をして 主の 御 忍耐に 学 

たま しゅ ちい > ' 'V ，多 つ、 -、 

ばし め 給え。 主 はわれら を 愛して いかなる 苦難 を も、 十字き 

たま ゆえ しゅ ら 1— A え 

を もい とい 給わ ざり しが 故に、 われ もまた 主の 愛の 故に、 す 



275 病 者の ための 祈 （文語） 



く のう あま う え たま しゅ ご じゅなん ご し 

ベての 苦悩 を 甘んじ 受 くる を 得しめ 給え。 主 は 御 受難と 御 死 

きょ つみ つぐの たま ゆえ 

去と によりて、 われらの 罪 を 償い 給いし が 故に、 われ もまた、 

おか つみ つぐの びょうく しの たま ふ 

わが 犯した る 罪の 償いと して、 この 病苦 を 忍ばし め 給え。 不 

まん しつぼう おちい く つう しの えいえん せい 

満と 失望と に 陥る ことなく、 かえ つ て 苦痛 を 忍びて 永遠の 生 

めい う いさお た たま しゅ ご れいこん おんちち 

命を受 くる 勲を樹 てし め 給え。 また かつ て、 K が 餌お 魂 を 御 父 

み て ゆだ たま ごと りんじ ゆうとき れいこん 

の 御手に 委ね 給いし 如く、 われ をして 臨終の 時、 わが 霊魂 

しゅ みて まかた てまつ え たま 

を 主の 御手に 委せ 奉る こと を 得しめ 給え。 ァ— メン。 

し のぞ ひとびと いのり 

死に 臨める 人々 のために する 祈 

てんしゅ こんにち ぜん せかいお こな せいさい 

ああ 天主、 われ は 今日 全世界に 行わる るすべ ての ミサ 聖祭 



死に 臨める 人々 のために する 祈 276 



にス にち し のぞ ひとびと とく ささ たてまつ I ^が 

を 今日 死に 臨める 人々 のた め、 特に 献げ 奉る。 願わくは 

きゅうせいしゅ とうと おん ち く どく おん 、二 

救 世 主 イエ ズスの 尊き 鋤 血の 功徳に よりて、 かれらに 御 慈 

ひ たま 

悲 をこう むらしめ 給わん こと を。 ァ— メン。 



277 死者の ための 祈 （文語) 



死者の ための 祈 (文語) 

すべての 死者の ための 析 

しゅ もの れいこん いの たてまつ ねが 

主よ、 われらみ まかりし 者の 霊魂の ために 祈り 奉る。 願わ 

つ み ゆる おわ いのち みなと 

く は、 そのす ベての 罪を赦 し、 終りな き 命の 港に いたらし 

たま 

め 給え。 ァ ー メン。 

しゅ えいえん あんそく あた ▲ た ひかり 

主よ、 永遠の 安息 を かれらに 与え、 絶えざる 光 を かれら 

うえ て たま 

の 上に 照らし 給え。 

き がん ひと きゅうれい のぞ つみびと ゆる あた たも 

祈願 すべての 人の 救 霊 を 望み、 罪人に 赦しを 与え 給う 
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f ゆ-^ せつ ねが たてまつ ね、 が しゅうせ いどう 

天主 主の 御 あわれみ を 切に 願い 奉る。 願わくは、 終生 童 

マい 1 ^い しょせいじん おんとり つぎ 

貞 なる 聖 マリア、 および 諸 聖人の 御 取次に よりて、 すでに 

> 」 よ， ^ 、 おや きょうだい し まい しんぞく おんじん ゆうじん 

この 世 を 去りし わが 親、 兄弟、 姉妹、 親族、 恩人、 友人に 

えいえん ふくらく あた たま レ. P 

永遠の 福 楽 を 与え 給わん こと を、 われらの 主 イエ ズス . キリ 

ねが たてまつ ▲ 

ストに よりて 願い 奉る。 ァ— メン。 

デ • プロ フン デ イス (詩編 ：儿) 

ゝ ) ^ しゅ さ. たてまつ しゅ こえ き 

主よ われ 深き 淵より 主に 叫び 奉れり。 主よ、 わが 声 を 聴 

レ たま J ね 力 ねが こ 、ん おんみみ > 0 たま 

き容れ 給え。 願わくは、 わが 願いの 声に 御 耳 を 傾け 给ぇ。 

しゅ ふぎ おん め と たま しゅ こ 

主よ、 もし 不義に 御 目 を 留め 給わば、 主よ、 たれ かよく か 



279 死者の ための 祈 （文語) 



え ▲ しゅおん し 《• 

つ こと を 得ん。 され ど 主に 御 あわれみ あるに より、 また 主 

おんい まし しゅ しゅ^ 1^ コ 

の 御 戒めの ために、 主よ、 われ は 主に 依り 頼めり 

たましい しゅ おんこと ぱ よ たの たましい しゅ き ぼう 

わが 魂 は 主の 御言 葉に 依り 頼み、 わが 魂 は 主に 希望せ り。 

▲ あさよる しゅ 1 ^ 

朝より 夜に いたる まで、 イスラエル は 主に 希望すべし 

しゅ おん もと ゆた 、 

そ は 主の 御 許に あわれみ あり、 また 豊かなる あがない あれ 

▲ しゅ おん t" ぎ 

ばな り。 主 は 御み ずから イスラエル を、 そのす ベての 不義 

たま 

よりあがない 給わん。 

しゅ えいえん あんそく あた ▲ た ひ 力り 

主よ、 永遠の 安息 を かれらに 与え、 絶えざる 光 を かれら 

うえ て たま 

の 上に 照らし 給え。 

き がん しんじゃ そうぞうしゅ ぬし 

祈願 すべての 信者の 創造主、 かつ あがない 主に まします 

てんしゅ しゅ れいこん つみ ゆる あたたま 

天主、 主の しもべら の 霊魂に、 すべての 罪の 赦しを 与え 給え 
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^ぶ た のぞ たてまつ ゆる せ つ 

願わくは かれらが 絶えず 望み 奉りし 赦し をば われらの 切な 

丄ジ たま よよ い 

る 祈りに よりて こうむら しめ 給え。 世々 に 生き かっしろ しめ 

よも しゅ ねが たてまつ ▲ 

し 給う、 王に よりて 願い 奉る。 ァ ー メン。 

しゅ えいえん あんそく あた ▲ た ひかり 

主よ、 永遠の 安息 を かれらに 与え、 絶えざる 光 を かれら 

うえ て たま 

の t に 照らし 給え。 

やす いこ ▲ 

かれらの 安らかに 憩わん こと を。 ァ— メン。 



281 種々 の 祈 （文語) 



〉 ゆ、、) ゆ J のり 

種々 の 祈 (文語) 

キリストに 向う 析 

ねが おんた ましい せい 

願わくは キリストの 御 魂 われ を聖 ならしめ、 キリストの 

御 体 われ を 救い、 キリストの 御 血 われ を 酔わし め、 キリス 

おんわき ばら したた みず きょ ご じゅな ス 

トの御 側 腹より 滴りし 水 われ を 潔め、 キリストの 御 受難 われ 

つよ ▲ じあい ふか ねが き い 

を 強めん こと を。 慈愛 深き キリスト、 わが 願い を 聴き 容れ、 

おんき ず かく しゅ はな ゆる たま 

御 傷の うちにわれ を 隠した まえ。 主 を 離る る を 許し 給わず. 

あく ま まも たま りんじゅう とき まね 

悪魔の わなより われ を 護り 給え。 臨終の 時に われ を 招き、 



十字架 上の イエ ズスに 向 う 祈 282 



しゅ はんもと しょせい、 じん とも よよし ゆ さん び 

主の 御 許に いたらし め、 諸 聖人と 共に、 世々 に 主 を 讃美す る 

え たま 

を 得しめ 給え。 ァ— メン。 

じゅうじ かじょう むか い のり 

十字架 上 の イエ ズ スに 向う 祈 

ば、 ゆん ぴ A み まえ 

仁慈に していと も 甘美なる イエ ズス、 われ 御前に ひざ ま 

たてまつ よげんしゃ しゅ 

ずき ひれふし 奉る。 預言者 ダヴ イドが 主につ きて、 『かれら 

て あし つらぬ ほね かぞ 

はわ 力 手 わが 足 を 貫き、 わが 骨 を ことごとく 算 えたり』 とい 

おん ありさま いま もくぜん みたて まつ こころ おお ち，； じょう 

いし 御 有様 を、 今 目前に 見 奉りつつ、 心の 大 いなる 愛情と 

く つう しゅ おんき ず な お こころ 

苦痛と を もって、 主の 五つの 御 傷 を ひたすら 眺め、 かつ 心に 

もも たてまつ しんぼう あい はげ かんじょう つみ 

て 思いめ ぐらし 奉る。 信^ 愛の 烈しき 感隋 と、 わが 罪の ま 



283 種々 の 祈 （文語) 



つうかい あらた もっと かた けっしん こころ 

ことの 痛悔 と、 これ を改 むる 最も 固き 決、 七と を、 わが 心に し 

とお たま ねが たてま つ 

み 徹らせ 給わん こと を ひとえに 願い 奉る。 ァ ー メン。 

じこ ささ いのり 

自己 を献 ぐる 析 

しゅ ねが じ ゆう う い たま き おく 

主よ、 願わくは わが 自由 を 受け入れ 給え。 わが 記憶、 わが 

ちえ いし うい たま も 

知恵 また わが 意志 を ことごとく 受け入れ 給え。 わが 持てる も 

しゅ たまもの しゅ かえ しゅ み むね 

の はみ な 主の 賜物な り。 われ はすべ て を 主に 返し、 主の 御 旨 

ささた てまつ しゅ せいちょう とも しゅ おんあい 

のま まに 献げ 奉る。 ただ、 主の 聖寵 と共に 主の 御 愛 を われ 

あた たま みた た なにもの 

に 与え 給え。 さらば われ は充ち 足りて、 他の 何物 を も あえて 

願わ じ。 ァ— メン。 (聖 ィグナ シォ) 



^ きょうこう いのり 

斤 教皇の ためにす る 祈 

あ 

す > ノ >き し.； つ こ、 つ 、 T みな いの A しゅね が 

^ われらの 教皇 ( …… 御名) のために 祈らん。 主 願わくは、 

きょうこう まも よ さ 3 つ 

^ 教皇 を 守り、 かつながら えしめ、 この 世に おいて 幸いなら 

てきて たま 

g しめ、 敵の 手に わたし 給わ ざらん こと を。 

なんじ ペトロ ▲ いわお うえ きょうかい た 

汝は 岩な り。 われ この 岩の 上に わが 教会 を 建てん。 

きがん しんじゃ ぼくしゃ しゅさいしゃ て， V しゅ 

祈願 すべての 信者の 牧者、 かつ 主宰者に まします 天主、 

し j は つ り， しゅ み な きょうかい 

主 は 御 摂理に よりて 主の しもべなる ( …… 御名) を 教会の 

ぜ バル や 、 つかさ たま ねが きょうこう うえ 

牧者と して、 これ を 司 どらし め 給えり。 願わくは 教皇の t 

おんじ ひ きょうくん もはん ，, ん 

に 御 慈悲 を たれ、 その 教訓と 模範と によりて、 すべての 信 

じ や ぜんとく すす ゆだ むれと も え J 

者 をます ます 善徳に 進まし め、 委ねられ たる 群と 共に、 永 



285 種々 の 祈 （文語) 



えん せいめい え たま しゅ 

遠の 生命に いたる を 得しめ 給え。 われらの 主 キリスト により 

ねが たてまつ ▲ 

て 願い 奉る。 ァ— メン。 



しさい い のり 

司祭の ための 祈 

えいえん し さい ねが しゅ みこ ころ おん 

永遠の 司祭に まします イエ ズス よ、 願わくは 主の 聖心を 御 

み しさい ひ なんじよ たま なに 

身の しもべなる 司祭ら の 避難所と なし 給え。 かしこに て は 何 

ぴと そこな あた 

人 も かれら を 害う こと 能わず。 

▲ ねが ひ ぴ おん み とうと おんから だ ふ しさい て きょ 

願わくは 日々 御身の 尊き 御 体に 触る る 司祭ら の 手 を 潔く 

たも たま おん み とうと おん ち そ けが まも 

保ち 給え。 御身の 尊き 御 血に 染まる くちびる を 汚れな く 護り 



給え ( 



御 召 を 求む る 祈 286 



ねが おん み かがや し さいしょく しるし 

願わくは 御身の 輝かしき 司祭 職の いみ じき 印 もて、 しる 

し さい こころ きょ けが まも たま おん み とうと あい 

されし 司祭の 心 を 清く 汚れな く 護り 給え。 御身の 尊き 愛 もて 

まも よ あくしゅう まぬ が たま 

かれら を 護り、 世の 悪習 を 免れし め 給え。 

ねが ゆた おんめ ぐ か じつ はたら しゅく 

願わくは 豊かなる 御 恵みの 果実 もて かれらの 働き を 祝し、 

ゆだ れいこん ちじょう よろこ なぐさ 

かれらに 委ねられし 霊魂 は、 地 七に て はかれら の 喜び、 慰め 

てんじょう えいえん かがや 力 A むり 

となり、 天上に て は 永遠に 輝け る かれらの 冠と ならん こと 

を。 ァ ー メン。 

お めし もと いのり 

御 召 を 求む る 祈 

しゅ しゅ し と むか と い 

主 イエ ズス よ、 主 はかって 使徒た ちに 向いて 『穫り 入れ は 



287 種々 の 祈 （文語) 



おお はたら もの すく ゆえ はたら もの と い -7 

多 けれども 働く 者 は 少なし。 故に 働く 者 を その 穫り 入れに 遣 

と い ぬし おんちち いの のた ま 

わさん こと を、 穫り 入れ 主なる 御 父に 祈れ』 と宣 えり。 

L ねが しさい しゅう どうしゃ 

願わくは われらの うちより、 司祭 または 修道 者と なりて 

はたらお お ひとびと えら しゅ こうきょうかい つか たま 

働く 多くの 人々 を 選びて、 主の 公教会に 遣わし 給わん こと 

はは どうてい せい おんとり つぎ 

を、 われらの 母なる 童貞 聖 マリアの 御 取次に よりて こいね が 

たてまつ 

い 奉る。 ァ— メン。 

し と げんこう ▲ いの たま 

使徒の 元 后、 われらの ために 祈り 給え。 

ふ ％* い のり 

父母の ためにす る析 

てん ちち ▲ しゅ ふ ぼ うやま 

天に まします われらの 父よ、 主 はわれら に 父母 を 敬う ベ 



父母の ためにす る 祈 288 



めい たま あい つか 

しと 命じ 給い、 これ を 愛せし め、 これに 仕えし め、 そのため 

L- の こ みち つく たも ふ う 

に 祈らし め、 子た るの 道を尽 さしめ 給う。 父母 はわれ を 生み、 

そだ く ろ、 つ こんな レ 

かつ 育てん がた めに、 苦労、 困難 をし のぎ たれば、 われ をし 

むく え たま ねが れいこん にくしん 

てこれ に 報 ゆる を 得しめ 給え。 願わくは、 その 霊魂と 肉 身と 

を 助けて、 永く 生きながら えしめ、 主が いにしえの 太祖に 約 

そく たま おんめ ぐ あた たま 

束し 給いし あまたの 御 恵み を かれらに も 与え 給え。 しかして 

よ ぜんぎょう く どく つ し そし 

この 世に おいて は、 みずから 善業の 功徳 を 積み、 かつ子 孫 

とくこう み よろこ のち し し そんそん とも えいえん 

の 徳行 を 見て 喜びた る 後、 つい には子々 孫々 と共に、 永袁に 

しゅ み まえ たの え たま 

主の 御前に 楽しむ こと を 得しめ 給え。 ァ— メン。 



289 種々 の 祈 （文語) 



こども いのり 

子女の ためにす る析 

てん ちち ▲ しゅ おんめ ぐ 

天に まします われらの 父よ、 われ は 主の 御 恵みに よりて 

たま こども つつし しゅ ご ほ ご まか たてまつ 

賜わり たる この 子女 を、 謹みて 主の 御 保護の もとに 託せ 奉 

ねが おん ちち たま あい 

る。 願わくは 御み ずから かれらの 父と なり 給え。 われらの 愛 

子が 世の 腐敗に 勝ち、 内ルの 悪しき いざない を 防がん がた 

おん じひ つよ あく ま ぼうけい すく 

めに、 御 慈悲 を もって、 かれら を 強め、 悪魔の 謀計より 救い 

たま こころせ いちょう そそ せいれい たまもの あた たま 

給え。 なお その 心に 聖寵を 注ぎ、 聖霊の 賜物 を 与え 給いて、 

み ヒ ぁハ ひぴ みむね ^'な 

イエ ズス. キリスト を 認め 愛せし め、 日々 御 旨に 適わし め、 

この 世に おいて は、 熱心に 主に 仕え、 後の世に おいて は、 主 

み まえ よろこ え たま しゅ 

の 御前に 喜ぶ を 得しめ 給わん こと を、 われらの 主 イエ ズス • 



聖家族 に対して おの が 家族の た めに する 祈 29() 



キリスト によりて 願い 奉る。 ァ， I メン。 

聖家族に 対してお のが 家族の ためにす る析 

、じむ ふか しゅ よ えらた ま せいか 

慈悲 深き イエ ズス、 主 は、 この 世に おいて 選び 給いし 聖家 

ぞく たえ ぜんとく か ていせい かつ 力が み しめ たま 

族 を もって、 妙なる 善徳と 家庭生活の 鑑とを 示し 給えり。 

しゅ み まえ ふ おん ねが たてまつ か 

いま 主の 御前に ひれ 伏して 御 あわれみ を 願い 奉る われらの 家 

ぞく * えりた ま ▲ とく しゅさ さ ま.？' 

族 を 顧み 給え。 われら は 特にお のれ を 主に 献げ、 かつ 委せ 

たてまつ しゅ たま ねが 

奉 りたれば、 いつも 主の ものなる をお ぼえ 給え。 願わくは、 

おん じ ひ まも ひつよう とき たす た 

御 慈悲 を もって われら を 守り、 必要の 時に われら を 助け、 絶 

しゅ せい か ぞく おんとく たま つね しゅ うやま 

えず 主の 聖家族の 御徳に ならわしめ 給え。 かくて 常に 主 を 敬 



291 種々 の 祈 （文語) 



あい たてまつ てんごく えいえん しゅ さん ぴ 

い 愛し 奉り、 ついに は 天国に おいて、 永遠に、 E を 讚美す る を 

え たま 

得しめ 給え。 

かん び せいぼ ▲ おん ひと ご かなら 

いと も 甘美なる 聖母 マリア、 われら は 御 独り子が、 必ず 

おん みいの き い たも かた しん おんたす 

御身の 祈り を 聞き 容れ 給うべき を 固く 信じ、 ひとえに 難 助け 

たてまつ 

を こいね がい 奉る。 

さい わ せいそ ▲ おん み ご ほ ご 

いと 幸いなる 聖袓 ヨゼフ、 御身の 御 保護 を もって われら 

たす せいぼ とも ねが 

を 助け、 かつ 聖母と 共に われらの 願い を、 イエ ズス. キリス 

とりつぎ たま 

トに牧 次 給え。 ァ ー メン。 



幼児 を献 ぐる 祈 292 



おさなご ささ いのり 

幼児 を献 ぐる 析 

せぶ 1 い み^ ft てんしゅ しゅ たま おさなご 

生命の 源に まします 天主、 われ は 主の 賜いた る この 幼児と 

とも ぷ じ しゅみ まえい せい ぼ おさな 

共に 始めて 主の 御前に 出で、 われ は 聖母 マリアが 幼き イエ ズ 

せいでん ささ たま ぶ じ う おさなご 

スを聖 殿に 献げ 給いし になら いて、 無事に 生まれし この 幼児 

亡ん しゃ しゅ ささ たてまつ しゅ いま のち しゅ ゆ、 さ 

を 感謝しつつ 主に 献げ 奉る。 主よ、 今より 後、 主より 委ね 

おさなご やしな そだ う たす 

られ しものと して この 幼児 を 養い育て 得る よう、 われ を 助け 

はま ねが しんこう おんめ ぐ ひ 

給え。 願わくは あっき 信仰の 御 恵みに より、 いつの 日に かわ 

おや こ あいと も てんごく えいえん しゅ さん 、ぴ え 

れら 親子 も 相 共に 天国に おい て 永遠に 主 を 讃美す る を 得ん こ 

せい ぼ おんとり つぎ たてまつ 

と を、 聖母の 御 取次に よりて こいね がい 奉る。 ァ— メン。 



しんこう いっち もと いのり 

信仰の I 致 を 求む る析 

J の いつ ちち 

わが 祈る は、 かれらが ことごとく 一 ならん ためなり。 父よ、 

おんみ おんみお ごと 

これ 御身の われに まし まし、 わが 御身に 居る が 如く • かれら 

お いつ おん み つか 

も われらに 居りて 一な らん ためにして、 御身の われ を 遣わし 

たま よしん 

給いし こと を 世に 信ぜし めんと てな り。 (ヨハネ n.w S) 

われ、 なんじに 告ぐ、 なんじ は 岩な り。 

五 口 ▲ いわおう え きょうかい た 

お われ この 岩の 上に わが 教会 を 建てん。 

き がん しゅ しゅしと む 力 

^ 祈願 主 イエ ズス. キリスト、 、王 は 使徒た ちに 向い、 『われ 

ク へいあん のこ へいあん あた の ゆ 

i は 平安 をなん じらに 残し、 わが 平安 をなん じらに 与う』 と宣 

ねが つみ おも たま しゅ こうきょうかい 

I えり。 願わくは われらの 罪 を 思い 給わず して、 主の 公教会 



よき 収穫 を 願う 祈 294 



7- ス 5!; つ たま しゅ おぼしめし したが こうきょ うか 1 へ" 

の 信仰 をみ そなわし 給え。 主の 思 召に 従いて、 公教会に 平 

わい つち あたたま よよ 1 

和と 一致と を 与え 給わん こと を、 世々 に 生き かっしろ しめし 

たも てんし ゆ いの たてま つ ▲ 

給う 天主に 祈り 奉る。 ァ ー メン。 

し ゆうかく ねが い のり 

よき 収 穫を 願う 析 

願わくは 地の 百榖を 与え、 かっこれ を 保た しめ 給わん こと 

を。 

▲ しゅ き た ま 

主、 われらに 聞き 給え。 

,?= じ， つく ひびかて たも たも ぜんのう 

祈願 人類 を 造り、 かつ 日々 の糧 もて これ を 保ち 給う 全能 

の 天主、 われらの 田畑と 生え 出る その 五穀と を况し 給え。 願 



がいちゅう こ しびょう 

わく はこうず いとかん ばつ、 害虫と 枯死 病な ど、 すべての 

さ，. - が ひ ふせ しゅうかく めぐ たま ， い、 ベ 13 

災害より 防ぎ、 よき 収穫 を 恵み 給え。 また わが 家 を 護り わ 

はたら しゅく ひび やす しゅ つか つね 、 しゅ Tixii 

が慟 きを 祝し、 日々 安らかに 主に 仕え 常に 主の 御 国と そ 

ぎ だい もと みちび たま ▲ o 

の 義とを 第一に 求む るよう、 われら を 導き 給え。 ァ— メン 
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O 力り しん ぴ けいじ しん ぴ 

光の 神秘 (啓示の 神秘) 

第一の 黙想 イエス、 ヨルダン 川で 洗礼 を も ける 

イエスが ヨルダン 川で 洗礼 を 受けられ ると、 ！ 霊が くだり、 

「 ぁレ こ おんちち こえ き 

「あなた はわた しの 愛する 子」 という 御 父の 声が 聞こえました。 

この 一 連 を ささげて、 洗礼の 恵み を 神に 感謝し、 1 霊に 導 

力れ て、 神の 子と して 生きる ことができ るよう 聖母の 扠り次 

ねが 

ぎに よ つ て 願い ましよ ゝっ。 

第二の 黙想 イエス、 カナの 婚礼で 最初の しるし を 行う 

+*+* 二： ■ 1 

イエス は、 母 マリアの とりなしに 応え、 カナの 婚礼で 水 をぶ どう 酉 
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に 変えて、 弟子た ちの 信じる 心 を 開いて くださいました。 

この 一 連 を ささげて、 イエスへ の 信仰 を 深める ことができ るよう 聖 

母の 取り次ぎ によ つ て 願いましょう。 

第三の 黙想 イエス、 神の 国の 到来 を 告げ、 人々 を 回心に 招く 

イエス は、 神の 国の 到来 を 告げ、 人々 を 回心に 招き、 神の いっくし 

み を 現して くださいました。 

この 一 連 を ささげて、 イエスの 招きに 応え、 心から 悔い改めて、 福 

" ,p >ん .ff いばと つ ね 力 

音 を 信じる、 」 とがで きる よう 聖母の 取り次ぎ によ つ て 願いましょう。 

第 四の 黙想 イエス、 タ ボル 山で 栄光の 姿 を 現す 
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イエス は、 タ ボル 山で 三人の 弟子た ちに 栄光の 姿 を 現し、 困 ^ を^ 

こ き ほう ひかり しめ 

り 越える 希望の 光 を 示して くださいました。 

ォ/J 、 しゅ へ ん よう こころ きざ き て-一； 

この 一 連 を ささけ て、 主の 変容 を 心に 刻み、 イエスに 聞き 従う こと 

力で きる よう 聖母の 取り次ぎ によ つ て 願いましょう。 

第五の 黙想 イエス、 最後の 晚 さんで 聖体 t の 秘跡を 制定す る 

さいご ばん すく え、； - , 

イエス は、 最後の 晚 さんで、 救いの いけにえ、 永遠の いのちの g と 

して、 パンと ぶどう酒 を 用いて 聖体の 秘跡を 定め、 人類に：^ する!^ の 

き ねん のこ 

記念 を 残して くださいました。 

れ ん あた つ ，、- v 

この 一 連 を ささげて、 すべて を 与え 尽くされた イエスの 愛に 日々 な 

ij い すと つ 1 i 

らう ことができ るよう 聖母の 取り次ぎ によ つ て 願 いましょう。 
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